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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　この部屋に放りこまれてから、どのくらいの時間が経たつのだろう？

　今日もラクエルは、不安と恐怖に打ちひしがれていた。

　ここは魔ま導どう結社〈デミウルゴス〉の旗き艦かん、レクス＝ゴライアスの艦内だ。

　ラクエルが軟禁されているのは、小こ綺ぎ麗れいな一室だった。まるでホテルの一室のような趣おもむきで、清潔感はあるものの、どこか冷たく、無機的で、温ぬくもりは感じられない。

　調度品は必要最小限で、読書用の机と寝台くらいのものだ。壁には抽象画が掛けられている。なんでも、賢竜王インボルクをイメージした油絵らしい。よく見ると、キャンバスの右下にサヴォナローラのサインがある。

　どうやら、これは盟主様の力作らしいが、上う手まいのか下手なのか、ラクエルにはわからなかったし、なんの慰なぐさめにもならない。むしろ、バカにされているような気がするのは、思い過ごしだろうか……？

　調度品といえば、もうひとつ──オブジェのごとく控ひかえている存在があった。

　一見、それは等身大の人形に見える。

　が、厳密には人形ではない。

　彼女の名は、カサンドラ・ロートレアモン。

　かつてはロートレアモン騎士王国の第二王女として、その美貌で数多あまたの貴公子を魅了した、極めて高貴な女性である。

　カサンドラは椅子に腰かけた状態で、一個の芸術作品さながら展示されている。

　一度は〈デミウルゴス〉に加盟し、〈七翼将〉の一翼を担ったほどの人物だ。

　しかし、彼女は〈デミウルゴス〉を裏切り、アッシュたちに助けを求めた。

　その結果、ある種の「魔薬」を打たれ、その劇的な効果で人形同然にされてしまったという……。

　なぜ、ラクエルとカサンドラを同じ部屋に入れたのか、その理由はわからない。

　もしかしたら、ラクエルに対する示威かもしれない。

　大人しくしていなければ、お前も人形同然にしてやるぞ……という脅し。

　盟主サヴォナローラの考えそうなことだ。まかり間違っても、ラクエルの孤独感を和らげるためではないだろう。

　そもそも、物いわぬカサンドラの存在は、むしろラクエルの孤独感を高めるばかりなのだった。

　ラクエルの置かれている状況は、かくも厳しい。自由も極端に制限されている。生活面では、「女官」と呼ばれる職員が立ち回っては、身の回りの世話を焼く。食事の世話から着替え、入浴まで、至いたれり尽くせりだ。

　彼女たちは魔ま導どう結社〈デミウルゴス〉の構成員というが、表面上はどこにでもいそうな婦人と大差なかった。そして、ラクエルに対する態度は、常に恭うやうやしい。

　ロサ・マリア教を激しく敵視している〈デミウルゴス〉にとって、教皇ラクエルといえば天敵のはずだが、ラクエルが五大星具のひとつであり、賢竜王インボルク復活の鍵を握にぎっているから──と考えれば、納得はできた。

　ラクエルの質問にも、女官たちは必要以上に丁寧な口調で答えてくれた。

　たとえば、この部屋には窓も時計もないので、日付や時刻は女官に聞くしかない。

　女官にラクエルを騙だます意図がなければ、今日は獅子宮レオの月の二十八日目。

　聖都エスパーダで引き起こされた動乱のさなか、ラクエルが拉ら致ちされてから、およそ三ヵか月げつが過ぎた計算になる。

　ただし、ラクエルを乗せた超ちよう弩ど級きゆうの魔導艦レクス＝ゴライアスの位置情報について、女官たちは決まって口を閉ざした。どうやら口止めされているらしい。

　ラクエルの体感では、この艦は飛行と停泊を繰り返している。時には、海上を移動しているのではないか……と思われることもあった。

　どうやら、この艦は水陸両用らしい。

　最初の頃、ラクエルは、そうした環境変化にも敏びん感かんに反応していた。

　が、一ヵ月、二ヵ月……と経たつうちに、この艦が飛行中なのか、航海中なのか、停泊中なのかの違いも、いつしか曖あい昧まいになってしまった。

　そのとき、かつん、かつん……という規則正しい足音が、こちらに近づいてきた。やがて、足音は扉のむこうで停止する。その数秒後、重々しい金属音がした。誰かが、入り口の扉を開錠したのだ。

　あの足音のおかげで、来訪者が誰なのかは、顔を見るまでもなくわかった。

　この艦内では、唯一の顔かお馴な染じみだ。

　かつては教皇ラクエルの右腕を務つとめ、エスパーダ聖庁では教皇に次ぐ地位にまで上り詰めた枢すう機き卿きよう。

　その名は、ペネロペ・デル・モンテ。

　だが、彼女の正体は魔導結社〈デミウルゴス〉の最高幹部──〈七翼将〉の一翼を担う者であった。その上、盟主サヴォナローラの腹心でもある。

「……一体、なんの用ですか？」

　大好きだったペネロペに対して、ラクエルは警戒心をあらわにする。

　かつては教皇と枢機卿という立場を越えて、ラクエルはペネロペを信頼していた。ペネロペ自身、当時は過保護な姉のように、ラクエルの世話を焼いてくれた。

　あの献身も、すべては〈デミウルゴス〉の計画を遂行するための演技だったのかと思うと……怒りを通り越して、ただただ悲しい。

「ふん。待たせたな、ラクエル」

　ペネロペの態度には、もはや、かつてのような恭うやうやしさは皆無である。虜囚に対するような口調だった。

「もしかして……？」

「想像の通りだ。我らの計画は、次の段階へと移行した。すなわち、賢竜王インボルクを復活させるための儀式が、いよいよ始まるのだ」

「……！」

「現在、この艦は儀式を執とり行う〝聖地〟を目指して飛行中だ。当然ながら、五大星具のひとつである貴様も、儀式には立ち会わねばならぬ」

「聖地とは、一体……？」

　どうせ訊きいても無駄だろうとは思ったが、訊かずにはいられなかった。

「ゾノ＝トーンの方はこ舟ぶねだ」

　意外にも、ペネロペはあっさりと情報を開示した。もはや隠かくす必要もないのだ、とばかりに。

「わかっているとは思うが、駄だ々だっ子このような真ま似ねをして、我々の手を焼かせぬよう、注意しておけ。貴様は時折、突飛な行動をとっては、我々を困らせたものだからな」

「ペネロペ……」

　エスパーダ聖庁で、教皇として暮らした日々が、ラクエルの胸をよぎる。涙がこぼれそうになるくらい、懐なつかしい思い出。

　だが、そうした思い出の数々には、絶対に欠かせない存在だったペネロペは、あくまでも冷然とした態度を崩くずすことなく、無言のまま退室した。

　再び、重々しい金属音とともに、部屋の扉が施錠される。かつん、かつん……と、規則正しい足音が響きはじめたが、次第に遠ざかり、やがて、なにも聞こえなくなった。

　ラクエルはその場でくずおれた。

　最も恐れていたことが、ついに始まろうとしている。

「アッシュお兄ちゃん……助けて…………」





"Raquel ～A.S.B.1366.08～" is closed.















第一話　新しい命









　処女宮ヴアルゴの月、第一日。

　ゼファロス方面では、ついに革命政府が「ゼファロス共和国宣言」を、全世界に向けて発表した。

　これをもって、千年に及んだゼファロス帝室は断絶し、共和国に生まれ変わったのである。

　ただし共和国政府の閣僚に、元皇女アンネゲルトは含まれていなかった。

　革命騒さわぎのさなか、〈革命の聖女レヴオルヒルデ〉の二つ名で、大衆からの人気をほしいままにしたアンネゲルトは、歴史の表舞台から忽こつ然ぜんと姿を消したのだった。





　　　　◇






　騎竜学院の夏休みは、いよいよ後半戦に差しかかっていた。

　騎竜訓練用のグラウンドでは、今日も学院生たちが自主トレーニングに励はげんでいる。

　例年の夏休みとは、まったく異なる風景だった。

　ただし、アッシュはエーコと一緒に、生徒会室の窓から見学するに留とどめている。

「身体の調子はどうだ、エーコ？」

　アッシュが訊たずねると、

「しつこいわよ。もう大丈夫なんだから」

　エーコは胸を張ると、ガッツポーズを披露した。

「だけど、まだ無理はしちゃ駄目だからな？」

「わっ、わかってるわよ！」

　口調は厳しいが、エーコの頰ほおは少し紅あかく染まっている。

　先日、アッシュたちは母の手紙に導みちびかれ、故郷のアルバ村に帰き省せいした。

　若く美しい母との再会を喜んだのも束つかの間ま、盟主サヴォナローラが実父アルバーンだと判明したり、〈七翼将〉のアンネゲルトが魔ま導どう艦かんを駆かり侵攻してきたりと、散々な里帰りとなってしまった。

　盟主サヴォナローラの仕打ちに激怒したアンネゲルトは、盟主の地位を簒さん奪だつすべく、アルバ村ごとサヴォナローラを抹殺しようと目もく論ろんだ。

　アルバ村を護まもるべく、エーコはナヴィーの導きに応じて禁呪を発動。間一髪でアルバ村の危機を救ったのだが、その代償として、膨ぼう大だいな魔力と星精アストラルを消費した。

　幸いにも、エーコは快方に向かっている。事実、星精アストラルのほうは、アッシュから供給を受けているおかげで、ほぼ回復。

　ただし魔力のほうは、まだ完全復活とはいかないようだ。

　考えてみれば──エーコはまだ一歳。

　その圧倒的な力ゆえに、つい忘れそうになってしまうが、エーコはまだ幼よう竜りゆうの段階といっていい。ここはじっくりと、完全回復を待つべきだろう。

　アッシュ自身、ここしばらくは、妙な脱力感を覚えることがあった。

　ナヴィーの解説によれば、一時的とはいえ、エーコに星精アストラルをたっぷりと供給した後遺症だろうとのこと。ちゃんと静養していれば、星精アストラルは自動回復するはずだ。

　そんなわけで、今日もアッシュとエーコは大人しく見学しているのだった。

「それにしても、いまだに信じられない気分だわ。まさか、あんたのお父さんが……」

「俺もだよ」

　アッシュは溜ため息いきを吐ついた。

　既に、アッシュは自分の父親が盟主サヴォナローラであることを、仲間たちに伝えていた。アルバ村を発たち、アンサリヴァンに帰還した翌日のことだ。

　誰もが驚くと同時に、いずれ父親を敵に回すことになるアッシュを気遣ってくれた。

　正直なところ、迷いが全然ないといえば、うそになる。

　だが、それでも──実の息子だからこそ、父を止めたいと思う。

　その気持ちに、うそはない。

　この世界を護まもるために、魔ま導どう結社〈デミウルゴス〉の野望を打ち砕く。

　たとえ、盟主が父親であっても関係ない。

　この目に映る仲間たちを、この学院を、アンサリヴァンの街を、ロートレアモン騎士国を、そして世界を護る。

　アッシュの決意に、もはや揺るぎはない。

「そういえば……新一年生たちも、最近では自主トレに加わってるわね」

　エーコの言葉に、アッシュはうなずく。

　ここ最近、一部の新入生たちは帰き省せいをとりやめ、自主訓練に励はげんでいるのだ。

　彼ら彼女らが入学してから、既に五ヵか月げつ目。

　既に新入生の半数近くが、パルの誕生に立ち会っている。

　リンダの友達であるロザリーとセルマも、例外ではなかった。

　ロザリーは翼竜フィリの、セルマは地竜バースの主となっている。彼女たちも騎竜学院に残り、訓練に加わるようになっていた。

　すっかりお馴な染じみとなった三人娘だが、しかし、今は姿が見えなかった。





　　　　◇






　昼下がり。

　リンダ、ロザリー、セルマは竜舎の掃除に勤いそしんでいた。

「はあ～。なんだか気が遠くなってきました……」

　竜舎が集まっている区域は広大で、実に、グラウンド数個分に匹敵するのだ。

「こらこら！　あんたが真っ先に弱音を吐いてどうすんの？」

「そうだよ～、リンダちゃん」

　たちまち、ロザリーとセルマがツッコんでくる。

「す、すみませんっ！」

　リンダは慌てて、てきぱきと手を動かす。

　現在、竜舎はどこも空っぽだ。

　グラウンドの方向からは、訓練生たちの掛け声やドラゴンの咆ほう哮こうが聞こえてくる。

　この夏休み、もはや日課となった感のある、自主訓練の真っ最中なのだった。

　できれば自分たちも参加したいところだが、今日は無理だった。

　基本的に、竜舎の掃除は竜丁たちの仕事なのだが、過去、リンダはちょくちょく授業をサボっては、アッシュたちの活動に付き合う──ということを繰り返していた。

　そのため、教官から「このままでは留年もあり得る」と忠告されてしまい、その穴埋めのため、掃除当番を仰せつかったのである。

　ちなみに、ロザリーとセルマは、ただリンダに付き合っているだけで、彼女たちには掃除をする義務はないのだ。面と向かってお礼をいうのは照れ臭いが、リンダはロザリーとセルマに対して、ただただ頭の下がる思いだった。

「それじゃあ、どんどん片づけていきますよっ！」

　リンダは気合を入れ直すと、竜舎の入り口前を掃いていく。

　ドラゴンは綺き麗れい好きだし、その荒々しい外見からは想像もつかないほど、文化的な生物なので、家畜小屋などと比べたら清潔なものだ。

　一体、どこで用をすませているのか、排はい泄せつ物ぶつも見あたらない。

　特に聖竜専用の第七竜舎などは、まるで博物館さながらの雰ふん囲い気きが感じられ、アンサルの香りが漂ただようほどである。なので掃除は必要ない。

　逆に、生まれたての幼よう竜りゆうが暮らす第一竜舎などは、ゴミが散乱していたり、所々に排泄物が落ちていたりする。竜舎前の通路にしても、ドラゴンが移動を繰り返すため、砂すな埃ぼこりがひどい。こちらは、人の手による掃除が必要なのだった。

「あれっ？」

　そのとき、ロザリーが不思議そうな声をあげて、箒ほうきを握にぎる手を止めた。

「どうかしましたか？」

　リンダは顔をあげた。セルマも眼鏡ごしに、ロザリーの視線を追いかける。

　見慣れない女性が、ふらふらとした歩調で、こちらに近づいてくる。

　夏の陽ひ射ざしを受けて、きらきらと輝かがやく金髪を背中まで垂たらした美人だ。どこか知的な雰囲気も感じさせる。一度見たら、まず忘れることはない美貌だろう。

　ただし、その顔立ちよりも、彼女のお腹なかのほうに、リンダは目を奪われた。

　妊婦だ。しかも、かなり大きく膨ふくらんでいる。臨月を迎えているのではないか。

　問題なのは、どうして部外者とおぼしき妊婦が、騎竜学院の敷地内を歩いているのだろう？　という点だ。生徒か教官の関係者……といったところだろうか。

「うっ……！」

　突然、妊婦は歩みを止めると、その場でくずおれた。両手両膝を地面についてしまっている。その上、なにやら苦しそうに呻うめいている。

「だっ、大丈夫ですか!?」

　リンダたちは慌てて、妊婦のもとに駆かけ寄った。

「…………」

　妊婦は青ざめた顔で、リンダたちを見上げる。そして、喘あえぐように、哀切をこめた口調で、こうつぶやいたのだ。

「う、産まれる……」

　その途端、リンダたちは絶叫すると同時に、掃除用具を一斉に放りだした。





　　　　◇






「大変です、兄さん！　妊婦さんの謎が運びこまれて医務室が生まれそうなんです！」

　突然、ジュリアス館の会議室に飛びこんできたリンダを前に、

「なにをいっているんだ？」

「支離滅裂よ、リンダ」

　窓辺に肩を並べて、グラウンドの訓練風景を眺ながめていたアッシュとエーコは、きょとんとした。

「しかも、先生の医務室も見あたらなぐっ……」

　リンダは目を白黒させながら、さらにまくし立てようとしたのだが、ついに舌を嚙かんでしまった。かなり痛かったようで、たちまち涙目になってしまう。

　そんなリンダの周囲をパタパタと飛んでいるのは、幼よう竜りゆうパーシヴァルだ。普段はのほほんとしているのだが、よほど危急のときなのか、妙にキリッとした表情を浮かべている。

「と、とりあえず、落ち着こうな。えっと……つまり──」

　アッシュは妹の頭を撫なでてやると、リンダの言葉を整理することにした。

「謎の妊婦さんが医務室に運ばれた。赤ちゃんが生まれそうな雰ふん囲い気きだけど、医務室の先生が見あたらない。そういうことだな？」

「そうなんですっ！」

　パーシヴァルを捕まえるようにして抱き締めると、リンダは叫んだ。

「まずは医務室に行ってみよう」

　アッシュはエーコとリンダを引き連つれて、ジュリアス館を飛びだした。





　　　　◇






　校庭を横切って、アッシュたちは校舎に移動した。

　妊婦が運びこまれたという医務室は、一階の突き当たりに位置し、理事長室や職員室と同じ廊下に面している。

「失礼します！」

　アッシュは医務室に飛びこんだ。消毒用アルコールの匂いが鼻をつく。エーコとリンダも、アッシュに続いて入室した。

「……騒さわがしいわよ、アッシュ」

　ベッドの脇には、先客がいた。

　ミラベルだ。回転椅子に腰かけた姿は、白しら百ゆ合りのように楚そ々そとしている。やや離れた位置には、専属メイドのユニスが控ひかえていて、アッシュたちに会釈をした。

　考えてみれば、医務室の隣は理事長室なので、真っ先にミラベルの耳に入ったのも、当然といえた。

「えっと、妊婦さんが運びこまれたと聞いたのですが……」

　アッシュが訊たずねると、ミラベルは淡々と応じた。

「あなたもよく知っている人物よ」

「えっ？」

　アッシュは怪け訝げんに思いつつ、ベッドの脇に歩み寄る。そこに横たわっている女性の顔を見た途端、叫びそうになった。

　だが、アッシュより一瞬早く、エーコのほうが大声を張りあげていた。

「ちょっと！　あんたまさか……アンジェラ」

　そう、謎めいた妊婦の正体とは、あのジュリアス王子と一緒に旅をしていたはずの、アンジェラ・コーンウェル博士なのだった。

　眼鏡をかけていないし、教壇に立っていた頃とは髪型も違う。なにより妊娠しているせいか、あの鋭い雰ふん囲い気きは鳴りを潜ひそめ、母性的ともいえる柔にゆう和わさが際立っていた。

「ふふっ……お久しぶりね、アッシュ…………」

　アンジェラは見るからに苦しそうだが、アッシュに声をかけてきた。

「一体、どういうことです!?」

「彼の子よ……」

　彼とは、もちろんジュリアスのことだろう。

「ジュリアス王子は、どうしたんですか!?　アンジェラ先生を放って、一体どこに……」

「お待ちなさい、アッシュ。今は、詳くわしい事情を聞いているときではないわ」

　と、ミラベルがぴしゃりと告げた。

「おそらく……いつ生まれても不思議ではない状況よ」

「なっ!?」

「できれば、ちゃんとした病院に運びたいところだけれど、もはや一刻の猶予も許されないわ。だから、ここで出産してもらいます。ただ、医務室の先生が見あたらなくて……きっと夏休みなのをいいことに、どこかで油を売っているんでしょうけど」

「そんな！　じゃあ、街から医者を呼んできましょうか？」

「いいえ。わたくしとユニスが立ち会います。こう見えて、ユニスには助産師の資格があります」

「そんな特殊スキルが!?」

　アッシュが驚くと、ユニスは照れ臭そうにうつむいた。

「そしてわたくしにも、多少は医学の心得があります。そういうわけだから、アンジェラのことは任せてちょうだい。それと、ふたつほど頼みたいことがあるのだけれど」

　ミラベルの表情は真剣そのものだ。

「な、なんでしょう？」

　ミラベルは急に声をひそめた。

「生まれてくる子は、ロートレアモン騎士王家の血を引いているのだけれど、これはもちろん、内密にお願いするわ」

「当然です。もうひとつは？」

「今すぐシルヴィアを呼んで来てもらえるかしら？　わたくしにとっても、あの子にとっても、これから生まれてくるのは甥おいか姪めいになるわけだし」

　シルヴィアなら、ちょうど自主訓練の真っ最中だ。生徒会副会長として、学院生たちを指導している。

　かつては、その性格が災いし、教室でも孤立しがちなシルヴィアだったが、今では高い人望を集めている。

　それは決して、シルヴィアが王女だからではない。

　シルヴィア自身が、己おのれの行為で皆の信頼を勝ち得た結果なのだ。

「じゃあ、姫様を真っ先に呼んで来ます」

　アッシュはすぐさま駆かけだした。





　　　　◇






　アンジェラが医務室に搬送されてから、およそ一時間後。

　医務室前の廊下には、アッシュとエーコ、リンダ、そしてシルヴィアが集まっている。

「ううむ。まだか？　まだなのか……？」

　シルヴィアは眉間にしわを寄せながら、腕組みをして、ぐるぐると同じ場所を歩き回っていた。

　数刻前、アッシュに呼び出されたシルヴィアは、自主訓練を抜け出して、この場に駆けつけた。今も騎竜服ドラグスーツを着たままである。

　額ひたいに浮かべた汗は、運動によるものと、緊張によるもの、その両方だろう。

　グラウンドのほうからは、今も訓練に励はげむ生徒たちの声と、竜族の雄お叫たけびが聞こえてくる。

　生徒たちの教導はルッカ、マックス、レイモン、ジェシカに任せているので、そちらの心配は要いらない。

　あとは、アンジェラが無事に出産を終えてくれればよいのだが……時折、アンジェラの苦しそうな声が廊下にまで届いてくるので、アッシュたちに気の安まるときはなかった。

「まだか？　まだ産まれないのか!?」

「姫様、少しは落ち着こう」

　アッシュは苦笑を漏もらした。

「いや、わかってはいるのだが……しかし、出産とは命がけの営みなのだと、授業で習っただろう？」

「そうだっけ？」

　きょとんとするアッシュを見て、シルヴィアは溜ため息いきを漏らした。アッシュが座学を苦手としていることを、思いだしたのだろう。

「医学が進歩したおかげで、ついつい忘れがちになってしまうがな。万が一のことがあったらと思うと、とても落ち着いてはいられんのだ」

「気持ちはわかるけど、こればっかりは……。いつもみたいに、戦ってどうにか解決できる問題でもないし。今はただ、アンジェラ先生とミラベルさん、そしてユニスさんを信じよう」

「う、うむ。そうだな……」

「そういえば、ユニスさんが助産師の資格を持ってるなんてな。驚いたよ」

「そうか？　宮廷付きのメイドであれば、別に珍めずらしくもないぞ。コゼットも持っているはずだ」

「そうだったのか」

「そ、その……将来、私が……あ、赤ちゃんを産むような事態になったときには、コゼットも立ち会うことになっている。ユニスもまた、ミラベル姉様のために資格を取得したのだろうな」

　真面目に解説しながらも、シルヴィアはほんのりと頰ほおを染めている。そして、ちらちらと、アッシュを上目遣いで見やるのだった。

「そ、そんな事情があったとは……」

　アッシュも妙に照れ臭い気持ちになってしまったが、あのコゼットなら、嬉き々きとしてシルヴィアの出産に立ち会いそうだと思った。

　──コゼットさん……。

　アッシュはコゼットに想おもいを馳はせる。

　コゼットがラブロック地方で行方ゆくえ不明となって以来、およそ四ヵか月げつが経たった。いまだになんの手がかりもつかめていない。

「…………」

　シルヴィアもコゼットのことを考えたのだろう。その表情が憂いを帯おびた。

「大丈夫さ、姫様。プリムさんだって、コゼットさんは無事だと断言してくれたんだ。必ず、また会える。将来、姫様が赤ちゃんを産むときだって、ニコニコしながら立ち会ってくれる」

「ふふっ。それもそうだ。あのコゼットが、そんな一大事を見逃すはずもないからな」

　シルヴィアの口もとに微笑が浮かんだので、アッシュは安あん堵どした。

「励はげましてくれて……あ、ありがとう」

「い、いや……」

　アッシュは妙に照れ臭い気分で、シルヴィアと見つめ合う。

「ねぇ？　あたしたちのこと、忘れてない？」

「エーコさんに激しく同意見です！」

　エーコとリンダが割りこんできたので、アッシュは慌ててシルヴィアから視線を逸そらした。

「…………」

　が、シルヴィアのほうは、今なおアッシュになにかを訴えかけるような視線を、じっと送り続けている。

「それにしても、赤ちゃんを産むってことが、こんなにも大変なことだったなんてね。正直、予想外だわ……もっとこう、スパッ！　と産まれてくるのなら楽なのに」

　と、エーコが戦せん々せん恐きよう々きようとした様子で、そんなことをつぶやいた。自分が出産という事態に直面したときのことを、リアルに想像してしまったのだろうか。

「いやいや、さすがに〝スパッ！〟はないだろ。逆に恐こわいぞ……」

「そ、そうよね。まあ、あたしだって、いざ赤ちゃんを産むとなれば……がっ、頑張るしかないって、思うわよ」

　エーコは急に上目遣いになると、アッシュにちらちらと視線を飛ばしてくる。先ほどのシルヴィアとそっくりだった。

　──あれっ？　こ、この雰ふん囲い気きは一体……!?

　微妙な空気感に、アッシュは戸惑まどう。

　まるで、何の変哲もない空気が、桃色を帯おびたかのような気がした。

　エーコもシルヴィアも妙に恥じらいながら、アッシュになにかを求めるような、切実ささえ感じさせる視線を投げかけてくるのだ。

「むむ～……」

　リンダもまた、そんな微妙な空気を察知したのだろう。犯人捜さがしをする探偵さながら、アッシュたちを観察している。

　その瞬間──。

　まるで扉を突き破るかのように、甲高い声が響いた。

　アッシュは雷鳴かと思ったが、それは紛まぎれもなく、力強い産声だった。

「おおっ！」

　シルヴィアがハッと顔をあげて、すぐさま医務室に駆かけこもうとしたのだが、

「待つんだ姫様！」

　咄とつ嗟さに、アッシュは止めた。

　実は、ミラベルから「こちらが声をかけるまで、廊下で待機しているように。勝手に入ってくるのは、絶対に禁じます」と、事前に命じられていたのだ。

　アッシュたちは息を吞のんで、ミラベルが室内に呼んでくれるのを、まだかまだかと待ち受ける。

　それから、どれほどの時間が経過したのか──気が遠くなりそうだったが、実際には、それほど待たされたわけではなかった。

　やがて、扉がゆっくりと開くと、ミラベルが顔を覗のぞかせた。さすがはミラベルだけあって、その表情は出産が始まる前と変わらず、凜りんとしていた。

「入っていいわよ」

　矢やも楯たてもたまらず、アッシュたちは医務室に飛びこんだ。




　赤ん坊は産着にくるまれて、ユニスの腕に抱かれていた。先ほどは盛大な産声を聞かせてくれたが、今は大人しくしている。

　一方、ベッドには、出産を終えたアンジェラが横たわっていた。寝ているのかと思ったが、ちゃんと意識はあるようだ。

　アンジェラの視線は、ユニスが抱いた赤ん坊に、一心に注がれている。

　まさしく母親の顔だと、アッシュは思った。かつては竜族の研究に没頭していたアンジェラが、こんな表情を浮かべるとは──。

「母子ともに健康ですわ」

　と、ユニスが笑顔で報告する。

「この子が、兄上とアンジェラ先生の子か……」

　シルヴィアは感極まった様子で、赤ん坊の顔を覗きこんでいる。

「確かに、兄上の面おも影かげがあるような気も……？」

「まだ産まれたばかりよ。そんなこと、わかるわけないでしょう？」

　ミラベルが呆あきれたように、シルヴィアをたしなめる。

「そういえば、男の子なの？　それとも、女の子？」

　エーコが興きよう味み津しん々しんな顔をして訊たずねると、

「女の子ですわ」

　答えてくれたのは、ユニスだった。

「ふふっ。できれば近いうちに、姫様のお産にも立ち会わせていただきたいですわ。そのためにこそ、わたくしは助産師の資格を取得したのですから」

　普段は控ひかえめなユニスだが、今は饒じよう舌ぜつになっている。お産に立ち会ったことで、まだ気分が高揚しているのかもしれない。

「なっ、ななっ……！」

　ユニスの不意打ちを食らったミラベルは、たちまち狼ろう狽ばいした。頰ほおを真っ赤に染めたのみならず、目を白黒させている。

「わっ、わたくしは、学問の神様にこの身を捧ささげると決めたのよ！　こ、ここっ、子どもを産むなど、考えたこともありません！」

　ぷいっとユニスから目を逸そらすミラベルだが、その拍子、アッシュと目が合った。

　ちょうど、アッシュはミラベルの真横に立っていたのである。

「……！」

　なにを想像したのか、ますます頰を染めるミラベル。今にも、その頰からは湯気が立ち上りそうだった。

「……あの、ミラベル殿下？　それに、シルヴィア殿下も……聞いてもらえますか？」

　と、アンジェラが弱々しい声を漏もらして、一同の注目を集めた。

　見るからに憔しよう悴すいした様子だが、その表情は至いたって真剣だ。

　ただならぬ様子を感じとったのか、シルヴィアとミラベルは表情を引きしめると、アンジェラの脇に歩み寄った。












「この子は……間違いなく、彼──ジュリアスの血を引いています。つまり、ロートレアモン騎士王家の血を……ですが、おふたりもご存ぞん知じの通り、ジュリアスは既に死んだとされた身……私は、この子を平民として育てようと思っています。ジュリアスもきっと、同じ気持ちだと思います」

「確かに。とてもデリケートな問題だから、そのほうが無難だと、わたくしも思います」

　ミラベルは真顔でうなずいた。

「そ、そういえば！　兄上は一体、どうしたのです？　臨月を迎えたアンジェラ先生を放ってまで、優先させるようなことがあるとでもいうのですか!?」

　と、シルヴィアがハッとして、アンジェラに詰め寄った。

「彼は今……ゼファロス帝国──いえ、共和国に潜入しているわ」

「!?」

　意外な情報に、アッシュたちは息を吞のんだ。

「一体、なんのために……？」

　シルヴィアが訊たずねると、

「帝国の異変を察知した彼は、かつてミルガウスとして活動していた頃の経験を活いかして、ゼファロス領内で隠おん密みつ行動を始めたのよ。魔ま導どう結社〈デミウルゴス〉の動向を探るためにね。一連の事件を見れば、〈デミウルゴス〉がゼファロスを拠点にしているのは、疑いようがないし」

「兄上が、ゼファロスに……」

　シルヴィアの声は震ふるえていた。不安でたまらないのだろう。

　せっかく冥竜王モルドレッドの呪縛から逃れ、帰ってきたというのに……ジュリアスは再び、ゼファロスの地に足を踏み入れてしまったのだ。

「わたしはジュリアスと別れたあと、大人しく帰国して、しばらくは首都で暮らしていたのだけど……できればお産はアンサリヴァンで──と思って、久しぶりに騎竜学院を訪れたの。そして、懐なつかしい気持ちで竜舎を眺ながめていたら、急に産気づいてしまって……あとは知っての通りよ。予定では、産まれるのは二週間後だったんだけど」

　そこまで説明したところで、アンジェラは重々しい溜ため息いきを漏もらした。疲れ果はててしまったのだろう。

「大体の事情は了解したわ。今は、ゆっくりとお休みなさい」

「感謝します。ミラベル殿下……」

　やがて、アンジェラは穏やかな寝息をたてはじめた。




「ふう～……」

　アンジェラが眠りについた途端、エーコもシルヴィアもリンダも、さらにはミラベルまでが、その場で座りこんでしまった。

　緊張の糸が切れてしまったのだろう。

　アッシュも手近な椅子を引き寄せると、腰かけた。

「ふふっ。可愛かわいらしいですわ」

　ユニスだけは、赤ん坊を抱いたまま、浮き浮きとした様子である。ユニスの意外な一面を見た気がして、アッシュは思わず見とれてしまった。

　普段はミラベルの陰に隠かくれている印象だが、今は違った。赤ん坊を抱いたユニスの佇たたずまいは、まるで聖母のような趣おもむきを感じさせるのだ。

　そんなユニスの胸もとが心地よいのか、いつしか赤ん坊も眠りについている。ユニスはそっとベッドの脇に移動すると、赤ん坊をアンジェラの真横に寝かせてやった。

　そのときだった。バタン、と大きな音がして、扉が開けはなたれたのである。

　何事か!?　とばかりに、アッシュたちは戸口を振り向いた。

「アッシュ～！　頼むから聞いてくれよ！」

　駆かけこんできたのは、レイモンだった。騎竜服ドラグスーツを着用したままだ。見るからに汗だくなところを見ると、訓練を途中で抜け出してきたのだろう。

「ちょっ、静かに……！」

　アッシュは慌ててレイモンの口をふさいだ。アンジェラも赤ん坊も、先ほど眠りに落ちたばかりなのだ。

「す、すまん……」

「一体、どうしたんだよ？」

「実は……いや、口で説明するより、グラウンドに来てもらったほうが早い！」

　レイモンの表情は真に迫っている。どうやら訓練中に緊急事態が起きたらしい。

　ミラベルとユニスを医務室に残し、アッシュたちはグラウンドを目指した。





　　　　◇






「な、なんだこれは……!?」

　グラウンドに到着したアッシュたちは、呆ぼう然ぜんとした。

　訓練生たちと、その相パ棒ルたちが、ぐったりと倒れ伏している。さらには、皆を指導していたはずの、ルッカ、マックス、ジェシカの三人までが、ぶっ倒れていた。

　思わず、死し屍し累々という言葉が脳のう裏りをよぎったほどの光景だが──。

「まるで、誰もが限界を突破してしまった感じだな……」

　シルヴィアの冷静な指摘に、アッシュはうなずいた。

　そう、訓練生たちは気を失っているわけでも、ましてや死んでいるわけでもない。ただ単に、疲ひ労ろう困こん憊ぱいしているだけらしい。オーバーワークというわけだ。

　事実、誰もが息切れしている様子なのだ。

「どうして、こんなことに……？」

　エーコがいぶかしげにつぶやく。

　ふと、アッシュは気づいた。

　──グラウンドの中央。

　見覚えのある翼竜ストラーダに騎乗した、女騎士の姿があった。

　ダウンした学院生たちの只ただ中なかで、彼女だけは威い風ふう堂どう々どうとしている。

「あれは、オルエッタさん!?」

　アッシュが叫ぶと、宮廷郵便士のオルエッタ・ブランは、こちらを振り向いた。

「アッシュ様！」

　オルエッタは見事な手た綱づなさばきを見せると、翼竜ストラーダをアッシュたちの直前まで歩ませた。そして、颯さつ爽そうと降り立ち、ぴしりと敬礼してみせた。まるで軍人のように、一挙手一投足がキビキビとしていて、見ていて気持ちがいい。

　出会った回数こそ少ないが、今ではすっかり顔かお馴な染じみとなった感がある。

「こら、オルエッタ！　一体、なにをやらかした！」

　早速、シルヴィアが厳しい言葉を飛ばす。

「シルヴィア殿下!?　こっ、今回はですね、地面に穴を掘ることなく、普通に着陸したであります！」

「それは当然のことで、誇ほこるべきことではない！　問題なのは、この惨状だ！　一体、お前は学院生たちになにをしたのだ？」

「わ、わたくしは、その……訓練がとても楽しそうでしたので、少しの間、お仲間に加えていただいただけです。具体的には、いわゆる〝鬼ごっこ〟を楽しませていただいたといいますか……」

「鬼ごっこだと？　とても、そんな生易しい雰ふん囲い気きではなさそうだが？」

　シルヴィアはいぶかしげだ。

　アッシュも同感だった。

　確かに、オルエッタが優れた騎手であることは想像がつく。

　だが、彼女の相パ棒ルは翼竜ストラーダだ。ルッカやマックス、ジェシカといった竜騎士ドラグナーたち、つまり聖竜マエストロの乗り手まで手玉にとってしまうとは、とても信じられない。

　そこで、事情を知るレイモンが進み出て、説明を始めた。

「オルエッタさんは、騎竜技術がずば抜けてるっていうか、とにかく速すぎて、誰も追いつけないんだ。どうして郵便士なんかやってるのか、問い詰めたいくらいだよ」

「じゃあ、オルエッタに翻ほん弄ろうされてるうちに、こうなってしまったと……？」

　シルヴィアは半信半疑の表情で、オルエッタを眺ながめやった。

「てへっ。これでも、まだ本気は出してはいませんけどねっ！」

　オルエッタは悪びれる様子もなく、ぺろりと舌を出してみせた。

「ええい！　少しは反省しろっ！　怪け我が人が出たらどうするつもりだったのだ！」

「もっ、申し訳ございません、殿下～！」

　シルヴィアに叱られた途端、オルエッタはその場で平伏してしまった。背後に控ひかえていた翼竜ストラーダまでがぺこりと頭を下げたところは、なんだか微笑ほほえましい。

「……それよりも、だ。お前が学院に顔を見せたということは、なにか大事な手紙を届けに来たのではないのか？」

「はっ！　そうでしたっ！」

　オルエッタは跳ね起きると、肩から提げていた鞄かばんの中をゴソゴソと探る。そして、見るからに仰々しい雰ふん囲い気きの手紙を、シルヴィアに差しだした。

「やけに立派だな……差出人は？」

「シェブロン王国の、オスケイア女王陛下からであります──」





　　　　◇






　オルエッタを見送ったあと、アッシュたちはジュリアス館の会議室に集合した。

　席に着いたのは、アッシュとエーコ、シルヴィア、ルッカ、マックス、ジェシカ、レイモン、リンダ、アーニャとモルドレッド、そしてミラベル。

「シェブロンの女王から親書が届くとは、興味深いな」

　と、そこに制服姿のルクレツィアが、やや遅れて駆かけつけた。

　従者のリラも一緒だ。サーベルタイガーのムイシュキンと一緒に、戸口に控えた。この二人も、すっかり騎竜学院に馴な染じんだ感があるなあ……と、アッシュは思った。

「はふぅ……」「ふ、不覚……」「わたくしとしたことが……」

　と、妙に情けない声があがった。ルッカ、マックス、ジェシカである。先ほどオルエッタに振り回されたせいで疲れ果はてたのか、机に突っ伏している。

「おいおい、お前ら。だらしないぞ？」

　同じく訓練に励はげんでいたはずのレイモンは、なぜだかピンピンしている。

「くっ！　早々と諦めて逃げだした君ごときに、バカにされる筋合いはないぞ……？」

「レイモンさんったら……引き際を見極めるのだけは、お見事でしたわ……」

　そんなレイモンに対し、文句を漏もらしているのはマックスとジェシカだ。

「な、なんだか壮そう絶ぜつなことになっていたみたいね……」

「ちゃ～♪」

　一方、アーニャとモルドレッドは、学生食堂〈ラ・テーヌ〉の制服を着用したままだ。つい先ほど、バイト先を抜け出してきたばかりなのだった。

「それじゃあ、開封しよう」

　アッシュはやや緊張を覚えつつ、親書の封を切った。

　この時期に、オスカーが親書を送ってきた。なにか新事実が判明したのだろうか。もしかしたら、魔ま導どう結社〈デミウルゴス〉に関する情報かもしれない。

　アッシュは逸はやる気持ちを抑えつつ、親書に目を通した──。




「つまり、オスカーは王都アーカムにて、極秘裏に会談を開催すると決めた──というわけだな」

　シルヴィアが確認すると、アッシュはうなずいた。この親書によれば、今後の方針について、オスカーは改めて各国首脳を集め、協議したいという意い向こうらしい。

　無論、例のゼファロス共和国宣言とも無関係ではないだろう。

「そういえば……俺はまだ、盟主サヴォナローラの正体について、オスカーに伝えていないんだよな」

　アッシュはぼそりとつぶやいた。事が重大すぎるだけに、文書で伝える気にはなれなかったのだ。無論、オスカーにも明かすつもりなので、この会談は良い機会といえる。

　オスカーの親書によれば、現在、ゼファロス共和国及びラブロック商工都市連合とは国交が停止しているという。つまり、参加できるのはシェブロン王国、ロートレアモン騎士国、エスパーダ聖庁、そしてアヴァロン聖竜皇騎士団であった。

　既に、騎士国からはヴェロニカ第一王女が、エスパーダ聖庁からはアスクレピオス博士が、それぞれ参加を決めているという。

　もちろん、アッシュに異論はない。早速、オスカー宛あてに返事を書くことに決めるのだった。

　──今度は国外出張か……。こういうとき、レベッカさんも一緒だと心強いんだけど。

　ふと、アッシュは窓の外に目をやった。抜けるような青空を眺ながめつつ、〈真紅の女帝スカーレツト・エンプレス〉に想おもいを馳はせる。

　──レベッカさん、どうしてるかな……？





"A Sign Manual ～A.S.B.1366.09～" is closed.








第二話　紅き女帝の軌跡① ～アルビオンの森～









「もう処女宮ヴアルゴの月か。早いものだな」

　レベッカは一糸まとわぬ姿になると、湖の浅瀬で水浴びを始めた。

　激しい修行の直後だ。

　火照った身体に、冷たい湖水が心地よい。

　暮れなずむ空の下、夕ゆう陽ひが湖面を茜あかねに染めている。

　レベッカ以外には、誰もいない。

　ここはロートレアモン騎士国内の聖地──アルビオンの森。




　この一ヵか月げつ間、レベッカは武者修行の旅を続けてきた。

　竜族にゆかりの土地を、次から次へと巡めぐりながらの旅は、まるで修道僧が行う巡礼のようでもあった。

　なぜ、竜族の歴史が感じられる場所ばかりを選んだのか？

　特に根拠はない。強いていえば、騎士としての勘だ。その流れで、今はアルビオンの森に滞在しているのだった。この神聖なる森林地帯こそ、騎士国内で最も竜族の歴史が息づいている場所といえるだろう。

　夏の盛りをやや過ぎたこの時期、ほのかに秋の気け配はいを帯おびた風が、湖上をサッと吹き抜ける。

　そのとき、夕空の彼方かなたから、クー・フリンが颯さつ爽そうと舞い降りてきた。

　数刻前、いったんレベッカと別れたあと、森の中で狩りをしていたのだ。

　凱がい歌かのような咆ほう哮こうが、森に轟とどろく。その満足げな表情から察するに、どうやら食欲は満たせたようだ。

「ふふっ。ご機嫌だな、クー・フリン」

　修行の甲か斐いあって、クー・フリンの眼光は鋭さを増した。ただでさえ巨大な体たい軀くは、ますます逞たくましくなっている。四肢の筋肉に至いたっては、はち切れんばかりだ。

　全体的な雰ふん囲い気きが、ウルスラの相パ棒ル──ガラハッドに近づいてきた感があった。

　聖竜マエストロガラハッドこそは、当代最強のドラゴンといっていい。もちろん、エーコやモルドレッドのような特例は除くが。

　あのウルスラ・Ｌ・セルウィンを倒すためには、レベッカ自身が聖天竜騎士アーク・ドラグナーとしての技ぎ倆りようを磨みがくとともに、クー・フリンにはガラハッドを超えてもらわねばならない。

　しかも、短期間でだ。常識的に考えれば、不可能な話である。

　だが、やらねばならない。無理は承知で、押し通さねばならないのだ。

　焦りや不安がないといえば、うそになる。だが少なくとも、今現在の自分たちを、一ヵか月げつ前の自分たちを比べて、段違いに強くなったという実感ならあった。

「大丈夫。わたしとお前なら、きっと必ず……！」

　自らを鼓舞するように、レベッカは想おもいを口にする。

　そんなレベッカに呼応するかのように、クー・フリンは再び雄お叫たけびをあげた。

　そのとき、森のほうからガサガサと気け配はいがした。

「あっ、レベッカ様！　こちらにいらっしゃったのですね！」

　ひょっこりと顔を出したのは、巫み女このクラエだった。




　今から二週間ほど前のことだ。

　レベッカはアルビオンの森で修行を始める際、この森を管理する組織──アルビオン＝フォレスト修道騎士団に滞在許可をもらいに行ったのだが、年老いた団長の脇に控ひかえていた少女こそ、クラエだった。

　年の頃は十歳前後。小動物のように可愛かわいらしいが、れっきとした巫女だという。

　レベッカがアッシュたちの仲間だと知った途端、クラエは顔を輝かがやかせたものだ。

　およそ一年前、アッシュとエーコ、そしてシルヴィアの三人は、この森を訪れた。

　アッシュとエーコが、マザー・ドラゴンに呼ばれたためだ。そのとき、クラエはアッシュたちと知り合ったのだという。

「クラエか。こんな場所にまで足を運んで来るとは、なにかあったのか？」

　湖水から上半身だけを出しつつ、レベッカが訊たずねると、

「いえいえ。お祖じ父いちゃんが、レベッカさんを夕食にお招きしたいといってまして。いかがでしょう？」

　クラエは無む邪じや気きに微笑ほほえんだ。

「ふむ、夕食か」

　思い起こせば、アルビオンの森を訪れて以来、レベッカはひたすら修行に明け暮れていた。食事は適当に、森の中で採取できるものですませている。アルビオン＝フォレスト修道院に対しても、「自分にはお構いなく」と伝えていた。

　クラエの祖父というのは、アルビオン＝フォレスト修道騎士団の団長だ。もっとも、騎士というよりは神官のイメージが強い。

　昨年の秋──マザー・ドラゴンが亡くなり、オーファンの儀ぎが途絶えてしまったため、修道騎士団の役目は既に終了している。その後、団長や騎士団員たち、そしてクラエは、この美しい森の管理者として、静かに暮らしているのだという。

　あの団長と話してみれば、なにか修行のヒントがつかめるかも知れないな……と、レベッカは思った。

「了解だ、クラエ。それでは、すぐに支度を──」

「その前に、わたしもご一緒して構いませんか？」

　クラエはあっという間に巫み女こ装束を脱ぎ捨てると、生まれたままの姿になって、湖に飛びこんでいた。





　　　　◇






　しばらく水遊びに興じたあと、レベッカはクラエに導みちびかれ、修道院に足を運んだ。クラエが用意した修道服に身を包むと、とある建物へと案内された。そこに、団長の執務室があるらしい。

「ようこそ、レベッカ殿。さあさあ、遠慮なさらず、そこに掛けてくだされ」

　修道院長にして騎士団長でもあるカスヴァズ老人は、人の好よさそうな笑顔でレベッカを出迎えると、椅子を勧めてきた。

　カスヴァズは、見事な白しら髯ひげを胸もとまで垂たらし、黒のローブを羽織っている。まるで、物語に登場する魔法使いを彷ほう彿ふつとさせた。とはいえ、邪法を使う魔法使いではなく、主人公の味方になってくれる賢者といった趣おもむきだ。

　年齢は、ちょっと想像がつかない。案外、百歳に近いのかもしれない。あるいは、既に三桁の年齢に達しているのかも……と、レベッカは思った。

　竜華灯でほのかに照らされた室内には、簡素な食卓が設置されている。既に、パンや魚料理、野菜料理が並んでいた。さりげなく、ワインボトルも添えられている。

　あっさりした風味は、森の奥地の修道院らしいといえるだろう。質素ではあるが、この二週間、ずっと森にこもっていたレベッカにとっては、立派なご馳ち走そうだ。香草の匂いが、いやが上にも食欲を刺激する。

「お招きに預かり光栄です、カスヴァズ団長」

　レベッカは厳げん粛しゆくな気持ちを抱きつつ、老人に頭を下げた。

「アッシュ殿に縁ゆかりのある竜騎士ドラグナー殿と聞いたときから、いずれ落ち着いて話をしたいと思っていたのですじゃ。わしのことは、気楽に『爺じいさん』とでも呼んでくだされ」

「いやいや、それはさすがに恐れ多いといいますか……」

　苦笑すると、レベッカは席に着いた。

「それでは早速、いただきましょうか！」

　と、クラエが元気いっぱいな調子で、レベッカの隣りん席せきに腰を落ち着ける。

　かくして、夕ゆう餉げのひとときが始まったのだが──。

　久しぶりの来客を得た団長の世間話は、ここぞとばかりに長く、しかも酒が進めば進むほどに、饒じよう舌ぜつさを増していった。と同時に、湿っぽさも加算されていく。

「この子の両親は、若くして病気で亡くなりましてなぁ……わしが親代わりです」

　目に涙を浮かべつつ、カスヴァズ老人はしみじみと語る。

「そうでしたか……」

「そういう事情ですから、このカスヴァズ、まだ天に召されるわけにはまいりませぬ！」

　突然、大人しそうな老人が語気を荒らげたので、レベッカはビクッとした。

「せめて、この子が嫁に行くまでは！　そう、この子の花嫁姿を見るまでは、死んでも死に切れぬのですじゃ！」

「そ、それは、素晴らしい心意気かと」

「あはっ。あんまり真面目に聞かなくてもいいですよ？　お祖じ父いちゃんってば、とっくに酔っ払っていますから」

　隣の席から、クラエが小声でささやていくる。まるで悪戯いたずらっ子のような表情を浮かべていた。

「そ、そうなのか……」

「あ～！　いっそ、アッシュ殿がクラエを嫁にもらってくれればいいんじゃあ～！」

「ちょっ、お祖父ちゃん!?」

　祖父の開けっ広げな発言に、クラエは動揺をあらわにした。先ほど「真面目に聞かなくてもいい」とアドバイスをくれたばかりなのだが、真に受けてしまったようだ。

「なんじゃ、照れておるのか？　去年の夏以来、お前の口からはアッシュ殿のことばかり……お前は間違いなく、アッシュ殿に惚ほれておるんじゃ！」

「んもう、お祖父ちゃんったら！　わたしは別に……そりゃあ、憧れの気持ちはありますけど。でもでも、アッシュ様から見たら、わたしなんて子どもでしょうし……」

　頰ほおを真っ赤に染めながら、クラエはぶつぶつとつぶやいている。

　まだ年とし端はもゆかぬ子どもとはいえ、クラエの顔立ちは整っている。あと数年もすれば、蛹さなぎが羽化するように、美しい少女へと成長することだろう。

　──おやおや、まさかとは思ったが……意外な伏兵がいたものだな。アッシュめ、どこまでも罪作りな男だ……。

　レベッカは呆あきれたが、ある意味、アッシュらしいなとも思う。

「そ、そういえば、お祖父ちゃん！　最近、東方大陸にまつわる伝承を調べているって、いってませんでしたか？」

　と、クラエが露ろ骨こつに話題を変えようと試みた。それはさすがに強引すぎるのでは……と思ったレベッカだが、

「おお、そうじゃそうじゃ！」

　意外にも、老人は相そう好ごうを崩くずした。さすがは孫娘だけあって、祖父の扱いは心得ているようだ。

「東方大陸、ですか？」

「うむ。実はですな、聖せい女じよロサ・マリアの使徒が東方大陸に渡っていた──という伝承があるのです」

「なんと……！」

　俄が然ぜん、レベッカは興味を抱いだいた。

「聖女ロサ・マリアに十二人の弟子がいたことは、ご存ぞん知じじゃろう？」

　騎竜学院に在学中、歴史の授業で習っていたので、もちろん知っていた。

「いわゆる十二使徒ですね」

「うむ。では、筆頭使徒の名前はご存知かな？」

　レベッカは記憶の糸をたぐり寄せた。

「筆頭使徒といえば、ミルカですね。もしかして、彼女が東方大陸に渡ったのですか？」

「その通り。なんでも、聖女ロサ・マリアの遺品を託されたそうです」

　その瞬間、ぞわっ……と、レベッカは総毛立つ思いがした。

　どうしてそんな気分になったのかは、自分でもよくわからない。

　ただ、なにか未知のエネルギーに引き寄せられたかのように、不思議と気を惹ひかれてしまったのである。

「遺品の詳細は不明ですが、なんでも……聖女ロサ・マリアの〝力〟を象徴する品だったそうですじゃ。あいにく、今なお発掘されてはおらんそうで、単なるお伽とぎ噺ばなしの可能性もありますがな。ほっほっほ」

　どうやら、この老人には学者肌なところがあるらしい。学術的な話題に変わった途端、白くて豊かな眉まゆ毛げに隠かくれてしまいそうな目が、活いき活いきと輝かがやきはじめたのだ。あの湿っぽい空気も、とっくに霧む散さんしていた。

「筆頭使徒のミルカ様の伝承といえば──」

　と、クラエが席を立つと、壁かべ際ぎわの本棚に駆かけ寄った。そして、一冊の古びた本を胸に抱いて戻ってくる。

「この童話の元ネタでもあるんですよ！」

　差しだされた本のタイトルは、『ミールケの冒険』。

　表紙には、魔法使いのような服装をした少女が描かれている。かなり古い作品らしく、レベッカにとっては初めて知るタイトルだった。

「大昔に出版された、希少な絵本ですじゃ。とはいえ、筆頭使徒ミルカの伝承を下敷きにしていて、老若男女を問わず楽しめる作品となっております。クラエは昔から、この絵本が大のお気に入りでしてな」

「それはもう！　特に『天空城』と呼ばれるお城が登場する場面なんて、何度呼んでも胸が躍りますっ！」

「天空城……」

　その言葉を聞いた瞬間、レベッカは鼓動の高鳴りを覚えた。どうしてだろう？　クラエのような児童ならともかく、大人が胸を躍らせるような言葉ではないと思うのだが……。

「ちなみに、その天空城が実在するのではないか……という学説が昨今、注目を浴びていましてな」

「天空城が!?　一体、どこにです？」

「明確な場所は不明ですじゃ。とはいえ、やはり東方大陸の上空に位置しているという説が有力です。そして、その城にこそ、聖せい女じよの遺品が封印されているのではと……」

「──カスヴァズ団長！」

　突然、レベッカは椅子を倒さんばかりの勢いで起立すると、身を乗りだした。老人とクラエが呆あつ気けに取られているのにも構わず、

「その話、もっと詳くわしく聞かせてはもらえませんか？」





"The Chronicle of Scarlet Empress I～A.S.B.1366.09～" is closed.








第三話　オペラの夜、再会の夜、強襲の夜









　処女宮ヴアルゴの月、第七日。

　午前中、騎竜学院を発たった魔ま導どう艇ていデュランダルと魔ま導どう艦かんロスヴァイセは国境を越え、シェブロン王国の領空に入った。そのまま一路、王都アーカムを目指す。

　オスカーから譲り受けたデュランダルにとっては、里帰りともいえた。

「…………」

　アッシュは前部甲かん板ぱんに出て、物思いにふけっていた。

　目には見えない魔導障しよう壁へきのおかげで、甲板の安全性は確保されている。風で身体が吹き飛ばされることもない。ひとりで考え事をするには、もってこいの場所だった。

　今夜から数日間、王都では秘密裏に首脳会談が開かれる。もちろん、魔導結社〈デミウルゴス〉の野望を打ち砕くための会談となるだろう。

　問題なのは、その結社の頂点に君臨するのが、アッシュの実父だということ。

　この会談を機に、アッシュはオスカーたちに、その事実を伝えるつもりなのだが、どう切り出すべきか……悩ましいのも事実だった。

「まあ、俺が独自に入手した情報として、冷静に伝えるしかないかな……」

　オスカーやヴェロニカ王女がどんな反応を示すのか、想像するだけで胃が痛くなりそうだった。が、今さら思い悩んでも仕方がないだろう。

　アッシュは父親の件を脳のう裏りから閉め出すと、参加メンバーの顔ぶれを思い浮かべた。

　魔ま導どう艇ていデュランダルに乗っているのは、アッシュとエーコ、シルヴィア、ミラベル、ユニス、モルドレッド。操そう舵だ手しゆはアーニャが務つとめる。

　魔ま導どう艦かんロスヴァイセには、ルクレツィア。操舵手はリラだ。もちろん愛獣のムイシュキンも一緒である。

　なお、ルッカ、マックス、レイモン、ジェシカは、さらなる自己研けん鑽さんのため、そして学院生たちの訓練を主導するため、あえて学院に居残ることを決めた。

　意外だったのは、リンダも自主訓練のほうを選んだ事実である。てっきり、アッシュたちに同行したがると予想していたのだが、今回は違ったのだ。

「親父おやじのことがあったし、やっぱりリンダも思うところがあったのかな？　いつもだったら、強引についてくるのになあ……」

　もし、リンダが「自分も行きます！」と主張すれば、アッシュは当然のごとく却下していただろう。が、あんな風に大人しく引き下がられると、それはそれで寂しい気がするのだった。我ながら、勝手な兄だな……と、苦笑せざるを得ない。

　そこまで考えて、アッシュはぼんやりと、眼下に広がる光景を見下ろした。

　山脈。荒野。そして草原。

　雄大な大河に、毛細血管のような小川。

　街道に沿って点在する、町や村。

　まるで、王国地図を眺ながめているような気分だった。

　これが単なる旅行なら、無む邪じや気きにはしゃいでいたところだろう。

　やがて──王都アーカムが見えてきた。

　この距離だとミニチュア同然だが、しかし、あれだけ離れているにもかかわらず、肉眼で確認できてしまうこと自体が、王都の巨大さを如によ実じつに表している。

　都市の中央には、堂どう々どうとそびえ立つアーカム城。

　オスケイア女王の居城にして、シェブロン王国の中心。

　その威容ときたら、竿さお立だちになった一角獣ユニコーンを彷ほう彿ふつとさせた。

「──アッシュ！　やっと見つけたわ！」

「まったく、こんなところにいたのか。捜さがしたぞ」

　と、艦かん橋きようの扉が開いて、エーコとシルヴィアがやって来た。

「ごめん。ちょっと考え事をしていてさ」

「……やっぱり、お父さんのこと？」

　エーコが心配そうな表情を浮かべる。

「…………」

　シルヴィアも、なんと言葉をかけていいのやら、迷っているような顔をしている。

「ごめんな、心配かけて。でも、俺なら大丈夫だからさ。それより、そろそろ王都が見えてきたことだし、操そう舵だ室しつに集合したほうがいいかもな」

「もちろんよ。そのために、あんたを捜さがしていたんだから」

「うむ。ミラベル姉様から、お前を呼んでくるようにと頼まれたばかりなのだ」

「そっか。じゃあ、早速行こうか」

　笑顔を浮かべて、歩きだそうとするアッシュ。

「…………」

　が、エーコとシルヴィアは、なぜだか顔を見合わせたまま、じっとしている。まるで、目と目で会話をしているような雰ふん囲い気きだった。

「どうしたんだ、ふたりとも？」

　アッシュが怪け訝げんに思って訊たずねると、エーコとシルヴィアは意を決したように、同時にこちらを振り向いた。そして、アッシュの両脇に移動すると、左右から腕を組んできたのである。

「ええっ!?　こ、これは一体……？」

　右腕からはエーコの温ぬくもりが、左腕からはシルヴィアの温もりが伝わってくる。

「ほら、行くわよ！」

「うむ。行くぞ」

　そのまま、アッシュはふたりに引きずられるようにして、歩きだした。

　ドギマギしながらも、アッシュは気づいた。

　エーコもシルヴィアも、アッシュを励はげまそうとしてくれているのだと。

　ふたりの真心が、身体の触ふれ合った部分を通じて伝わってくる。

「ありがとな」

　アッシュは心底から、感謝の気持ちを告げた。

「…………」

　エーコとシルヴィアは照れてしまったのか、ただ無言のまま、ずんずんと歩き続けるのだった。





　　　　◇






　それから一時間ほどを経て──無事、魔ま導どう艇ていデュランダルと魔ま導どう艦かんロスヴァイセは、アーカム城に隣接した駐艦場に着陸した。

　駐艦場の一角には、騎士国軍の旗き艦かんシルヴァヌスⅡの威容もあった。さすがはヴェロニカ王女だけあって、一足先に到着していたのだ。

　アッシュたちがタラップを降りると、早速、シェブロン王国の要人たちが出迎えにやって来た。

「やあ、アッシュ君！　シェブロン王国へようこそ！」

　先頭に立つ貴公子の顔を見て、アッシュは少しばかり怯ひるんでしまった。

　見た目は端麗なる好青年ながら、中身は大の男好き。そして、王国政府の宰相という立場にある青年貴族──ドラクロワ伯爵である。

　エスパーダ聖庁で初めて対面したときは、アッシュに「結婚を前提にしたお付き合い」を申しこんだ逸話を持つ。

「ど、どうも。ご無沙汰しています、伯爵」

「ははっ。そんなに畏かしこまる必要はないさ！」

　そういって、ドラクロワは満面の笑みを浮かべた。なまじ美貌の持ち主だけに、背後に真紅の薔ば薇らを背負っているかのような錯覚さえ引き起こす。しかも、極めてナチュラルな仕草で、アッシュの肩を抱いてきた。

「ごるぁっ、このクソ虫がぁ！　いい加減、男を誘惑するのはやめんかっ！」

　と、聞き覚えのある声が響いたかと思うと、瞬時にして、ドラクロワの身体は吹っ飛ばされていた。

「……ふん。久しぶりだな、アッシュ・ブレイク」

　宰相閣下を容よう赦しやなく蹴飛ばしたのは、小柄な少女だった。メイド服に眼帯という、奇抜な格好をしている。アッシュの前に立った途端、なにやら照れ臭そうに、もじもじとした素振りを見せた。

「セレスじゃないか！　久しぶり！」

　オスカーの専属メイドを務つとめる少女を前に、アッシュは歓喜の声をあげた。

「お、おう。久しぶりだな」

「オスカーは一緒じゃないのか？　別行動だなんて珍めずらしいな」

　事実、セレスの姿はあっても、オスカーは影も形も見あたらない。

「ふん。とりあえず、馬車を用意してある。お前ら全員、今すぐ乗ってもらおうか！」

　まるで盗賊の首領さながら、セレスは命令口調で告げるのだった。





　　　　◇






　オスケイア女王が手配したという馬車は、なんと四頭だてだった。

　客車も規格外なほど大きく、アッシュたち全員を乗せた上に、ドラクロワとセレス、さらには警護役を五人乗せてもなお、余裕がある。

　客車の内装にしても、高級ホテルの一室に匹敵するだろう。このまま一生、住み続けられそうなほど快適だった。

　その上、ウォークイン・クローゼットまで備えつけられていて、移動中、アッシュたちは着替えるように指示されたのである。

　数分後、アッシュは窮屈なタキシードを着用していた。

　生地は柔らかで、まるで素材自体が生きているかのような光沢がある。デザインも洗練されていて、まるで貴公子にでもなった気分だった。もちろん、ガラでないことは百も承知だが。

「ふっ。馬子にも衣装だな」

　アッシュの礼服姿を見て、早速、セレスが皮肉を飛ばしてくる。

「ははっ。正直、こういうのは慣れないんだよな。というか、セレスはドレス・アップしないのか？」

「はあっ!?　あたしはメイドだぞ!?　ど、どうしてドレスなんか……」

　セレスは赤面すると、ぷいっと顔を逸そらしてしまった。

「安心しろ、アッシュ──」

　と、ルクレツィアが悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべながら、クローゼットの扉を開け放つ。

「ここからは、目の保養になるぞ」

　ルクレツィアを先頭に、エーコ、シルヴィア、ミラベル、モルドレッドが、順番に姿を現した。

「綺き麗れいだ……！」

　アッシュは自分の貧相な語彙を残念に思いつつも、ドレスアップした女性陣に目を奪われた。

　エーコは淡あわいピンク。シルヴィアは大海を思わせるブルー。ルクレツィアはマラカイトグリーン。ミラベルは淡い紫。そして、モルドレッドは南国風のオレンジ色。

　突如として、目の前で色とりどりの花が咲き誇ほこったかのような感があった。

　まぶしすぎて、目を開けていられないほどだ。

　アッシュの素直な称賛を受けて、

「ふふ～ん、素直でよろしい！」

　エーコは誇らしげに胸を張り、

「そっ、そんなにまじまじと見つめられると……」

「恥ずかしいわ……」

　シルヴィアとミラベルはやや照れ臭そうに頰ほおを染めた。あまり似ていない姉妹だが、こういうところは共通している。

「ふふっ。鼻の下が長くなっているぞ」

　ルクレツィアは威い風ふう堂どう々どう、ファッション・モデルさながらポーズを決めている。

「ちゃあ～♪」

　一方、モルドレッドは無む邪じや気きに喜んでいるだけで、アッシュに誉ほめられたとも気づいていないようだ。

「──わ、わたし……こんなの、やっぱり慣れないわ」

「ううっ。リラ、普段の服で、だいじょーぶ、なのに……」

　と、エーコたちからやや遅れて、アーニャとリラがクローゼットから出てきた。ふたりとも、羞恥心に身を焦がしている様子である。

　アーニャはエーコたちに負けず劣らず、絢けん爛らんたるドレスを着用している。褐色の肌に、純白の生地が映えていた。

　一方、リラはシェブロン風のメイド服を着せられている。ルクレツィアの従者ということで、メイド服に落ち着いたのだろう。

「ふふっ。似合っているぞ、リラ。アーニャも恥ずかしがることはない。冥竜王モルドレッドの主あるじとして、ふさわしい姿であるぞ」

　ルクレツィアも満足げな顔をして、称賛の言葉を送る。

「メイド仲間ですわね、リラ様」

　ユニスもリラに微笑ほほえみかけた。

「うぉん！」

　リラの愛獣ムイシュキンも、主人を励はげますように、一声鳴くのだった。




　そんな一幕を経て──アッシュたちを乗せた馬車は、大通りを延えん々えんと下っていく。

　この巨大な馬車を警護しているのは、王国陸軍の騎兵たちだ。彼らが正装した姿は凛り々りしく、美しくもあり、いやが上にも通行人の視線を集めている。まさしく、王室の馬車を護まもるにふさわしい。

　既に、日は落ちていた。繁華街では、竜華灯のカラフルな輝かがやきがあふれている。そんな灯あかりに照らされつつ、仕事帰りとおぼしき人々が行き交っている。さすがは王都だけあって、通行人の数は、騎士国の首都フォンティーンとは比較にならないほど多い。

　一時期、〈デミウルゴス〉傘下の宗教団体──〈血の黄昏クリムゾン・ダスク〉の信者が暴れていた王都アーカムだが、車窓ごしに通行人たちの表情を窺うかがうと、不安や警戒心といった感情は、ほとんど感じられない。オスケイア女王と王国政府による、善政の賜たま物ものだろう。

　そういえば、王国では〈血の黄昏クリムゾン・ダスク〉への対抗策として、カルト宗教を禁じる法律が制定された──と、数ヵか月げつ前の新聞で報じられていた記憶がある。

「──おっ、そろそろ着くぞ」

　と、セレスが窓の外を確認するなり、皆の注意を促うながした。物思いにふけっていたアッシュは、慌てて窓の外に目をやった。

　馬車の前方には、ドーム状の屋根を持つ巨大建築物がそびえている。

「あれは……王立歌劇場か。久しぶりだな」

　シルヴィアが懐なつかしげな顔をして、つぶやく。

「その通り。今こ宵よいの会談は、王立歌劇場のボックス席で行われる。オスカーたちは、既に到着しているぞ」

　誇ほこらしげに解説するセレス。

　──なるほど、今夜の舞台は歌劇場というわけか。わざわざ着替えさせられたのは、そういうわけだったんだな……。

　襟えり周りの窮屈さに閉口しながらも、アッシュは納得した。





　　　　◇






　王立歌劇場の入り口前で降ろされたアッシュたちは、セレスに導みちびかれて入場した。

　入場ホールに足を踏み入れた途端、古代神殿さながらの空間が構築されていて、ただ眺ながめているだけで、気が遠くなりそうだった。

　天井は高く、豪ごう奢しやなシャンデリアが吊つり下さげられている。その神秘的な灯あかりは、ホールを行き交う紳士淑女の姿を、きらきらと輝かがやかせていた。さすがは芸術をこよなく愛するお国柄だけあるな……と、アッシュは感心した。

「ほら、こっちだ」

　セレスの指示で、アッシュたちは階段の上り口に向かった。




　案内されたのは、最上階──五階に位置する、王族専用のボックス席だった。周囲の観客席からは完全に隔かく絶ぜつされていて、ちょっとしたサロンのような雰ふん囲い気きである。

「やあ、アッシュ！　待ちわびたよ！」

　真っ先に声をあげたのは、豪奢なドレスに身を包んだオスケイア女王である。

「ようやく来たか」

「儂わしもいるぞ！」

　ヴェロニカ第一王女と大賢者アスクレピオスも、既に到着していた。

　まさしく、錚そう々そうたる顔ぶれである。

「ご機嫌麗しゅう、姉上」

　シルヴィアがヴェロニカに頭を下げると、

「……ふむ。聖都エスパーダ、ゼノグラヴィア、そしてアルバ村での戦いを経て、また一回り成長したようだな」

　ヴェロニカはシルヴィアを頭の先から爪先までじっくり眺ながめると、満足げな顔をした。一昔前と違って、妹を見つめる眼まな差ざしは、どこか優しげな感情すらたたえている。

　とはいえ、歌劇場でも完全武装なのは、いかにもヴェロニカらしい。一挙一動のたび、がしゃり……と、鎧よろいが金属的な音を響かせるのだ。

「しかし、まだまだ未熟。コゼットを救出するためにも、日々の研けん鑽さんは怠らぬ所存です」

　シルヴィアは謙虚に応じた。

「うむ。それでこそ我が妹だ。コゼットの消息については、王国政府も全力で調査している。有力な情報が入れば、ただちに報しらせよう」

「ありがとうございます、姉上」

　シルヴィアとの挨あい拶さつを終えると、ヴェロニカはアッシュとエーコを見やった。

「アッシュとエーコも元気そうだな」

「ご無沙汰しています。ヴェロニカ殿下」

「あんたも相変わらず、苦労が絶えないみたいね」

「アルバ村の件については、あとで詳くわしく話してもらうぞ？」

　と、ヴェロニカが急に恐こわい顔をしたので、アッシュもエーコも震ふるえあがる。

「そ、それは、もちろんです」

「アルバ村で身柄を拘束した、アンネゲルトについてだがな……どうも不審な点が多すぎるのだ。アンネゲルトによれば、あの夜、アルバ村に盟主サヴォナローラが滞在していたとか……しかし、あのような寒かん村そんにサヴォナローラが現れる理由など、思いつかん」

　ヴェロニカは心底、不思議そうである。

　どうやらアンネゲルトも、まさかアッシュの実父が盟主サヴォナローラだとは、知らされていなかったのだろう。ヴェロニカの厳しい尋問を受けても、答えようがなかったわけだ。

　アンネゲルトは決して、鋼の精神を持っているわけではない。もし事実を知っていたら、すぐさま口を割っていただろう。

「了解です。俺のほうからもひとつ、伝達事項がありますし」

　もやもやとした、重苦しい気分を抱えつつ、アッシュは応じた。

「エスパーダ聖庁以来だな、アッシュ・ブレイク。……あのときは、世話になった」

　と、ヴェロニカの背後に控ひかえていた親衛隊長グレンが、神妙な顔で声をかけてきた。

「お久しぶりです、グレン隊長。お怪け我がのほうは……？」

「問題ない。二度とあのような醜態をさらさぬよう、親衛隊一同、ヴェロニカ様の護ご衛えいに死力を尽くす所存だ」

　さすがはヴェロニカ親衛隊の隊長だと、アッシュは思う。どんな状況であろうと、己おのれの職務を忠実に全うしようとする姿勢は、まぶしく感じられた。

「久しぶりじゃな、アーニャよ！」

　と、今度はグレンの陰からアヴドーチャが飛びだしてきた。

「アヴドーチャさん……いえ、姉さん。お元気そうで、なによりです」

　やや照れ臭そうな表情を覗のぞかせつつ、アーニャはアヴドーチャと対面した。

「その……ゼノグラヴィアの山中では、迷惑をかけたな」

　聖都エスパーダで拉ら致ちされたあと、アヴドーチャは結社により精神を操作され、アンネゲルトの配下として戦わされていた。

　だが、アーニャと愛獣バジリスククーの献身により、正気に戻ることができたのだ。

「本当に、本当に立派に育ってくれて……嬉うれしく思うぞ。それにしても、よもや我が妹が冥竜王モルドレッドの主あるじになろうとはな。正直、目の玉が飛び出るほど驚いた」

　アヴドーチャは瞳ひとみを潤うるませると、アーニャとモルドレッドを同時に抱き寄せた。

「……!?」

　モルドレッドのほうは、わけがわからず、目を白黒させている。

「うぉおおおん！」

　と、クーが三人の抱ほう擁ようを祝福するように、雄お叫たけびをあげた。

　ゼノグラヴィアの戦いでは重傷を負ったクーも、すっかり回復し、今はボックス席の入り口付近に陣取っていた。












「うぉん！」

　それを見て、リラの愛獣ムイシュキンもまた、クーの隣に並んだ。まるで「入り口の警備は俺たちに任せろ」といわんばかりで、なんだか微笑ほほえましい。それに、バジリスクとサーベルタイガーが肩を並べた光景など、滅めつ多たに見られるものではないだろう。

　一方、アスクレピオス博士のほうは、アッシュになど目もくれず、

「おお、ミラベル！　どうしてそなたはミラベルなのだ～！」

　例によって、ミラベルにご執心であった。

「いきなり抱きつかないでください！　それに、匂いを嗅かがないでくださいっ！」

「マスター。ミラベル様は、嫌がっておられますよ？」

　そんなアスクレピオスを、やんわりとたしなめたのは、ファナだった。アスクレピオスが開発した自動人形であり、今日もメイド然として控ひかえている。

「──それでは始めようか。オペラの幕も、そろそろ上がることだしね」

　オスカーの言葉を合図に、アッシュたちは適当な座席に腰を落ち着けるのだった。





　　　　◇






　シェブロン王国の歌劇文化においては、観客は食事をしたり談笑をしながら、歌劇を楽しむ傾向にあるようだ。事実、第一幕が始まるのと時を同じくして、豪ごう華かな食事が次々と運ばれてきた。

　なんという贅ぜい沢たくだろう……と、アッシュは驚嘆を禁じ得ない。

　これが騎士国だと、大真面目に舞台に集中するのが普通だ。当然ながら、私語や食事などは以もつての外ほかである。

　ふと、アッシュはオスカーとシルヴィアを見比べてみた。

　とことん陽気なオスカーと、真面目すぎるほど真面目なシルヴィア。ふたりの性格は、そのまま歌劇の鑑賞法に表れているような気がした。

　テーブルに並んだメニューは、まさしく宮廷料理という呼び名がふさわしい。

　シェブロン料理らしく、一品ごとの量は少ないのだが、料理自体が美術品のごとく華やかで、視覚的にも楽しませてくれる。

「ふわああ……美お味いしそうっ！　それに、食べるのがもったいないくらい可愛かわいいわ！」

　エーコの眼前に置かれたのは、ウサギの形をしたケーキだった。

「ちゃあ～っ！」

　モルドレッドも本能を刺激されたのか、キャッキャッとはしゃいでいる。

　そのとき、舞台のほうから盛大な拍手が湧わき起こった。

「なんだろう？」

　アッシュが首をかしげると、オスカーが得意げに解説してくれた。

「王立歌劇団が誇ほこるプリマ・ドンナ──マルグリット・シンクレア嬢のお出ましさ。彼女の〝夜の女王のアリア〟は逸品だよ」

　オスカーのいう通り、一目で主役だとわかるほどの美女が、ちょうど独唱を始めたところだった。

　悪魔的なまでに毒々しいが、同時に高貴さも感じさせる役──夜の女王。

　変幻自在ともいえる歌声の洪水に、アッシュはただただ圧倒された。まるで声が弾丸と化して、客席を次々と撃ち抜いているかのようだ。

　わずか数分間ながら、〝夜の女王〟役のマルグリットは、観客一同を徹底的に魅了してみせた。

「彼女は〝王国の至宝〟とさえ称されている。名実ともに、世界最高の歌姫さ」

「確かに、圧倒されたよ。素人耳でも、彼女の凄すごさは伝わってきたくらいだ」

「──それはともかく、だ」

　と、急にオスカーは真顔になると、アッシュに向けて身を乗りだした。

　いよいよ本題に入るつもりらしい。

「今現在、我が王国政府の情報機関が帝国に潜入し、情報収集を進めているんだけど……先日、ついにゼファロスは共和国宣言を発令した」

「俺も新聞で読んだよ。ルクレツィアにとっては、つらい話だと思うけど……」

　アッシュとオスカーが気遣いつつ、そっとルクレツィアのほうに視線を向けると──

「むっ？　どうかしたのか？」

　アッシュたちの予想に反し、ルクレツィアはモグモグと食事に勤いそしんでいた。手近な皿から手に取ると、一口でぺろりとたいらげてしまう。

「ううむ、どうも王国の食事は上品すぎていかん。ゼノグラヴィアの山中で、リラが食べさせてくれたタンタロス料理のほうがよほど性に合っているぞ。そういえば、ゼファロス産の粗あら挽びきソーセージに粒マスタードをたっぷりと振りかけた奴やつも、長らく食べていないな……」

　皇女様の割に、食事に対する嗜し好こうは庶民的らしい。

「はは……さすがはルクレツィア殿。その肝きもっ魂たまの太さには、敬意を表するよ。君がこの会談に居合わせたことは、とても意味深いと思う。君はこれから、共和国に生まれ変わったゼファロスと、どう向き合っていくつもりだい？」

　オスカーの問いかけに、ルクレツィアは平然として答えた。

「いくら『共和国』などと上辺を取り繕つくろったところで、しょせんは魔導結社デミウルゴスの傀かい儡らい政権ではないか。歴史を俯ふ瞰かんすれば、一度は共和政を敷いた国家が、再び王政に戻った例はいくらでもある。この命ある限り、私はゼファロス帝国の復活を諦めぬ。そもそも、共和国とやらで暮らしている民は、ちゃんと幸福を享受できているのか？」

　ルクレツィアの鋭い視線を受けて、オスカーは真顔に戻った。

「情報によれば、革命騒さわぎのせいで国家全体が疲弊しているようだね。革命政府内部の汚職も目立つ。民衆の多くは、皇帝が暗殺される以前よりも貧苦に喘あえいでいる」

「やはり、そうか……」

「その上、ずっと広告塔として機能していた元第六皇女アンネゲルトは、公式には〝行方ゆくえ不明〟とされている。なんだかんだいって、彼女は民衆の支持を集めていたんだけどね。アンネゲルトの所在については、君たちも知っての通りさ」

　そう、先ほどヴェロニカも言及していたが、アンネゲルトはアルバ村を急襲するという暴挙に出た結果、アッシュたちに撃退された。今は騎士国政府の監視下で、連日のように尋問を受けているのだ。

「アンネゲルトは、いろいろと歌ってくれたかい？」

　と、オスカーはヴェロニカのほうを振り向いた。

　ヴェロニカは重々しげな溜ため息いきを漏もらすと、口を開いた。

「たっぷりと脅しつけてやったから、奴やつが知っていることは、洗いざらい吐かせることができたはずだ。とはいえ……〈七翼将〉という肩書きを与えられていた割に、奴の情報は限定的でな。おそらく、盟主からも軽く見られていたのだろう。奴が〈七翼将〉に選ばれたのは、その能力ゆえではなく、血統ゆえだったようだな」

「ゼファロス皇室の恥さらしめ……！」

　ヴェロニカの情報を聞きながら、ルクレツィアは怒りのつぶやきを漏らした。そして、再びオスカーに視線を向ける。

「民衆の不満は、暴動などに発展していないのか？　もしそうなら、痛ましいことだ。なんの罪もない民が傷つくのは、ゼファロス皇家の血を引く者として、絶対に許せぬ」

「最新の情報によると、例の共和国宣言の効果もあって、民衆はかろうじて統制されているようだよ。どうやら、革命政権には悪知恵の働く輩やからがいるようだ。うまく共和国政府に対する不満を逸そらしているみたいだね」

「不満を逸らす？　一体、どうやって……？」

　アッシュが訊たずねると、オスカーは肩をすくめてみせた。

「答えは簡単さ。国外に〝敵〟を設定してやればいい。庶民が貧しい暮らしを余儀なくされているのは、すべて諸外国やエスパーダ聖庁のせいだ──とでもいってね。独裁者がよく使う手だよ」

「むう……。そうした風潮は、皇帝の在位中も少なからず感じられたが、ますますひどくなっているようだな」

　ルクレツィアは悔しげに唇くちびるを嚙かんだ。

「まったく、嫌な世の中だな」

　そこで口を挟はさんできたのは、アスクレピオス博士だった。

「そういえば、博士？　エスパーダ聖庁といえば、大陸随一の情報網を誇ほこっていたはずです。なにか耳寄りな情報は入っていないのですか？」

　質問したのは、ミラベルだった。

「ううむ。残念だが、今やゼファロス国内でも〈血の黄昏クリムゾン・ダスク〉が台頭し、ロサ・マリア教会を弾圧しておるのだ。我々が活用していた情報網にしても、寸断されてしもうたわ」

　がっくりと肩を落とすアスクレピオス。どうやら、その件では相当に頭を悩ませているようだ。

　その後、いくつかの細々とした情報を交換し、話が一段落したところで、アッシュはいよいよ、あの事実を打ち明ける決意をした。

「あの、すみません。実は、俺のほうからもうひとつ、重大な報告があるのですが」

　たちまち、皆の視線がアッシュに集まった。特にエーコとシルヴィアをはじめ、仲間たちは心配そうにアッシュを見つめている。

「いってみろ、アッシュ」

　ヴェロニカ王女に促うながされ、アッシュはうなずいた。

「実は、盟主サヴォナローラの正体が判明しました」

　次の瞬間、ヴェロニカとオスカーとアスクレピオスの三人は、啞あ然ぜんとした顔で、動きを止めてしまった。




　しん……と静まり返った場で、アッシュはすべてを打ち明けた。

　盟主の正体が、実父であること。

　そして、父や自分の血に秘められし真実も──。

「おい、アッシュ。貴様、それほどの大事を、この私に伝えていなかったとは！」

　案あんの定じよう、ヴェロニカは怒り心頭に発している。

「落ち着こうよ、ヴェロニカ王女。事情が事情だけに、アッシュの気持ちは察してあげないとね。むしろ、こうして打ち明けてくれて感謝するよ」

「ありがとう、オスカー。そういってもらえると、救われた気分だよ」

「ふふっ。僕はいつだって、君の味方だよ。アッシュ……」

　オスカーはさりげなくアッシュの隣りん席せきに陣取ると、肩を密着させてきた。それどころか、そっと手を伸ばすと、アッシュの太ももに触ふれている。

「オスカー……!?」

　女王陛下の、匂い立つような色香を浴びて、アッシュは心臓をバクバクさせてしまう。しかもオスカーの手のひらは、かなり際どい部分を撫なでているのだ。

「むう～っ！　これ見よがしに、なにイチャついてんの!?　踏みつぶすわよ！」

「大体、今は真面目な会談中だぞ！　自重しろ！」

　案あんの定じよう、エーコとシルヴィアが顔を真っ赤にして糾弾すると、

「陛下。嘆かわしい……実に嘆かわしいですぞっ！」

　と、ずっと大人しく控ひかえていたドラクロワ伯爵が、急に立ち上がった。その真剣な顔はまさしく、君主を命懸けで諫いさめる忠臣のものだ。

　アッシュはほんの少し、ドラクロワ伯爵を見直した。

　女王陛下の忠実なる僕しもべは、さらに切々と言葉を続ける。

「栄えあるシェブロン王国の女王ともあろう御お方かたが、なんですか！　まるで大衆酒場のホステスのごとき、破廉恥な振る舞いに及ぶとは！　見損ないました！　こうなったら、こうなったら……是ぜ非ひ、私と代わっていただきたい！」

　──やっぱり駄目な人だったーっ！

　アッシュはがっくりと肩を落とした。

「ええい、そんな男は放っておけ！　アッシュよ！」

　と、アスクレピオス博士がものすごい勢いで、アッシュに詰め寄ってきた。

「な、なんですか……？」

「聖せい女じよロサ・マリアの末まつ裔えいが、本当に生き延びていたとは！　できれば盟主サヴォナローラに取材を申しこみたいものだ！」

「いや、そんな無む茶ちやな！　まあ、博士の立場を思えば、気持ちはわかりますけど」

　そう、アスクレピオスは学者なのだ。聖女の末裔が実在していたと聞いて、知的好奇心を激しく刺激されたのだろう。

「しかも、アッシュにもロサ・マリアの血が受け継つがれているわけで……くう～っ！　やはり長生きはしてみるものだな！　むむむ～……」

「ちょっ!?　変な目で見ないでくださいよ！」

　アッシュは慌てて、アスクレピオスから距離を置いた。どう見ても、アスクレピオスは実験動物を見るような目をしている……。

「ふっ、冗談だ。もちろん興味はあるが、まずは世界の危機をどうにかせんとな」

　アスクレピオスが落ち着いてくれたので、アッシュは安あん堵どした。

「だけど、アッシュ？　本当に君自身は大丈夫かい？　実の父親を敵に回すなんて……僕も王位継けい承しよう戦争では、血を分けた兄弟と争ったからね。気持ちはわかるんだ……」

「大丈夫さ、オスカー。確かにすんなりとは割り切れないけど、バカな父親が世界に復ふく讐しゆうしようとしているんだ。実の息子なればこそ、全力で止めてやらないとな。散々、思い悩んで決めたんだ。この気持ちは、もはや絶対に揺るがない」

「アッシュ……！」

　感極まったのか、オスカーは両手を広げると、アッシュをソファに押し倒してしまう。

「わわっ！　オスカー!?」

「やっぱり、君は僕のモノだよ」

「こらこら！　みんなが見てるって！」

「大丈夫。見せてあげればいい。なにを恥じることがあろうか！」

「大ありだぁああああっ！」

　セレスが叫ぶと、壮そう絶ぜつな飛び蹴りを放つ。その足は見事、女王陛下の尻に直撃。オスカーの身体は、壁かべ際ぎわへと吹っ飛ばされてしまった。

「セレス……君はもう少し、加減を覚えてくれ……一歩間違えたら、女王暗殺犯として歴史に名を残すことになるよ……ガクッ」

　壁にめりこんだ状態で、オスカーは失神してしまった。その滑稽な様子を見ていると、騎竜学院時代の〝オスカー・ブレイスフォード〟が甦よみがえったかのようだ。

　そのとき、舞台のほうで盛大な拍手が湧わき起こった。

　どうやら第一幕が終わったらしい。

「おっと、そういえば！」

　たちまちオスカーは覚醒すると、半ば壁にめりこんだ身体を強引に引きはがし、自分の席に戻った。

「ここでいったん、会議を中断しよう。少しは舞台にも注目しようじゃないか」

「待て！　まだ話は終わっていないぞ!?」

　案あんの定じよう、ヴェロニカ王女が眉まゆをきりりと吊つり上あげたが、

「何事においても、めりはりは必要だよ」

　オスカーはなんら動じることなく、笑顔を見せた。女王らしい貫かん禄ろくといえた。

　アッシュたちは狐きつねにつままれたような気分だったが、オスカーがそこまでいうのなら……と、舞台のほうに注意を向けた。
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　やがて、第二幕が始まる。

　アッシュはなにげなく、手もとのパンフレットに目を走らせた。

　今さらだが、今こ宵よいの演目は『魔笛物語』というらしい。

　確か、帝国人の作曲家が書いた作品だったな……と、アッシュは思い出した。

　既に帝国が共和国に生まれ変わった今、「帝国オペラ」の代名詞ともいえるこの作品が上演されるとは、いささか皮肉ともいえるが……。

　と、第二幕が開幕されてから間もなく──初々しい児童たちが舞台に登場したかと思うと、可か憐れんな合唱を響かせたのである。

　もし天使が実在するならば、あのような歌声を聴かせてくれるのではないだろうか……と、本気で思ったほどだ。

「あれっ？」

　ふと、アッシュは首をかしげた。

「どうしたの、アッシュ？」

「なにか気になることでも？」

　エーコとシルヴィアが、不思議そうに訊たずねてくる。

「いや、あの子どもたちの中にいる女の子……ほら、目の部分だけ仮面で覆おおい隠かくしてるだろう？　見覚えがあるというか、もしかして……」

「その通りさ、アッシュ。かつて君が救いだした少女。そして、冥星石プルートウを人為的に埋めこまれた、悲劇の少女。その名は──」

「クリームヒルトか!!」

　オスカーに最後までいわせず、アッシュは叫んでいた。

　間違いない。一度は、アッシュの前に敵として立ちふさがった少女である。

　合唱のみの端役とはいえ、クリームヒルトの存在はひときわ輝かがやいていた。それどころか、クリームヒルトの歌声に導みちびかれるようにして、身震ぶるいするほど透明感のある合唱が実現していた。第二幕が始まってもなお、だらだらと談笑を続けていた観客たちの多くが、ぴたりと口を閉ざしたほどである。たかが児童合唱と軽視していたところ、強引に意識を引き寄せられた──そんな様子だった。

「ど、どうしてクリームヒルトが、王立歌劇場で!?」

　アッシュはオスカーを振り返ると、勢いこんで訊ねた。

「それについては、私が説明してやろう」

　オスカーに代わって口を開いたのは、ヴェロニカ王女だった。

「実はな──」




　その事件は昨年、天蝎宮スコルピオの月に勃ぼつ発ぱつした。

　アンサリヴァン騎竜学院は、未み曾ぞ有うの危機に直面したのである。

　その大事件で、重要な役割を果はたした少女が、クリームヒルトだった。

　クリームヒルトは、左右の眼がん窩かに埋めこまれた冥星石プルートウの力を使い、学院の竜族たちを操ってみせたのだ。

　しかも、彼女の歌声こそが、竜族を惑まどわせる媒介なのだった。

　アッシュたちの活躍により、実行犯のクリームヒルトは逮捕された。が、事情聴取に素直に応じたこと、彼女自身は帝国貴族クラウスのあやつり人形にすぎなかったこと、まだ年とし端はもゆかぬ少女であり、更正の余地はありそうなこと……といった理由から、晴れて釈放が決まったのである。

　とはいえ、盲目の少女を無む造ぞう作さに放りだすほど、ヴェロニカも鬼ではない。

　クリームヒルトが歌手志望であると聞いたヴェロニカは、秘密裏にオスカーと交渉し、王立歌劇団に歌手見習いとして入団できるよう、依頼したのだという。

「実はね、今日はクリームヒルトの初舞台だったのさ。彼女の出番はもうないから、今から楽屋を訪ねることも可能だけど、どうする？」

　アッシュの答えは、もちろん決まっていた。

「今すぐ会いに行こう！」
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　いきなり全員で押しかけては、楽屋を騒さわがしくするだけだろう──というわけで、クリームヒルトを訪ねるのは、アッシュとセレスだけに決まった。

　セレスはアッシュの数歩先を、ずんずんと進んでいく。その後頭部で左右に揺れるポニーテールを眺ながめつつ、アッシュは声をかけた。

「わざわざ案内させてすまないな、セレス」

「別に構わん。どうせ、お前ひとりじゃ迷うだけだろうしな」

　セレスは振り向きもせずに、ぶっきらぼうに応じた。

「それはいえてるな」

　事実、歌劇場の内部は広大で、迷宮に等しい。

「それに……クリームヒルトとは、冥星石プルートウという共通項がある。あたしは天然、あいつは人工的に埋めこまれたって違いはあるけど、赤の他人とは思えないんだ。できれば、その……と、友達になれたらいいな……と、思っている」

　表情こそ見えないが、今のセレスはきっと、恥ずかしそうに頰ほおを染めているのだろう。アッシュは微笑ほほえましい気持ちになった。

「そうだ、せっかくだから花束を持っていくのはどうだ？　俺はよく知らないけど、こういうときって、花束を持参するもんじゃないか？　それに、クリームヒルトにとっては初舞台だったわけだし」

　突然、セレスはぴたりと足を止めた。

「そ、それもそうだな。……ふん、お前にしては気が利くじゃないか」

「まあ、ただの思いつきなんだけど」

「確かに、手ぶらで楽屋を訪れるのは無ぶ粋すいの極みだ。花屋なら近所にあったはずだが──しまった！　あたしとしたことが、今は財布を持っていない……」

　ず～ん、と落ちこんでしまうセレス。

「こ、こんなあたしに、クリームヒルトの友達になるような資格があるのだろうか……」

「いやいや！　そこまで重たい話じゃないだろう？」

　セレスの意外な一面を垣かい間ま見みて、アッシュは苦笑した。ガサツな言動とは裏腹に、根は繊細で、生真面目なのだろう。

「花束の代金くらい、俺が支払うよ。案内してもらったお礼ってことで、どうかな？」

「お、恩に着る……」




　さすがは歌劇場の近所にある花屋だけあって、贈呈用の花束と一口にいっても、簡素なものから豪ごう華か絢けん爛らんを極めたものまで、多種多様。どの花を選ぶか、アッシュとセレスは大いに迷わされた。

　無事に花束を買ったあと、アッシュとセレスは歌劇場に引き返し、今度こそ楽屋を目指した。

　やがてセレスは、どこか厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きに満たされた通路に差しかかると、

「着いたぞ。ここからが、楽屋のある区域だ」

　ぴたりと足を止めた。そして、警備の者に自分の身分を告げると、入場許可を得た。さすがはオスカーの専属メイドを務つとめているだけあって、てきぱきとしている。

　左右の壁には、等間隔で並ぶ扉の列。

　それぞれの扉には標札があって、人名が記載されている。出演者の名前なのだろうと、容易に想像がついた。

「それじゃあ、クリームヒルトの名前を捜さがしてみるか」

「いや。クリームヒルトは端役だ。まだ個室をあてがわれるような身分じゃない。いるとしたら、大部屋だろうな。ちょっと待ってろ」

　セレスは小走りで駆かけだすと、先ほどの警備員に声をかけた。大部屋の場所を訊たずねているのだろう。

　やがて戻ってきたセレスは、いちばん端の扉、すなわち舞台から最も遠い扉をノックした。

『──どうぞ』

　扉ごしに可か憐れんな声が応じる。クリームヒルトの声ではなかった。

「失礼する。クリームヒルトはいるか？」

　セレスは扉を半開きにすると、室内を覗のぞきこんだ。

「その声は──セレスティーナさん？」

　鈴をころがすような声が応じる。

　戸口で控ひかえていたアッシュは、ハッと息を吞のんだ。

　記憶の中の声と、ぴたりと一致したのだ。

「ああ、あたしだ。実は、お前に合わせたい奴やつを連つれてきた。ほら、さっさと入れ！」

「お、おう」

　アッシュは恐る恐る、室内に足を踏み入れた。

　その途端、「まあ、男の人だわ！」「ひょっとして貴族様!?」「お目当てはクリームヒルトさんみたいよ！」と、矢継つぎ早に声を浴びせられ、アッシュは面食らった。

　親鳥の帰還を待ち受けていた雛ひな鳥どりさながら、可か憐れんな少女たちが殺到してきたのだ。

　舞台でクリームヒルトと一緒に歌っていた少女たちだ……と、アッシュは気づいた。

　可憐な小鳥たちに囲かこまれ、翻ほん弄ろうされながらも、アッシュは室内に視線を巡めぐらせる。

　果はたして──クリームヒルトは部屋の奥おく、膝の上で手のひらを重ねた姿勢で、木製の椅子に腰かけていた。

　かつてのような、暗い雰ふん囲い気きは感じさせない。まるで、全身がきらきらと光り輝かがやいているかのようだった。

「わたしに、お客様……ですか？　一体、どなたでしょう？」

　クリームヒルトは小首をかしげている。仮面の下の双そう眸ぼうが、既に光を失っていることを、アッシュは知っている。単に入室しただけでは、まだ足りないのだ。

　アッシュはゆっくりと、クリームヒルトの正面に歩み寄った。

「俺だよ、クリームヒルト。アッシュ・ブレイクだ」

「アッシュ……さん!?」

　電撃に打たれたかのように、クリームヒルトは立ち上がった。

「初舞台、おめでとう」

　アッシュは花束を差しだした。花の香りで察したのか、クリームヒルトはおずおずと手を伸ばし、花束を受けとる。たちまち、共演していた少女たちが「きゃあああ～っ！」と黄色い声をあげた。

「舞台の上で歌っている君を見ることができて、嬉うれしかった。音楽のことはろくにわからない俺だけど、胸を打たれたよ」

「アッシュさん……わたし、わたし、会いたかったです。わたしを闇の底から救いだしてくれたあなたに、とても会いたかった。そして、お礼の気持ちを伝えたかった……！」

　クリームヒルトは感極まって、アッシュの胸に飛びこんできた。予想外の勢いに意表を突かれたが、アッシュは優しく抱き留める。

「きゃあああああっ！」「なんて熱い抱ほう擁ようなのかしら！」「羨ましいですわっ！」

　事態を見守っていた少女たちのテンションも、今や最高潮に達している。

「なん……だと…………!?」

　戸口のほうでは、セレスが棒ぼう立ちになってしまった。




　その後、共演した少女たちは気を利かせて、席を外してくれた。大部屋にはアッシュとセレス、そしてクリームヒルトだけが残された。

「……す、すみません。取り乱してしまいました」

　クリームヒルトは頰ほおを紅あかく染めたまま、恥ずかしげにうつむいている。

「い、いや。大丈夫だ」

　アッシュも照れながら、クリームヒルトをフォローする。

「……ったく。お前というやつは……！」

　セレスは妙に不機嫌な様子だが、ふと思い出したように、クリームヒルトの正面に歩み寄った。そして、手にした花束を手渡す。

「セレスティーナさん……？」

「そ、その……あたしからの、お祝いだ。初舞台、おめでとう」

「ありがとうございます、セレスティーナさん。とってもいい香りがします」

「……セレスでいい」

「えっ？」

「セレスだ」

　ぶっきらぼうな口調だったが、セレスの真意はちゃんと伝わったようだ。

　クリームヒルトはにっこりと微笑ほほえんだ。

「では、わたしのことも〝クリム〟と呼んでください」

「そ、それでは、お言葉に甘えて……クリムと呼ばせてもらおう」

　ぎくしゃくしているセレスの姿は新鮮で、アッシュは自然と微笑を誘われた。このふたりなら、きっと友達同士になれると確信する。

　なによりもクリームヒルトの笑顔を見ることができて、アッシュは安あん堵どした。

　かつては悲劇のヒロインさながら、苛酷な道を選ばされてきたクリームヒルト。だが、今では自分の夢を実現すべく、新たな一歩を踏みだしたのだ。

　その事実が、ただただ嬉うれしい──。

「あの……」

　と、クリームヒルトの表情が、急に真剣味を帯おびた。

「魔ま導どう結社〈デミウルゴス〉の件については、わたしも少しだけ聞いています。アッシュさんたちが、平和のために戦おうとしていることも……。そして、わたしにも戦う力ならあります。冥星石プルートウを使えば、わたしはドラゴンだけではなく、魔獣だって使役できるのですから」

「クリームヒルト!?　いや、だけど君は──」

　アッシュの胸を、不安がよぎった。もしや、クリームヒルトもアッシュの仲間に加わりたいといいだすのでは……と、思ったのだ。

　そんなアッシュの気持ちを察したのか、クリームヒルトは穏やかな顔に戻った。

「心配しないでください。今のわたしは、歌うことで皆さんの力になりたいと願っています。それがきっと、わたしにできる一番のことだから」

　アッシュはホッと胸を撫なで下おろした。

　セレスもまた、安あん堵どの溜ため息いきを漏もらしている。

「ああ、それでいい。なにも戦うだけがすべてじゃないんだ。世界が危機を迎えた今、ひとりひとりが、自分にできることを全うする。それが大事なんだと思う」

「はい、わたしもそう思います」

　クリームヒルトが笑顔でうなずくと、

「ふん。たまには、いいことをいうじゃねーか」

　不承不承といった表情ながらも、セレスも賛同してくれた。

　微笑ほほえみあう三人の間に、穏やかな空気が流れる。

　そのときだった。

　腹を打ち抜くような轟ごう音おんとともに、建物全体が揺れたのである。

「何事だっ!?」

　セレスが野生の猫さながら、警戒心をあらわにする。

「……砲撃を受けたような感じだったな」

　アッシュは務つとめて冷静さを保ちつつ、まずは戸口に向かった。扉をかすかに開いて、そっと廊下を覗のぞきこむ。

　その途端、音の洪水がアッシュの耳じ朶だを打った。

　──なんだ!?

　まさしく阿あ鼻び叫きよう喚かん。バタバタと行き交う警備員たち。派手な舞台衣装を肌にまとわりつかせた歌手たち。卒倒寸前の顔で逃げ回る係員たち。

　これはもう、ただごとではない。

「一体、なにが起こっているんだ……？」

　アッシュがつぶやいた直後、まるで竜族の足音を思わせる響きが、一定のリズムを刻きざみつつ、こちらに接近してくるのがわかった。

　やがて、それは全貌を現す。

　地竜アーシアを模した機械装置。いや、機械兵器だ。装甲は毒々しい紫に塗装されている。

　頸けい部ぶに相当する部分には、黒ずくめの兵士が騎乗していた。

「装甲機竜マシーネンドラツヘか!?」

　アッシュが目を剝むいて叫ぶと、機竜兵は機き敏びんに反応した。たちまち、機体に搭載された機関銃の照準が、アッシュに狙ねらいを定める。

　そして、轟ごう然ぜんと火を噴いた──。
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　やや時間は遡る──。

　クリームヒルトの出番が終わり、アッシュとセレスが席を外したあと、エーコはシェブロン風のピザを囓かじりつつ、くつろいでいた。

　──なっ、なんて美お味いしいの!?

　蕩とろけるチーズに、モチモチとした生地の食感。トマトの酸味に、厚切りサラミのボリューム感。それぞれの素材が見事なハーモニーを奏で、エーコの食欲を刺激してやまない。

　シルヴィアやオスカーたちは、なにやら難しそうな話を続けているが、エーコはあえて加わろうとはしなかった。

　どうせ参加したところで、自分の頭では大して理解できないだろうし、なによりエーコの気持ちは既に固まっている。

　自分はアッシュの相パ棒ルだ。

　ならばこそ、アッシュとともに戦う。

　アッシュの身に危険が迫ったときは、全力で排除する。

　この世界を護まもろうとしているアッシュを、自分が護るのだ。

　極めてシンプルだが、それでこそ「あたしらしい」と思う。

　もっとも、モルドレッドが「ちゃ～っ！」と叫びつつ、こちらの皿にまで侵攻してきたため、ガラにもなくシリアスな気分に浸ひたっていたエーコは、

「ちょっ!?　そのピザはあたしのよ！」

　すぐさま食事のほうに意識を集中させる羽目となった。

「うまうま～！」

　パクパクとピザを頰ほお張ばるモルドレッド。

「あんたの食欲を見てると、末恐ろしくなってくるわね……」

　エーコが嘆たん息そく交じりにつぶやくと、

「あら。エーコだって大差ないわよ？　今じゃすっかり、学生食堂ラ・テーヌのお得意様だし」

　ずばりと指摘してきたのは、アーニャだった。モルドレッドから目が離せないため、アーニャも話し合いには加わっていなかったのだ。

「むぐっ……」

　痛いところを突かれてしまい、エーコはぐうの音も出ない。

　自分も傍はたから見れば、今のモルドレッドと大差ないのだ……と思うと、なんだか気恥ずかしくなってくる。

　そのうち、シルヴィアにでも淑女レデイらしい振る舞いを教えてもらうべきかしら……などと、エーコが暢気のんきなことを考えた、まさにそのときだった。

　突然、激しい不協和音とともに音楽が寸断されたかと思うと、爆発音が立て続けに響いたのである。

「ちょっと、なんなのよ!?」

　ボックス席の窓から身を乗りだして、エーコは叫ぶ。そして、信じがたい光景を目の当たりにした。

　あれほど華麗を極めていた舞台の周囲に、黒煙が朦もう々もうと立ち上っているのだ。舞台の演出かと思ったが、観客たちの怯おびえかたを見れば、変事なのは明らかだ。

　次の瞬間、黒煙のヴェールを斬り裂くようにして、不気味な集団が一階フロアに雪な崩だれこんでいた。

「武装組織!?　機竜兵もいるわ！」

　エーコの隣にやって来たアーニャが、慌てて叫ぶ。

「警備兵はなにをしていたっ!?」

　オスカーは眼下の光景を一目見るなり、怒り心頭に発している。

「落ち着け、女王。事態の把握が先だ」

　さすがにヴェロニカ王女は落ち着きはらっている。その双そう眸ぼうは爛らん々らんと輝かがやいて、眼前の敵をどうやって殲せん滅めつしてやろうかと、既に計算を始めているのだろう。

「どうやら、連中はこの歌劇場を占拠するつもりらしいな……」

　シルヴィアが深刻そうにつぶやくと、

「占拠が完了すれば、次は王国政府になんらかの要求をしてくるはずだ。厄介なことになりそうだな」

　ルクレツィアも渋い顔をしている。

　エーコは再び、一階席を見下ろした。

　この時点で、既に一階席は制圧されていた。

　舞台上の歌手たちも、舞台裏のスタッフたちも、オーケストラ・ピットの楽団員たちも、倒れ伏している。一瞬、無む惨ざんに殺さつ戮りくされたのかとも思ったが、

「……どうやら、麻ま痺ひ毒のガスを使ったみたいね」

　ミラベルの指摘に、エーコは安あん堵どした。事実、五階席にまで、うっすらと奇妙な臭気が漂ただよっている。麻痺を引き起こすガスの臭においだろう。エーコは慌てて後退した。幸い、五階席に届いたのはかすかな残ざん滓しだけで、特に問題はなさそうだが──。

「そうだわ、アッシュ！　アッシュは大丈夫なの!?」

　エーコが焦燥に駆かられたそのとき、入り口から四人の人影が飛びこんできた。

「みんな、大丈夫か!?」

　叫んだのは、先頭のアッシュだ。その背後には、セレス、クリームヒルト、そしてナヴィーの姿があった。




　それは、ほんの数秒前のことだった。

　機竜兵に撃たれそうになったアッシュは、間一髪、降臨したナヴィーに救われたのだ。

　ナヴィーは防御魔法を展開すると、機銃弾をすべて弾はじき返したのである。さらには、攻撃魔法をお見舞いした。

　機竜兵がたたらを踏んでいる合間に、アッシュたちは素早く撤退し、ボックス席を目指したのだった。幸い、途中で別の敵兵に見つかることはなかった。

「とにかく、だ。これでアッシュたちの無事も確認できたし、合流できたのは大きい。次にどうすべきか……このまま客席にじっとしているわけにもいかんぞ？」

　眉間にしわを寄せながら、一同を振り返るシルヴィア。

「うむ。本気で歌劇場を占拠するつもりなら、ここにも兵が雪な崩だれこんで来るだろう」

　アスクレピオスが、スッと目を細めてつぶやく。

「博士のいう通りだ。少なくとも、私がテロリストならそうするな」

　今度はルクレツィアが物騒なことを口にした。既に魔剣ユングフラウを構えている。

「敵の正体も気になるな。やはり魔ま導どう結社〈デミウルゴス〉の尖せん兵ぺいなのか……？」

　ヴェロニカが難しい顔をして、顎あごに指を添えた直後だった。

　突如、通路のほうから銃声がこだましたのである。

　オスカーの近衛このえ兵へいたちと、襲撃者たちが交戦状態に入ったのだろう。戦力が拮きつ抗こうしているのか、なかなか銃声は途切れない。時折、野獣の咆ほう哮こうが聞こえてきたが、これは門番を務つとめていたクーとムイシュキンが参戦したからだろう。

「グレンよ！　我らも応戦するぞ！　これ以上の狼ろう藉ぜきは断じて許さぬ！」

　と、血の気の多いヴェロニカが、烈火のごとく叫んだのだが、

「それには及ばないよ、ヴェロニカ王女」

　意外にも、オスカーは涼しい声で制止したのである。

「君たち国賓を、こんな危険にさらしてしまったのは、ひとえに僕の責任だ。君たちの安全は、僕が責任をもって護まもらせてもらう！」

　オスカーは凜りんとして宣言すると、戸口のほうへと歩きだした。

「ふん。ならば女王の手並み、拝見させてもらうとするか」

　ヴェロニカは不承不承といった口調ながらも、どこか愉たのしげな様子だった。最初から、オスカーの勝利を確信しているようにも見える。

「トリスタン、僕に聖騎甲アークを！」

　オスカーが頭上に向けて叫ぶやいなや、その絢けん爛らんたる夜会服が光こう輝きに包まれる。たちまち、黄金の聖騎甲アークが顕現した。

　オスカーの命令に応じ、歌劇場の外にいるトリスタンが献呈したのだった。

「ふふっ。久しぶりに、〈音速の貴公子ザ・バロン・オブ・ソニツク〉に戻った気分だよ」

　オスカーは愉たのしげに笑うと、戦場へと一歩を踏みだした。
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「バカな！　女王がなぜ、こんなところに!?」

　四階と五階をつなぐ階段の手前で、敵兵たちは啞あ然ぜんとして硬直した。

　歩兵集団が先行し、機竜兵の部隊は後衛を務つとめていたのだが、オスカーが立ちふさがるやいなや、すかさず前後を入れ替えようとする。

　が、そのわずかな隙を見逃すオスカーではない。固有魔装──魔弓フェイルノートを構えるや、威力を最小限に絞った矢弾を放った。無論、生いけ捕どりにするつもりなのだろう。

　呆あつ気けなく吹き飛ばされる歩兵集団。なんとか回避した歩兵たちは、慌てて機竜兵の背後へと駆かけこんだ。

「そんな情報、聞いていないぞ!?」

「いや、むしろ好都合！」

「女王の首、ついでにもらい受けるぞ！」

「我ら機竜兵の猛威、とくと味わうがいい！」

　総勢四騎の機竜兵が、機銃をぶっ放しつつ、殺到してくる。

　だが、オスカーは巌いわおのごとく動じない。魔ま導どう障しよう壁へきすら展開しなかった。おびただしい弾雨は、すべて金こん色じきの聖騎甲アークが防いだのだ。

「ふっ。この僕の首が獲とれると、本気で思っているのかい？　笑止千万！」

　オスカーは一喝すると、再び魔弓を構えた。

　魔導エネルギーで構築された弓ゆ弦づるに、四本の矢を番つがえる。

　この矢もまた、エネルギーの塊だ。

「はっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合とともに、オスカーは発射。弓弦を離れると同時に、四本の矢は魔導弾と化し、扇状に直進。そして轟ごう音おんの四重奏。四機の機竜は、胴体部分に直撃を受けた結果、呆気なく爆発した。

　黒煙が晴れたときには、焼け焦げた残骸が床ゆかに散らばっている。

　四人の機竜兵たちは、爆風に煽あおられたらしく、やや離れた位置に転がっていた。かろうじて息はあるようだ。むしろ、機体と運命をともにしなかった分だけ、幸運といえる。

　後退していた歩兵集団は、この時点で戦意喪失し、武器を捨てて降伏した。たちまち近衛このえ兵へいが出動し、歩兵たちを拘束していく。

　あっという間に、五階通路での戦いは幕を閉じた。




「さすがだな、オスカー」

　アッシュが背後から声をかけると、オスカーは笑顔で振り向いた。が、すぐさま真顔になって、ぶつぶつとつぶやき始める。

「……ふむ。いまの口ぶりから察するに、この僕を標的としたテロではなさそうだね」

「確かに、女王の首はついでだといってたよな」

「つまり武装勢力の連中は、別の目的でこの歌劇場を占拠するつもりだったんだ。そこにたまたま、僕たちが居合わせてしまったというわけで……」

　そこまで語ると、オスカーは苦笑を漏もらした。

「相変わらず運が悪いというか。災難に巻きこまれやすい体質だなあ、アッシュは」

「はは……確かにな」

　アッシュも苦笑を返す。

「笑い事じゃないでしょ！」

　と、エーコがぷんすかと怒りつつ、的確にツッコんできた。

「もっとも、本当に運が悪いのは、テロリストのほうだけどね」

　にやりと悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむオスカー。

「面倒臭いから、一階フロアもさっさと鎮圧してこよう。なに、アッシュたちが出る幕はないさ。あの程度の連中、僕ひとりで充じゆう分ぶんだよ」

「おっ、お待ちを陛下！」

　慌てるドラクロワ伯爵だが、オスカーは意にも介さなかった。

「ここに僕が居合わせたのも、なにかの巡めぐり合わせだろう。この件は、僕が単騎で片を付けてみせる！」





　　　　◇






　数刻後。ようやく一階に到着したアッシュたちは、非常口の扉をかすかに開いて、フロアのほうを窺うかがっていた。

　今や観客席に座っている者はいない。観客も舞台関係者も、麻ま痺ひ毒のせいで床ゆかに倒れ伏している。いっそ催眠ガスだったほうが、よほど精神的には楽だったかもしれない。

　一方、あれほど贅ぜいを尽くした舞台は、もはや荒野と化している。

　ひとりの女性が、観客たちに向けて演説を始めていた。

「おいおい、あの人……マルグリット・シンクレアじゃないか!!」

　アッシュは啞あ然ぜんとした。

　つい先ほどまで、舞台で華やかな歌声を披露していた歌姫が、今では武装勢力のリーダーよろしく、なにやら喚わめいているのである。

「やれやれだな。まさか、帝国歌劇場に反社会勢力が紛まぎれこんでいたとは……」

　さすがのオスカーも、意外な事実を突きつけられ、うんざりした様子だった。

　マルグリットは、歌手ならではの美声を最大限に発揮して、怪しげな政治的主張を叫んでいる。

「今すぐ、この国はロサ・マリア教と訣けつ別べつすべきです！　そして、すべての王国民は、賢竜王インボルクを最高神と崇あがめるべきなのです！　いずれ来たる終末を生き延びるためには、賢竜王様を信仰するしかないのですっ！」

「案あんの定じようというか、あれは〈血の黄昏クリムゾン・ダスク〉の一派だね」

　呆あきれたようにつぶやくオスカー。

　そう、マルグリット嬢の主張は、カルト宗教団体〈血の黄昏クリムゾン・ダスク〉が掲げるお題目と、完全なまでに一致していた。

「そして、あたくしは今こそ、女王に要求します！　今すぐ国教を改めよと！」

　マルグリットが決定的な一言を発したことで、アッシュたちは武装勢力の主目的を知ることができた。

「おいおい、本気なのか？」

　アッシュは頭を抱えたくなった。

　いくらなんでも無む茶ちや苦く茶ちやだ。過去に逮捕された仲間の釈放でも要求してきたほうが、まだ納得はできる。

　その直後、アッシュのそばで事態を注視していたオスカーが、音もなく動いた。扉の隙間をくぐり抜けると、観客席がずらりと並ぶフロアに向けて、一歩を踏みだしたのだ。

「オスカー!?」

「大丈夫だよ、アッシュ。ちょっくら、僕の愛する民を救ってくる」




「大事なことなので、もう一度いいます！　我々の目的は、女王に国教を改めるよう、要求することなのです！」

　マルグリットは自分に酔っているのか、徐々にヒートアップした結果、ついには金切り声を張りあげていた。

「──その要求は聞けないな！」

　と、武装勢力の虚をついて、観客席の中央に颯さつ爽そうと現れた人影。

　誰あろう、黄金の聖騎甲アークを装備したオスカーであった。

「なっ!?　なんですって……！」

　マルグリットが愕がく然ぜんとする。集結していた機竜兵と歩兵が瞬時に銃を構えると、たったひとりで現れた女王に照準を定める。

　刹那、オスカーが叫んだ。

「女王オスケイアの名において命じる。我が召喚に応じよ！」

　たちまちオスカーの前方に特大の魔法円が生じたかと思うと、

「ぐるぉおおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！」

　雷鳴のごとき咆ほう哮こうが炸さく裂れつする。

　そして、魔法円を突き破るようにして、白銀の巨竜が顔を覗のぞかせた。

　オスカーの相パ棒ルにして、眉間に冥星石プルートウを埋めこまれた聖竜マエストロ、トリスタンだ。

　ついには、その巨体が魔法円をすり抜けて、その全貌をあらわにする。

　基本、屋内戦闘には不向きな竜族だが、このホールだけは別だった。トリスタンの巨体でも余裕で収容できるほど、空間は縦方向にも広がっている。

「ま、まさか、本当に女王なのか!?」

「間違いない、あれは聖竜マエストロトリスタン……！」

「うっ、撃て！　撃てぇえええええっ！」

　恐きよう慌こうに陥った武装勢力は、恐怖に背中を押されたかのように、乱射を始めた。

　トリスタンは防御魔法障しよう壁へきを張り巡めぐらせると、すべての銃弾を無効化する。しかも、トリスタンは跳弾を警戒したのだろう、麻ま痺ひ毒で動けなくなった人質たちの周囲にも、障壁を展開していた。

　あっという間に、武装勢力は弾切れを起こしてしまう。無論、再装塡リロードの余裕を与えてやるほど、オスカーは甘くない。

「次はこちらの番だ。トリスタン！」

　オスカーの命を受け、トリスタンが雄お叫たけびをあげる。その鼻先に魔法円が構築されたかと思うと、ドンッ！　と衝撃が走った。

「……なんだ？」

　事態を遠巻きに見守りつつ、アッシュは首をかしげた。トリスタンはなにをやろうとしたのだろう？　傍はた目めには、なにかを発射したように見えたのだが、少なくとも、武装勢力たちは無事だ。彼ら自身、狐きつねにつままれたような顔をしている。

　次の瞬間、異変が起きた。

「ぐぎゃあああああっ！」

　突然、敵兵たちが苦しみ悶もだえ始めたのである。

「いっ、いやああああっ！　な、なんなの、なんなのこれ……!?」

　マルグリット嬢も例外ではなかった。まるで絞殺魔に襲われているような顔をしている。事実、見るからに息苦しそうな様子だった。

「神経ガスと同じ効果を持つ、新型魔法さ。僕は決して、女王という座にあぐらをかいていたわけではない。竜騎士ドラグナーとしての鍛たん錬れんも続けている。特に、こういう非正規戦における対策だって、ばっちりなのさ」

　アッシュは瞠どう目もくした。つい先ほど、敵が麻ま痺ひ毒のガスを使用したばかりだが、トリスタンは魔法の力でガス攻撃と同等の効果を生みだしたのだ。

　しかも、人質たちは今も防御魔法障しよう壁へきで保護されているため、その作用は敵勢力にだけ及んでいる。

「正直、容よう赦しやなく吹き飛ばすほうが楽なんだけど、そうもいかない。君たちには情報を吐いてもらう必要があるからね。ならばこそ、あえて非殺傷の道を選ばせてもらった。ちょっと……いや、かなり苦しいかもしれないけどね」

　オスカーは満足げに笑い声をあげると、トリスタンの毛並みを撫なでた。相パ棒ルの功労をねぎらうように。そして厳然とした口調で、きっぱりと宣言したのである。

「チェックメイトだ」




　その後、歌劇場のあちこちに潜ひそんでいた残党は、女王の命を受けた近衛このえ兵へいたちにより、迅速に処理された。

　麻痺毒の攻撃を受けた人質たちは、次々と市内の病院へと搬送されていった。数が多すぎるため、病院のベッドを確保するのは大変だろうが、そこは王国政府が上う手まく取りはからうだろう。












　バタバタと事後処理が行われている中、アッシュたちはオスカーと合流した。オスカーは主演女優よろしく、舞台の上に堂どう々どうと立ち、衛兵や捜査官、医療関係者に指示をしているところだった。

　アッシュたちも、周囲の邪魔にならないよう注意しつつ、舞台に上がった。

「さすがだな、オスカー」

　アッシュが賛さん辞じを贈ると、

「大したことじゃないよ」

　オスカーは屈託のない笑顔を見せた。

「ごるあああっ！　お前という奴やつは、いつもいつも勝手に突っ走りやがって！　本当にハラハラしたぞ！」

「ははっ、セレスは心配性だなあ。僕ならこの通り、大丈夫さ」

「違う！　トリスタンの攻撃が観客を巻きこむんじゃないかと思って、それが心配だったんだ！」

「そっちの心配!?」

　セレスの痛烈な言葉に、がっくりと肩を落とすオスカー。

「セレス殿のいう通りですぞ、陛下！　あなたという人は……」

　ドラクロワ伯爵も、げんなりとした顔をしている。

「そ、それよりもだ！　彼女だけは喋しやべれそうだし、話を聞いてみるのはどうだい？」

　オスカーは慌てて話題を変えると、舞台の上でうずくまっている女を振り返った。

　既に、武装勢力の大半は拘束され、当局に身柄を引き渡されたのだが、その女──マルグリット・シンクレア嬢だけは、まだ舞台に残されていたのである。

　オスカーは悠ゆう然ぜんと歩み寄ると、マルグリットを見下ろした。

「王立歌劇団のプリマといえば、我が国では貴族並みに一目置かれる存在だ。それほどの重要人物が〈血の黄昏クリムゾン・ダスク〉に取りこまれていたとはね。こんな間接侵略を許すとは、我が国の保安組織はなにをしていたのかな？」

　表面的には飄ひよう々ひようとしているが、オスカーの背中からは、怒りのオーラが立ち上っているように見えた。

　たちまち、ドラクロワ伯爵は萎縮してしまう。

「……返す言葉もございません、陛下。盟主サヴォナローラの演説が世界中に配信されて以降、我が国の芸能界にも〈血の黄昏クリムゾン・ダスク〉が入りこんでいる──との情報は入っていて、調査を続けさせてはいたのですが……」

　オスカーはドラクロワの弁解を黙殺すると、マルグリットを睥へい睨げいした。

「嘆かわしい限りだよ、マルグリット嬢。どうして君は、カルト宗教に騙だまされた挙あげ句く、入信するような愚を犯してしまったのか……その理由を自覚しているかい？」

　マルグリットは唇くちびるを嚙かんだまま、答えない。

「答えは簡単だよ──バカだからさ！」

　痛烈な一声に、乾いた音が重なった。

　オスカーがマルグリットの頰ほおを引っぱたいたのだ。

　まるで枯れ葉のごとく、マルグリットは後方へ吹っ飛んだ。

　シェブロン王国のオペラ界において、文字通り頂点に君臨していた美女が、なんということだろう。今ではもう、ただ床ゆかに醜く這はいつくばっているだけの、つまらない犯罪者と化してしまったのだ。

「残念だよ、マルグリット嬢。僕は君の才能を高く評価していたんだけどね。オペラ歌手として、最高の待遇を得ていたにもかかわらず、君は道を踏み外した。知っているかい？　我が王国は、反社会勢力に対して絶対に容よう赦しやしない。マルグリット・シンクレアと、その不ふ愉ゆ快かいな仲間たちを待ち受けるのは、もちろん死刑だ！」

　雷鳴のごとく一喝するオスカー。

「なんですって!?　〝シェブロン王国の至宝〟とまで呼ばれたわたくしを……ほっ、本気で処刑すると……？　そんなこと、あたくしのファンが許さなくってよ！」

　オスカーは「やれやれ」といわんばかりに、肩をすくめてみせた。

「ふん。その至宝を腐らせたのは、君自身の意志なんだよ？　まあ……そうだね。君の知っていることを洗いざらい吐いてくれれば、多少は融通を利かせてやってもいい」

「みっ、見くびらないでくださいまし！　そんな取引には応じませんわ。ふん、殺せるものなら、さっさと殺すがよくってよ！」

　マルグリットは啖たん呵かを切ってみせた。ある意味、下手な兵士よりも肝は据わっているのかもしれない。

「セレス、あとは任せた」

「まったく、面倒臭いことだけはしっかり押しつけてくるんだからな」

　セレスはぼやいたものの、ちゃんと指示には従った。近衛このえ兵へいたちと協力し、往生際の悪いマルグリットを拘束する。

　テロリストに身を堕おとした歌姫は、あっという間に身動きを封じられ、さらには自殺防止用の金具を口に突っこまれた挙げ句、歌劇場の外へと連行されていった。

「ふう。これにて一件落着だね」

　清すが々すがしい笑顔を浮かべたオスカーに対し、

「だな。本当にお疲れさま、オスカー」

　アッシュはねぎらいの言葉をかけた。

「だけど、できれば俺たちにも頼ってほしかったな」

「アッシュのいう通りだぞ。水臭いじゃないか、オスカー」

　と、シルヴィアが不満げな声をあげる。

「いやいや。君たちはあくまでも、国賓なんだ。君たちに頼るのは、女王としての矜きよう持じが許さなかったというか」

「まったく、妙なところで律りち儀ぎなんだから……」

　エーコが呆あきれたようにつぶやいたが、その顔は笑っている。

　なにはともあれ、一連の襲撃事件は幕を下ろしたのだ。敵が使用したガスのせいで、観客や舞台関係者の多くが病院送りにされてしまったのは残念だが、死者は出ていない。

　アッシュが胸を撫なで下おろした、そのときだった。

「陛下！　大変です！　ただいま入った報告によりますと──」

　皆からやや距離を置き、部下の報告を受けていたドラクロワ伯爵が、急に大声を張りあげたのである。

「なんだい、騒さわがしい？」

「じ、実は……今日の夕方から夜にかけて、つまり、この王立歌劇場占拠テロ事件と時を同じくして、我が国の各地で〈血の黄昏クリムゾン・ダスク〉によるテロ事件が相次いでいる──との報告が入っているのです」

「なんだって!?」

　アッシュとオスカーが、異口同音に叫ぶ。

「現状、テロは王国領の東部に集中している模様ですが、このままだと諸外国に飛び火する可能性もありますな」

　普段はふざけてばかりのドラクロワだが、その顔は真剣そのものだ。

「この時期に〈血の黄昏〉が急に活発化するなんて……なにかの前兆なのか？」

　アッシュが疑問を口にすると、

「エスパーダ動乱以降、本格的な活動は控ひかえていた魔ま導どう結社〈デミウルゴス〉が、いよいよ活動を再開したのかもしれんな」

　シルヴィアが難しい顔で応じる。

「もしかしたら、賢竜王インボルクを復活させる目め処どがついたのかも……しれないわね」

　一方、ミラベルは不吉なことを口にした。

　その予測が当たっていないことを、アッシュはただただ祈るばかりだった。





"Chevronian Rhapsodies ～A.S.B.1366.09～" is closed.








第四話　紅き女帝の軌跡② ～出立のとき～









　早朝。晩夏の物寂しげな気け配はいを感じさせる朝陽が、窓から射さしこんでいる。

「朝か……」

　レベッカは覚醒すると、うっすらと目蓋を開いた。まったく見慣れぬ天井が、視界に飛びこんでくる。

　枕元には、古びた絵本が無む造ぞう作さに放りだされている──昨夜、クラエから借りた『ミールケの冒険』だ。

　床ゆかの上には、古文書が積み上げられ、複数枚の地図も散らばっている。こちらは昨夜、修道院の図書館で借りてきたものだった。

　レベッカはベッドに横たわったまま、床に手を伸ばすと、指先に触ふれた地図を拾いあげた。枕元に紙面を広げて、まじまじと眺ながめる。これらの地図は、カスヴァズ団長から貸与を許されたものだった。

　地図の左側には、アルク＝ストラーダ大陸。

　中央を占めるのは《大央洋セントラル・オーシヤン》。

　そして右側に位置するのが、東方大陸である。

　まだ未開の地が多く、肥沃な土壌に恵まれているわけでも、貴重な天然資源に恵まれているわけでもないそうだ。

　特に大陸中央部では、国家間、民族間、部族間の抗争が絶えないらしい。そんな事情ゆえに、アルク＝ストラーダ大陸の諸国も、東方大陸へは積極的に進出する気配はない。

　資料のおかげで、使徒ミルカの航路は、ほぼ推測できた。

　航路の近辺に無人島が点在しているのは、幸運といえた。いくらクー・フリンといえども、大陸間を無休息で渡ることは不可能だからだ。

　無人島での休憩を挟はさみつつ航行すれば、早ければ五日後には、東方大陸の沿岸部に到達できるだろう。

「ふにゃあ～……」

　と、布団の中でなにかがもぞもぞと蠢うごめいた。

　布団をまくると、クラエの寝顔が覗のぞく。実は昨夜、この客間でレベッカが調べ物をしていたら、枕を抱いたクラエがやって来て、一緒に寝ることになったのだ。

「く～。すぴ～……」

　クラエはまだ熟睡している。

　──出発するなら、今のうちかもしれないな。

　レベッカは即断すると、クラエを起こさぬよう、そっとベッドから抜け出した。

　借り物の寝間着を脱ぎ捨てると、騎竜服ドラグスーツに手早く着替える。荷物をまとめたあと、せめて置き手紙くらいは残していこうと思い、クラエの机を借りようとしたのだが──。

「あの……レベッカ様？　本当に、東方大陸へ渡るおつもりなんですか？」

　突然、背後からクラエが訊たずねてきた。

　どうやら、気け配はいで起こしてしまったらしい。年齢的には子どもでも、さすがは巫み女こといったところか。

「ああ、そうだ。世話になったな、クラエ」

　レベッカはクラエに向き直った。

「いくらなんでも、無む茶ちやだと思います。そもそも、お祖じ父いちゃんが話してくれたのは、あくまでも伝承の類たぐいですし……史実かどうかも、定かではないのですよ？」

「確かに、そうだ。普段のわたしなら、あくまでも物語の一種として扱っていただろう」

「だったら、どうして？」

「それが、自分でもよくわからない。どうしてだろうな……カスヴァズ殿から使徒ミルカの伝承を聞いたとき、この胸の奥底で、ポッと火が灯ともるような感覚を覚えたのだ」

「……？」

「興奮とは違う。まるで、揺りかごに揺られているかのような、優しい感覚といえばいいだろうか。そして昨夜、君から借りた『ミールケの冒険』を読んでいたら、その不思議な感覚はますます強くなっていった」

　そういって、レベッカは心臓のあたりに手を添えた。寝起きだというのに、これから始まる冒険のことを考えただけで、鼓動は高鳴り始めている。

「無論、無駄足に終わるかもしれない。だが、今のわたしは武者修行の最中だ。少しくらい寄り道をしても、問題はあるまい」

「少しどころじゃないです！　東方大陸なんですから、とんでもない遠回りになっちゃいますよ？　それに、東方大陸なんて……あまりに情報が少なすぎます！　どんな魔獣に遭そう遇ぐうするかも、わかりません」

　レベッカは苦笑した。本当にクラエのいう通りだ。よもや、このレベッカ・ランドールが年とし端はも行ゆかぬ少女に諭さとされてしまうとは。

　それでも、レベッカの決意は揺るがない。

「不思議なものだ。わたしはもちろんロサ・マリア教徒だが、それほど信心深いわけではない。聖せい女じよロサ・マリアに対しても、歴史的な人物として敬意は払っていたが、それほど思い入れがあるわけではなかった。ところが……だ。使徒ミルカの伝承を聞いたときだけは、まさしく運命的な予兆を感じとったのだ」

「レベッカさん……」

「使徒ミルカが聖女ロサ・マリアから託されたという、謎の遺品……なぜだか、わたしは自分で発掘したい……いや、わたしこそが発掘すべきなのだと、思ってしまった。それがすべてだ」

「わかりました」

　クラエはさっぱりとした表情になると、ベッドから抜け出した。そして、レベッカと向かい合う。

「そこまで仰おつしやるのでしたら、もう引き止めたりはしません。ですが、せめて朝ご飯くらいは、一緒に食べてもらえませんか？　黙って出て行こうとするなんて、ちょっとひどいと思います！」

　クラエは「む～」と唸うなりつつ、頰ほおを膨ふくらませた。

　レベッカは思わず、苦笑を漏もらした。

「そうだな。わたしとしたことが、すまない。喜んで、ご馳ち走そうになろう」

「そうこなくっちゃ、です！」




　クラエと一緒に朝食を摂とったあと、いよいよレベッカは出発のときを迎えた。

　修道院の門前には、既にクー・フリンが待機している。

　カスヴァズ老人とクラエをはじめ、修道院の関係者たちの多くが、わざわざ見送りにきてくれた。

「お世話になりました、カスヴァズ殿。貴重なお話を聞かせていただき、感謝しています。クラエもありがとう。妹ができたみたいで、楽しかったぞ。修道院の皆さんにも、心から感謝を」

「次は是ぜ非ひ、遊びに来てくださいね！」

「了解だ、クラエ。すべてに決着がついたら、必ず。そのときは、アッシュたちも連つれてこよう」

「はい！」

　クラエは頰を紅潮させた。その頭を優しく撫なでると、レベッカはきびすを返す。

「行くぞ、クー・フリン！」

　レベッカが騎乗するや、クー・フリンは森全体を揺るがさんばかりの雄お叫たけびをあげた。そして全身に魔力を横おう溢いつさせると、抜けるような蒼そう穹きゆうを目指して、勢いよく飛び立つ。

　目指すは東方大陸。

「待っていろよ、アッシュ。一回り大きく成長したわたしを、君にたっぷりと披露してやるからな……！」





"The Chronicle of Scarlet Empress II ～A.S.B.1366.09～" is closed.








第五話　〈血の黄昏〉の陰謀









　──王都アーカム。

　王立歌劇場が襲撃を受け、オスケイア女王が単騎で解決してみせてから、二時間ほどが過ぎていた。時計の針は、既に二十二時を回っている。

　アーカム城に戻ったアッシュたちは、来賓用の大広間を借りることにした。王国の各地で同時多発的にテロが起きている以上、やはり詳細を把握しておきたいと思ったのだ。

　宮廷の女官たちは、当初の予定に従い、入浴やシェブロン式マッサージを勧めてきたのだが、とてもリゾート気分を満喫する気分にはなれなかった。

　ところが、政府の緊急会議が長引いているらしく、オスカーもドラクロワ伯爵も、なかなか戻ってこない。セレスも雑務に追われているのか、顔を見せてくれなかった。

　また、ヴェロニカ王女も席を外している。なんでも、拘束された武装勢力の尋問に立ち会うとのことだった。

　そのヴェロニカ王女も、一向に戻ってくる気け配はいはない。

　ユニスが気を利かせ、皆のために淹いれてくれたハーブ・ティーも、既に三杯目──。

「ねぇ、アッシュ？　いつまで待つつもりなの？」

　いい加減、エーコは焦れてきたようだ。

「ただ待つ……というのは、精神的につらいものがあるな。ランスロットとともに戦っているほうが、まだマシだ」

　窓際に立ち、夜景を眺ながめつつ、シルヴィアは苦笑を浮かべている。ただし、目だけは笑っていない。

　シルヴィアの気持ちは、アッシュには痛いほど伝わってきた。

　そう、コゼットが行方ゆくえ不明になって以来、シルヴィアはずっと待ち続けているのだから──コゼットと再会する、その瞬間を。

　そのとき、扉が遠慮がちに開かれた。

　やっとオスカーが戻ってきたと思い、アッシュたちは戸口に目をやったのだが、

「はわっ!?　み、みんな、どうしたの？」

　現れたのは、アーニャだった。先ほど、相パ棒ルのモルドレッドを宿泊室に運んでやるべく、大広間を抜け出したのだ。モルドレッドの就寝時刻は幼児並みで、エーコと比べてもはるかに早いのだった。

　期待を裏切られ、一同は「はあ～」と溜ため息いきを漏もらす。

「あ、あたし、なにか悪いことした……？」

「いや、そういうわけじゃないんだ」

　アッシュは苦笑すると、アーニャに椅子を勧めた。

「──待たせたな」

　と、勇ましい声とともに、扉がドン！　と音をたてて開かれる。

　今度こそオスカー！　とばかりに、アッシュたちは戸口に注目したのだが、

「むっ、どうかしたのか？」

　威い風ふう堂どう々どうと入室してきたのは、ヴェロニカ王女だった。背後には親衛隊長グレンも控ひかえている。

「……紛まぎらわしいわね。てっきりオスカーかと思ったのだけど」

　ぼそりと皮肉を漏もらしたのは、ミラベルだ。

「なんだ、女王はまだ会議中か。そろそろ戻っているかと思っていたのだが」

　ヴェロニカは手近なソファにどっかり腰をおろすと、自慢の大剣をグレンに預けた。

「そういえば、姉上はテロリストの尋問に立ち会ったと聞いていますが、なにか新事実は判明しましたか？」

　シルヴィアが遠慮がちに訊たずねると、

「ん？　まあ、立ち会ったというよりは……」

　ヴェロニカは珍めずらしく、口ごもった。

　アッシュたちが不思議に思うと、脇に控えていたグレンが口を開く。

「当初、あくまでも姫様は立ち会うだけの予定だったのだが……王国の役人どもがあまりに不ふ甲が斐いなく、歌姫マルグリット以下、テロリストの一味は強がる一方だった。そこで姫様が直接、テロリストを尋問なさることになったのだ」

「姉上が直接!?」

　たちまち、シルヴィアはブルルッと全身を震ふるわせた。

「……まあ、そういうわけだ。いや、私としては軽く脅してやる程度のつもりだったのだがな。最終的に、テロリストどもは泣なき喚わめいて許しを請うわ、なぜだか王国の役人どもまでが失禁するわ……筆舌に尽くしがたい現場であった」

　アッシュはたじたじとなってしまう。一体、テロリストたちがどんな責め苦を受けたのか気になる一方で、聞かないほうが良い気もした。

「なまじ先進的な法律のおかげで、犯罪者どもはつけ上がる。たとえ逮捕されようとも、自分たちの人権は保障されていると、勝手に思いこんでいるのだ。しかし、このヴェロニカ・ロートレアモンが尋問に当たるとなれば別だ。犯罪者の人権を認めるほど、私は優しくないのでな」

　ヴェロニカがきっぱりと断言したそのとき、

「やあ、お待たせ」

　待ちに待ったオスカーが、ようやく現れた。女王らしいドレスではなく、こざっぱりした執務服を着用している。その凛り々りしい姿は、学院で男装していた当時を思い出させた。

「ふぅ。あれから会議に次ぐ会議で、あたしはクタクタだ……」

　と、オスカーの陰からセレスが顔を出す。見るからに疲ひ労ろう困こん憊ぱいしている様子だが、それでもオスカーのそばから離れないのは、さすがといえた。

「そうだ、アッシュ。クリームヒルトや同僚の歌手たちのことなら、セレスが王立歌劇団の寮に送り届けてくれたから、心配しなくても大丈夫だよ」

　オスカーが気を利かせて報告してくれたので、アッシュはホッとした。

　かくして、夜の会議が始まる──。




「王国各地から僕の耳に入ってきた情報と、ヴェロニカ王女がマルグリットたちを尋問した結果、判明した事実を照らし合わせてみるに──〈血の黄昏クリムゾン・ダスク〉のアーカム支部は〝選別の儀式〟とやらを実行に移したらしい」

「なんだ、それは？」

　アッシュは眉まゆ根ねを寄せた。なんとなく、嫌な感じのする言葉だと思った。

「なんでも〝聖務〟に指定された任務を成功させた信者が、晴れて〈方はこ舟ぶね〉に搭乗する権利を授けられる……そういう類たぐいの儀式らしいね」

　オスカーの説明に、アッシュは混乱しそうになった。

「もう少し、わかりやすく説明してくれない？」

　エーコも頰ほおを膨ふくらませている。

「つまり、だ。儀式を成功させて選別された信者だけは、この世界が終末を迎えたとしても、〈方舟〉に乗って一時的に避難できる。そして、終末のあとに待っている〝新世界〟で生きていく資格を得るというわけさ」

「……ということは、王国の各地で信者が起こしているテロ行為は、〈方舟〉とやらの乗船券を賭けた争いというわけだな？」

　アスクレピオス博士が鋭い口調で訊たずねると、オスカーはうなずいた。

「ああ、その通り。マルグリットたちにとっても、あの歌劇場占拠事件は、組織から与えられた任務だったというわけだ。もちろん失敗した以上、マルグリットたちが〈方舟〉に乗る機会は、永遠に失われたことになるね」

「騙だまされる信者も悪いが、信者たちに生存権を賭けたゲームをさせるなど、悪趣味極まりないな」

　ルクレツィアが不機嫌そうにつぶやくと、

「まったくだ。そもそも、〈血の黄昏クリムゾン・ダスク〉の教理とやらは、ただ入信するだけで、世界の終末から救われる──というものではなかったか？　詐欺もいいところだな……」

　シルヴィアも憤然として、握にぎりしめた拳こぶしを震ふるわせている。

　──そんな非道なゲームを考えたのも、やっぱり……あの親父おやじなのか？

　そう思うと、アッシュは暗あん澹たんとした気持ちになった。

　と、そんなアッシュの気持ちを察したのか、隣の席に掛けているエーコが、アッシュの手をそっと握にぎりしめてくれた。

　テーブルの下で、誰にも知られることなく、秘ひそやかに重ねられた手と手。

　アッシュはハッとして、エーコの表情を窺うかがう。

「…………」

　エーコは照れ臭そうに目を逸そらしたが、手は握ったままだ。「このあたしがいるんだから、落ちこむ必要はないのよ！」と、背中を押された気分だった。

　そんなエーコの気遣いに、アッシュは思わず胸を熱くする。

「──陛下！　こちらにいらっしゃいましたか！」

　と、そこに飛びこんできたのは、ドラクロワ伯爵だった。必死の形相をしている。

「なんだい、騒々しい？」

　オスカーは明らかに不満顔である。もう夜も遅いので、明日にしてくれといわんばかりだった。それでもドラクロワは引くことなく、オスカーに書類の束を押しつけた。

「ほっ、本当に大変なのです！　まずはこちらの文書をご覧下さい！」

「やれやれ……」

　オスカーは肩をすくめつつ、苦笑を漏もらした。が、その表情が凍りつくのに、さほど時間はかからなかった。

「なにが書いてあるんだ、オスカー？」

　アッシュが身を乗りだすと、

「この報告書によれば……ラブロック商工都市連合の首都レスピーギにおいても、異変が起きているそうだ。〈血の黄昏クリムゾン・ダスク〉の動きが活発化しているとか……」

「まさか！　ラブロック方面でも、信者たちの生存権を賭けたミッションが始まっているのかよ？」

「やはり、それは王立歌劇場の占拠に匹敵する、非道なミッションなのか？」

　アッシュとシルヴィアが矢継つぎ早に質問を浴びせると、しかし、オスカーは「ううむ……」と唸うなったきり、文書を読むことに没頭してしまった。

　そんな女王の様子を窺うと、ドラクロワが前に進み出た。

「詳くわしくは、宰相たる僕のほうから説明させていただこう。まずは現在のラブロック状勢について──」




　ラブロック商工都市連合における異変は、エスパーダ動乱を機に始まった。

　なんといっても、国家元首のマキャベリが魔導結社デミウルゴスの〈七翼将〉として、名のりをあげたのだから、無理もない。

　その結果、民衆は大混乱に陥った。各地で民衆による暴動が起き、政府の施設やロサ・マリア教会が破壊された。民を護まもるべき軍警察カラビニエリは内部分裂の危機に見舞われ、出動すらままならない。さらには無関係な商店までが襲撃され、様々な物資が強奪されたという。

　ところが──。

　首都レスピーギに降り立った「魔女」たちが、状況を一変させた。

　ひとりは、ヴィットーリア・クレメンティ。二つ名は〈屍し山ざん血けつ河かの魔女〉。アッシュたちとも因いん縁ねんの深い、マキャベリの腹心だ。

　もうひとりは「ホロウ」というコードネームで呼ばれている女。ただし、彼女に関する情報は限られている。

　判明しているのは、その体型から女性であること。エスパーダ動乱に乗じてアーカム城の宝物殿に侵入し、王家に伝わる宝剣ティル・ナ・ノーグを強奪した張本人であること。恐るべき戦闘能力を秘めていること。

　せいぜい、その三点くらいである。

　常日頃、ホロウは物々しいヘルメットを装着しているため、どんな顔をしているのかさえ謎に包まれているのだった。

　ただし、ヴィットーリアに匹敵するほど恐ろしい人物なのは間違いなく、いつしか〈機械仕掛けの魔女〉という二つ名が付けられた。「機械仕掛け」というのは、ホロウの性格に由来するらしい。

　驚くべきは、ふたりの「魔女」が首都に現れた途端、内部分裂しかかっていた軍警察カラビニエリが見事なまでに統率され、治安維持活動を始めたことだ。

　その結果、瞬く間に民衆の暴動は鎮圧された。そして、魔女たちは暫定政権を立ち上げることになる。

　問題なのは、暫定政権の代表として、祭り上げられた女性の名前だった。

　彼女の名は──ベアトリーチェ・スカルラッティ。




「ベアトリーチェだって!?」

　懐なつかしい名前を耳にした途端、アッシュは衝動的に立ち上がっていた。

「ああ、間違いないよ。スカルラッティ家のご令嬢だね」

　ドラクロワは厳げん粛しゆくな面持ちでうなずいた。

「そんな！　どうしてベアトリーチェが……？」

　あの正義感にあふれる、気丈な少女が……どうして〈デミウルゴス〉の仲間に？　アッシュたちはいぶかしむ。〈デミウルゴス〉の軍門に下ったとは思いたくないが……なにか事情があって、やむなく従っているのだろうか。

「──そういえば、アッシュたちは首都レスピーギを訪れたとき、彼女とも面識があるんだっけ？」

　と、ようやく文書から顔をあげたオスカーが訊たずねてきた。

「ああ。ほんの短い間だったけれど、一緒に戦った仲だ。正直、〈デミウルゴス〉に協力するとは思えないんだけど……」

「もしかすると、民衆を人質に取られているのかもしれないね。それはともかく、一時は没落していたとはいえ、名家には違いないスカルラッティ家の令嬢が暫定政権の代表に就任したことで、とりあえず、民衆は落ち着きを取り戻したんだ。元々、彼女は民衆の味方として知られていた人物だしね」

「そうだな。ベアトリーチェは貧しい民の味方になって、元首ドージエだったマキャベリと戦っていたんだ……」

　ベアトリーチェとの交流を思い出しつつ、アッシュはつぶやいた。

「それで、ベアトリーチェが代表に就ついたあとは、どうなったんだ？」

　シルヴィアが訊ねると、オスカーは肩をすくめてみせた。

「……正直、ろくでもないね。まるで〈デミウルゴス〉が書いたシナリオに沿うかのように、〈血の黄昏クリムゾン・ダスク〉の教理が民衆の間に浸透していったのさ」

「そんな……！」

　アッシュが絶望的な声をあげるも、オスカーは話を続けた。

「まずは貧困に喘あえぐ東部のほうから、一気に信仰が広まったそうだよ」

　東部といえば、まさしくベアトリーチェが拠点としていた地域ではないか。

「そして次には、首都レスピーギをはじめ、富裕層の多い西部においても、終末世界を生き延びたいという渇望の強い者から、次々と改宗を始めた……ある意味、国家レベルでの洗脳工作が始まったと見るべきだろうね。以上が、ここ最近のラブロック状勢さ」

「そんなのって……ないわ。そりゃあ、色々と問題を抱えた国ではあったけど、少なくとも首都レスピーギで暮らしている人々は幸せそうだったし、ご飯も美お味いしかった。なのに……」

　エーコが悔しそうにつぶやく。アッシュも同じ気持ちだった。だが、感かん傷しように浸ひたっている場合ではない。

「それで、ドラクロワ伯爵の報告というのは……？」

　アッシュはあえて、話の先を促うながした。

「ああ……それがだね。つい先刻、総勢五百名からなるラブロック人の集団が、我が国とラブロックとを隔てる国境線──レイヴァース大河にまで到達したという。彼らは悪びれる様子もなく、自らを〈血の黄昏クリムゾン・ダスク〉の信徒だと名のったそうだ」

「おいおい、とんでもない事態じゃないか……！」

　アッシュは呆あきれ果はてた。

　エーコやシルヴィアたちも、啞あ然ぜんとして言葉を失っている。

「現在、彼らは『アルテア関門橋要塞』の正面に座りこみ、関門橋を通過させろと要求している」

「一体、なんのために？」

「それこそが、〈血の黄昏クリムゾン・ダスク〉が信徒たちに与えた〝聖務〟なのさ。信徒たちに巡礼の旅をさせるつもりなんだ。その旅の通過点のひとつが、アルテア関門橋だという……」

「だけど、そんな要求が……」

「無論、通るはずもない。下手に通過を認めた挙あげ句く、侵略の尖せん兵ぺいとして行動された日には、たまったものじゃないよ。それに、総勢五百名ともなれば、なかなかの数だ。もし暴動に発展すれば、要塞勤務の警備隊とて手を焼くだろう。いい忘れていたけれど、この要塞こそが、我が国とラブロックとの国境周辺を護まもる軍事拠点なのさ」

　オスカーは溜ため息いきを挟はさむと、さらに説明を続けた。

「現在、アルテア関門橋要塞に勤務している軍人たちは、大わらわとなっていてね。相手の要求は無む茶ちや苦く茶ちやなんだけど、ここで要塞勤務の兵たちが武力を行使した場合、かなり後味が悪いことになる。なまじ先進国の対応としては、野蛮というか……最悪、王国軍による虐殺と見なされる可能性もあるね」

「ですが、陛下。素直に通過させるわけにはまいりませんぞ？」

「無論だ。そんなことは百も承知だよ、ドラクロワ」

　オスカーは不機嫌そうに返すと、改めて文書に視線を落とす。

「この報告書によるとだ……現状、信徒たちは座り込みをしているだけで、それなりに大人しくしているらしい。それだけが、唯一の救いかな……」

「とはいえ、陛下。このまま事態が長引けば、しびれを切らしたラブロック人が暴動を起こす可能性は充じゆう分ぶんにあります」

　ドラクロワの指摘に、オスカーは頭を抱えてしまう。女王に即位したとはいえ、まだアッシュよりひとつ年上の少女にすぎないのだから、無理もない。

　なんとかオスカーの力になれないものだろうか……と、アッシュは考える。

　そして、ひとつの結論にたどり着いた。

　迷いは一瞬だった。アッシュは前に進み出ると、切り出した。

「なあ、オスカー。このまま国境警備隊と五百名の巡礼団が睨にらみ合っていても、事態は解決しないんじゃないか？　それこそ、要求された通りに通過させるか、警備隊が武力行使に踏み切らない限りは……」

「まさしく、その通りだよ。だが、前者は絶対に許可できないし、後者もなるべくなら避さけたいところだ」

　その答えを聞いて、アッシュの決意は固まった。

「だったら、答えはひとつだ。俺たちアヴァロン聖竜皇騎士団が、仲介に入るってのはどうだろう？　第三者としての立場から話を聞くことで、なにか新しい事実が見えてくるかもしれない」

　無論、自分たちが現場に駆かけつけたところで、解決につながるという保証はない。下手をすれば、より現場を混乱させてしまう可能性だってある。

　だが、五百名もの巡礼団が暴動を起こした挙あげ句く、衛兵たちが彼らに銃口を向けるような事態だけは、避さけたいと思った。

　アッシュの申し出に対し、オスカーは意表を突かれたように沈黙していたが、やがて頭を下げた。

「君の提案に感謝するよ、アッシュ。よろしく頼む」

「水臭いぞ、オスカー。頭を上げてくれ」

「いやいや、本当に感謝しているんだ。それはもう、君の子こ胤だねを宿してもいいくらいに」

「こらこら！　薮から棒ぼうに、なにをいっているんだ!?」

　オスカーの不意打ちに、アッシュは面食らった。

「ちょっと、オスカー!?」

「聞き捨てならんぞ、オスカー！」

　たちまち、エーコとシルヴィアが眉まゆを吊つり上あげてしまう。

「ところで、ドラクロワ。アルテア関門橋要塞といえば、確か──」

「はい、陛下。我が妹が、司令官を務つとめております」

　オスカーの問いかけに、ドラクロワは恭うやうやしく応じた。そして「この私に似て、とても優秀ですよ」と付け加える。

「というわけだ。ドラクロワ家の令嬢は才色兼備の武人として、勇名を馳はせている。アルテア関門橋要塞に到着したら、彼女に事情を説明するといい」

　オスカーの言葉に、アッシュはうなずいたものの、一抹の不安が胸をよぎったのは事実である。

　──ドラクロワ伯爵の妹さんか……一体、どんな人なんだろう？

　兄が兄だけに、どんな妹が飛びだしてくるのか、いささか不安だったが、なにはともあれ、アッシュたちは出航準備に取りかかるのだった。





"Crisis of the Border ～A.S.B.1366.09～" is closed.








第六話　アルテア関門橋要塞









　処女宮の月、七日目。時刻はちょうど二三時。

　アーカム城に面した駐艦場に、アッシュたちは集結していた。

　魔ま導どう艇ていデュランダルには、既にアッシュ、エーコ、シルヴィア、アーニャ（操そう舵だ手しゆ）、モルドレッドが乗りこんでいる。先ほど、ランスロットも格納庫に収容された。

　魔ま導どう艦かんロスヴァイセには、ルクレツィアとリラ（操舵手）、そしてムイシュキン。

　アーカム城の窓際では、多くの人々がアッシュたちを見送るべく、ずらりと肩を並べていた。

　オスカーとセレスをはじめ、ヴェロニカ王女、アヴドーチャとクー、グレンと親衛隊員たち、アスクレピオスとファナ、ドラクロワ伯爵……。

　その中には、ミラベルの姿もあった。

　当初、ミラベルも魔導艇に乗りこむつもりだったのだが、オスカーの要請を受け、アーカム城に滞在することに決まったのだ。必然的に、ユニスも居残り組となった。

　アッシュとしては心細い気もしたが、この不穏な状況の中、オスカーがミラベルの知識をあてにしたいと思う気持ちは、充じゆう分ぶんに理解できた。

「離陸準備に入るわ。出発まで、あと三百秒──」

　操そう舵だ席にて、アーニャが緊張気味に報告する。

　アッシュは「了解」と応じて、いつもはミラベルが掛けている艦長席に、やや遠慮がちに腰を落ち着けた。

　エーコとシルヴィアはモルドレッドの手を引くと、手近なシートに座らせ、ベルトで身体を固定してやる。

「むぅ～……」

　モルドレッドは不機嫌な様子だった。

　一度はふかふかのベッドで眠りに就ついたのだが、先ほど起こされたのだ。あのままアーカム城に預けても良かったのだが、やはりアーニャのそばから離れるのは好ましくないという判断だった。

　モルドレッドの固定作業が完了すると、エーコとシルヴィアも手近な席に着いて、離陸時の震動にそなえた。




　それから五分後。まずは魔導艇デュランダルが、続いて魔導艦ロスヴァイセが、ゆっくりと離陸する。

　二隻せきは南東に針路をとると、暗照灯をチカチカと瞬かせつつ、夜や陰いんを切り裂くように飛ひ翔しようした。

　まるで王国の状勢を物語っているかのように、今夜の空は曇くもりがちで、月も星も雲に隠かくれてしまっていた。





　　　　◇






「ところで、アルテア……なんとかって、どんなところなのかしら？」

　魔ま導どう艇ていの状態が安定した頃、エーコが不思議そうに訊たずねてきた。

「う～ん、アルテアか」

　残念ながら、アッシュも詳くわしくは知らなかった。アーニャに訊ねてみようかとも思ったが、操縦に専念しているので、下手に声をかけるのはまずいだろう。

「……お前たち。少しは勉強に励はげんだらどうだ？」

　と、戸口のほうから厳しい声が飛んでくる。たった今、操そう舵だ室しつに戻ってきたシルヴィアだった。モルドレッドを寝室に送り届けるため、しばらく席を外していたのだ。

「はは……。どうも地理は苦手で」

「まったく。一度しかいわんから、ちゃんと覚えるのだぞ？」

　眉まゆを吊つり上あげてはいるが、シルヴィアはまんざらでもなさそうだ。

　元々、人になにかを教えるのは性に合っているのだろう。およそ一年前も、シルヴィアはアッシュを追試に合格させるため、懇切丁寧に勉強を教えてくれた。

「まず、アルク＝ストラーダ大陸の地図を思い浮かべてほしい。翼を広げたドラゴンのような形をしているだろう？　いわゆる〝竜の尾〟と呼ばれる地域が、ラブロック商工都市連合の領土だ。そして、胴体部分と尻尾の付け根あたりに流れているのが、レイヴァース大河だ」

「そいつが天然の国境になってるってわけか」

「ああ、そうだ。この大河の両岸を結ぶために架けられた関門橋に、要塞としての機能を持たせた軍事施設こそが、アルテア関門橋要塞なのだ」

「橋なのに、要塞？　いまいちイメージが湧わかないわね」

　エーコは小首をかしげている。

「話を聞いた感じ、かなり巨大な施設みたいだな。だけど、シェブロン王国とラブロック商工都市連合は同盟国なんだろう？　レイヴァース大河に、そこまで大規模な要塞が必要なのか？」

　シルヴィアは「愚問だな」とばかりに、眉根を寄せた。

「商工都市連合というのは、そこそこ新しい国家共同体だからな。一昔前まで、あの地域では、複数の都市国家が軍事衝突を繰り返していたのだ。いわば戦国時代とでもいうべきだろうな」

「おいおい、壮そう絶ぜつだな……」

「当然のごとく、シェブロン王国に飛び火することも多かった。密入国や密輸といった犯罪も多発した。そこで、事態を憂慮した王国政府は、関門橋要塞の建設を決めたというわけだ。今から三百年ほど前のことだな」

「さすが姫様。大体、理解できたよ」

　アッシュが礼をいうと、

「ふ、ふん。誉ほめてもなにも出ないぞ？」

　シルヴィアは素そっ気けなく横を向いた。が、その頰ほおはかすかに紅あかく染まっている。

「シルヴィアって、騎士王パラデインよりも教師のほうが向いてるんじゃないの？」

　と、エーコが茶々を入れたので、シルヴィアは渋い顔をした。

「それは誉めているのか？　それとも貶けなしているのか？」

「ふふ～ん。さあ、どっちかしらね？」

　エーコとシルヴィアのやり取りに苦笑しつつ、アッシュは席を立った。そして、操そう舵だに集中しているアーニャの脇に歩み寄る。

「…………」

　夜間飛行ということで、アーニャは普段に増して、肩に力が入っている様子だった。

　ただでさえ夜は視界が悪いのだ。いくら警戒しても、足りないことはない。

「到着まで、あと何時間くらいかかりそうかな？」

「あたしの計算では、二時間半ってとこね。なんなら、今のうちに仮眠をとっておいたらどう？　あたしのことは、気にしなくても大丈夫だし」

「いや、なんだか目が冴さえてしまって……」

　アーニャの気遣いに感謝しつつも、アッシュは首を横に振った。

「とても休む気にはならないんだ。このまま、操そう舵だ室しつで待機してるよ」

「そ、そう……？」

　心なしか、アーニャが嬉うれしそうに微笑ほほえんだように見えたのは、気のせいだろうか。

「ふ～ん。なんだか、いい雰ふん囲い気きね？」

「油断も隙もない奴やつだな、お前は」

　いつの間にか、エーコとシルヴィアが真後ろに迫っていたので、アッシュもアーニャもビクッとしてしまう。

「まあ、大人しく休む気にならんというのは、私も同感だがな」

　そういって、シルヴィアは溜ため息いきを漏もらす。

「夕方には歌劇場の占拠テロ事件。時を同じくして、王国各地ではテロが頻発。挙あげ句くの果はてに、アルテア関門橋要塞でも由ゆ々ゆしき事態が発生……とても気が安まらんぞ」

「あたしも全っ然、眠くならないわよ」

　エーコは得意げに胸を張ってみせた。

「普段なら、エーコもぐっすりと眠ってる時間だよな。モルドレッドみたいに」

　アッシュの一言に、エーコはぴくりと反応した。

「ちょっと、アッシュ？　いくらあたしが幼よう竜りゆうだからって、モルドレッドよりはお姉さんなんだからね！」

　妙にお姉さんぶるエーコの態度は、なんだか微笑ほほえましい。

　エーコがモルドレッドに対し、妙に張り合ってしまうのは、やはり聖竜王家と冥竜王家の血統ゆえだろうか。あるいは、ただ単に、子ども扱いされるのが嫌なお年頃に差しかかったのかもしれない。

　案外、後者のような気がした。





　　　　◇






　アーニャの計算が導みちびきだした通り、およそ二時間半後。

　魔ま導どう艇ていデュランダルと魔ま導どう艦かんロスヴァイセは、レイヴァース大河に架かるアルテア関門橋要塞の付近に到達していた。

　既に日付は八日に変わっている。

　夜空は相変わらず曇くもっているが、雨にならなかったのは幸いだった。

　既に話は通っているらしく、要塞勤務の兵士たちは竜華灯を掲げて、着陸許可の信号を送ってきた。シェブロン王国領側の河畔に着陸するように──との指令だった。

　兵士たちの指示通り、デュランダルとロスヴァイセは河畔に着陸を果はたした。

「これがアルテア関門橋要塞……！」

　地上に降り立つなり、アッシュは瞠どう目もくした。

　はるか上空から俯ふ瞰かんしたときとは、段違いの迫力だ。

　幾本もの光こう芒ぼうに照らされ、闇夜に浮かび上がる威容。

　穏やかに流れるレイヴァース大河の景色も圧巻だが、その要塞の存在感が大きすぎて、大河ですら付属品のように思えてしまうほどだ。

　資料によれば、対岸までの距離は約二・五キロメートル。

　その距離が、すなわち関門橋要塞の長さでもある。右岸から左岸にかけて、関門橋はまっすぐに伸びているのだ。

　あたかも、大河の上に漆黒の城が浮かんでいるかのようだ。その高さときたら、五階建ての宮殿に匹敵するだろう。

　シェブロン王国の建築物にしては、おそろしく実用重視であり、武骨な外観をしているのも意外だった。

「と、とても人間が作ったとは思えない迫力だわ……」

　アッシュの隣では、エーコがぽかんと呆ほうけている。

「聞きしに勝る要塞だ。やはり百聞は一見にしかず、だな」

　シルヴィアが感心した風に眺ながめ回していると、

「ほう。さすがはシェブロン王国が誇ほこる要塞だ。今は亡き皇帝も、この要塞については高く評価しておられたと聞いているぞ」

　と、ルクレツィアが歩み寄ってきた。リラとムイシュキンも一緒だ。

「むう。大きすぎて、向こう岸、見えない……」

　リラは愛獣の背に跨またがったまま、しきりに対岸のほうを見つめている。

　オスカーたちの話によれば、対岸には総勢五百名の巡礼団が詰めかけているという。

　さすがに、これだけ距離が離れている上に、今は夜中だ。リラのいう通り、対岸の様子はさっぱり伝わってこなかった。

「ほわあ～！」

　一方、モルドレッドも目を丸くしている。

　先刻、着陸した直後に叩たたき起こされたため、魔ま導どう艇ていを降りるまではご機嫌斜めだったのだが、要塞を目の当たりにした途端、はしゃぎ始めたのだ。

「もしかして、あの要塞を仲間だと思ってるのかしら？」

　そんなモルドレッドを見て、苦笑を浮かべるアーニャの姿は、まるで我が子を慈いつくしむ母親のようだ。

　確かに、漆黒の要塞が放つ物々しい雰ふん囲い気きは、竜化ドラグナイズしたときのモルドレッドに通ずるものが感じられる。アーニャの推測も、あながち的外れではないのかもしれないな……とアッシュが思ったそのとき、

「──アッシュ・ブレイク殿！　これより、ドラクロワ司令の許にご案内いたします！」

　士官が現れて、礼儀正しくぴしりと敬礼をしてみせた。





　　　　◇






「アルテア関門橋要塞へようこそ」

　最上階となる第五層。司令官専用の執務室に通されるなり、鈴をころがすような美声が聞こえた。

　アッシュたちを出迎えたのは、軍服姿の少女だった。

「アンジェリーク・ドラクロワ。この要塞の司令官を務つとめています」

「あなたが!?」

　アッシュは声を失った。ある意味、要塞の全貌を目の当たりにしたときよりも、衝撃を受けたかもしれない。

　ドラクロワ伯爵の妹と聞いていたので、若い女性なのだろうとは思っていたが、予想以上である。

　見たところ、アンジェリークは十五歳前後だろう。少なくとも、アッシュより年上ではなさそうだ。

　きらきらとしたブロンドを一本の三つ編みに結って、左胸の前に垂たらしている。

　意志の強そうな双そう眸ぼうは、やはりきらきらと輝かがやいている。

　あたかも、少女の周囲を星ほし屑くずが舞っているかのようだ。それこそが、生まれついての気品なのかもしれない。

　軍服に包まれた身体はスレンダーで、すらりとした印象を与える。朝霧に包まれた湖上に、ひっそりと浮かんでいる白鳥を思わせた。

　軍人よりも、バレリーナのほうが似合うのではないか……と、アッシュは思った。

　だが、一部の隙もない立ち姿を見れば、アンジェリークが相当の使い手なのは、明らかだ。腰に提げた細剣レイピアは、決して飾り物ではあるまい。

「ふふっ。驚きましたか？　このような小娘が司令官なのか、と。それとも、あの酔狂な伯爵の妹にしては、普通すぎやしないか、と」

「そ、そこまでは思ってませんが……でも、驚いたのは確かですね」

「ふふっ。正直なのですね。ところで──そちらの可愛かわいらしい女の子が、アヴァロン聖竜皇のエーコ殿ですか？」

「そうよ。よ、よろしく……」

　どうやらアンジェリークのきらきら感に圧倒されてしまったらしく、エーコは妙に大人しい。

　エーコにしては珍めずらしいが、それだけアンジェリークの存在感が際立っているのだ。

「シルヴィア王女殿下におかれましては、ご機嫌麗しゅう。このようにむさ苦しい要塞にまでご足労いただき、恐縮ですわ」

「正直、この要塞の迫力には恐れ入ったぞ。その上、あなたのような方が司令官とはな。年も近いようだし、あまり畏かしこまらないでくれ」

「ありがとうございます、シルヴィア殿下」

　アンジェリークはにっこり微笑ほほえむと、今度はルクレツィアのほうを向いた。

「ルクレツィア皇女殿下、お目にかかれて光栄です。心中、お察しいたしますわ」

「こんな私を、まだ皇女と呼んでくれるのか？」

　ルクレツィアは意表をつかれたようだ。

「ゼファロス共和国は今、混こん沌とんに陥っていると聞いています。一度は血迷い、皇室を裏切った民も、いずれは気づくことでしょう──ルクレツィア殿下が、国を想おもう気持ちに」

「ありがとう。そなたとは、美う味まい珈琲コーヒーが飲めそうだ」

　ルクレツィアは涙ぐむと、アンジェリークと握手を交わした。

「アッシュの仲間で、アーニャです。操そう舵だ手を務つとめてます」

「ルクレ様の従者、リラ。この子、相棒のムイシュキン」

　続いて、アーニャとリラもアンジェリークに挨あい拶さつをすませる。ムイシュキンもアンジェリークには好感を抱いだいたらしく、「うぉん！」と元気に挨拶をした。

「ちゃ～」

　モルドレッドもアーニャに倣い、ぺこりと頭を下げた。

「ふふっ。聖竜皇と冥竜王の末まつ裔えいに、騎士国と帝国の姫君。およそ三百年の歴史を誇ほこるアルテア関門橋要塞ですが、今この瞬間ほど、錚そう々そうたる顔ぶれがそろったのは初めてでしょうね」

　アンジェリークは感かん慨がい深げに微笑ほほえんだ。が、すぐさま表情を引きしめる。

「それでは早速、この要塞が今まさに直面している事態について、皆様にご説明いたしましょう。もっとも、実際に見ていただくのが手っ取り早いと思いますので、これより対岸方面にご案内しますわ──」
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　アンジェリークの案内で、アッシュたちは中央エレベーターを経由し、要塞の屋上にたどり着いた。

　屋上は空漠としているが、鉄や機械油の匂いが漂ただよっている。サーチライトの光こう芒ぼうが、頻繁に夜空を切り裂いていた。

　エレベーターから吐き出されたアッシュたちの前には、一台の軍用車両が停とめられている。車両の脇に立っていた兵士が、アンジェリークを一目見るなり、直立不動となった。

「お車の準備は、既にできております！」

「ご苦労様」

　アンジェリークは兵士に応じると、アッシュたちを振り返った。

「それでは皆様、乗っていただけますかしら？　なにぶん、向こう岸を視察しようと思うと、それなりの距離を進まねばなりません。徒歩ですと、時間がかかりすぎますので」

「了解です」

　アンジェリークに従い、アッシュたちは車両に乗りこむことにした。

　後部座席の一列目にはエーコ、シルヴィア、ルクレツィア。二列目には、アーニャとモルドレッドとリラ。最後尾はラゲッジ・スペースとなっていて、そこにはムイシュキンが身体を落ち着けた。

　その時点で後部座席は満員となったため、アッシュは助手席に座ることになった。

　しかし、これではアンジェリーク司令官の座る場所がないぞ──と、アッシュは思ったのだが、

「わたくし、乗馬よりもこちらのほうが性に合っていますの」

　眉み目め麗しい少女司令官は悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむと、自ら運転席に着いた。そして、手慣れた様子で魔ま導どうエンジンを始動させる。お腹なかを突き上げるようなエンジン音とともに、車体が小刻きざみに震動を始めた。

「シートベルトの装着は、絶対に忘れぬようお願いしますね。それでは、これより対岸の視察にまいりますわ」

　アンジェリークは軽やかに告げると、ペダルをグイッと踏みこんだ。

「──!?」

　その刹那、強烈なＧが発生し、アッシュたちは背中をシートに押しつけられた。ホイールスピンのノイズが響く。そして発進。

　わずか数秒で、車両は地竜アーシアの最高速度を軽く凌しのいでいた。それどころか、ますます速度を上げていく。

「ちょっ!?　いくらなんでも、速すぎるんじゃないの!?」

「う、うむ。ランスロットに乗っているときとは、まったく異なる感覚だな……」

　早速、エーコとシルヴィアは戸惑まどいの声をあげた。

　アッシュも同じ気持ちだった。

　だが、当のアンジェリークの横顔を窺うかがうと、なんと満面の笑みである。

　──やっぱりドラクロワ伯爵の妹さんだけあって、ちょっと変わってるんだなあ……。

　車両が明後日の方向に吹っ飛んでいかぬよう祈りつつ、アッシュはそんなことを思うのだった。




　およそ数分後。

　アッシュたちを乗せた軍事車両は、二キロメートル以上の距離を走破して、対岸から数百メートル手前で停止した。

　──ふぅ。寿じゆ命みようが少し縮んだ気がするぞ……。

　アッシュは血の気が引く思いで、車を降りた。夜気に当たった途端、とてつもない解放感を覚えたほどだ。

「ぷはあ～っ!!　し、死ぬかと思ったわ……」

「帰りはもう少し、ゆったりとした運転でお願いしたいものだ……」

　車から降りるなり、エーコとシルヴィアはぶっ倒れそうになっている。まるで、窒息寸前まで陸に揚げられた魚が、間一髪で水中に戻されたような顔をしていた。

「ちょっと嫌な汗をかいたわね……」

「大丈夫か、ムイシュキン？」

「くぅ～ん……」

　アーニャとリラも戦せん々せん恐きよう々きようとした顔で、車を降りた。ムイシュキンもかなり弱っている様子だった。

「ふふっ。なかなかエキサイティングであったな」

「ちゃ～♪」

　対照的に、ルクレツィアとモルドレッドは満足げな様子である。

　アッシュたちからやや遅れて、アンジェリークも車を降りた。

「皆様。ここからですと、対岸の状況を確認できますわ」

　アンジェリークの視線の先には、観光名所の展望台でよく見かけるような、大型望遠鏡が設置されていた。

　もっとも、肉眼で対岸を眺ながめるだけでも、異様な雰ふん囲い気きだけなら察知できた。

　対岸に沿って、焚たき火びの灯あかりも確認できる。およそ五百名ともいわれる群集の気け配はいも、確かに伝わってきた。

　やや緊張しつつ、アッシュは望遠鏡を覗のぞきこむ。最初は真っ暗だったが、倍率を上げていくと、巡礼団のひとりひとりを見分けることができるようになった。

　巡礼者たちは、年齢も性別もバラバラで、老若男女が入り交じっている。地べたに寝転がっている老人がいるかと思えば、乳ち吞のみ児ごを抱えた女性もいる。

　誰もが、見るからに疲弊している様子だった。しかも衣服は長旅のせいで汚れ、ボロボロになっている。着の身着のままで、巡礼の旅を始めたといった様子である。

「巡礼の旅を完遂すれば、方はこ舟ぶねに乗せてもらえると……本気で信じているんだろうな。なんとかして、あの人たちの洗脳を解ければいいんだけど」

　アッシュは望遠鏡から目を離すと、溜ため息いきをついた。

　続いて、エーコたちも望遠鏡を覗きこんだが、やはりアッシュと同じように、溜息しか出てこない。

「正直、わたくしとしても困り果はてています。なにぶん、あれほどの大おお所じよ帯たいですし……しかも、相手は邪教の信仰に取とり憑つかれています。世が世なら、警備兵による大虐殺に発展していたでしょうが、我々としても、そんな事態は避さけたいところです。あの中には、親が信者だからというだけで、巡礼の旅に巻きこまれた子どもたちも含まれているのです」

　アンジェリークも憂慮の表情を浮かべている。

　そのときだった。

　突如として、対岸のほうから物騒な叫び声が次々と上がったのだ。どうやら、なにか動きがあったらしいが……かなりの距離を隔てたアッシュたちの地点にも、険悪な空気だけは伝わってきた。

　何事だとばかりに、シルヴィアが望遠鏡に飛びついて、

「大変だ、アッシュ！　どうやら巡礼団の者たちが……暴動を起こし始めたぞ！　くっ、石や松明たいまつを投げている輩やからもいる！」

「なんだって!?」

　アッシュは愕がく然ぜんとした。

「……どうやら、恐れていたことが起こってしまったようですね」

　アンジェリークが冷静につぶやいたそのとき、

「ドラクロワ司令！　こちらにいらっしゃいましたか！」

　士官服を着用した軍人が駆かけつけてきた。重武装の兵士たちをぞろぞろと引き連つれている。

　アンジェリークは士官たちに向き直ると、

「暴動が始まったようですね」

　淡々と、それだけを告げた。

「そ、その通りです。現状、司令のご指示に従い、攻撃は控ひかえさせておりますが……いかがいたしましょう？」

「そうですね……」

　考えこむアンジェリーク。

　アッシュは焦燥に駆られた。このままでは、いずれ兵士たちは巡礼団に銃口を向けざるを得なくなるだろう。そもそも、自分たちはこうした事態を避さけるためにこそ、わざわざ訪れたのではなかったか。

「俺が仲裁します！　第三者としての立場から、信徒たちを説得する──そのためにこそ、俺たちはここにいるんです。姫様、今すぐランスロットを呼んでくれ！」

「了解だ、アッシュ」

　シルヴィアは懐ふところから竜綺華晶を取りだすと、夜空に向けて叫ぶ。

「我が召喚に応じよ、ランスロット！」
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「大人しくしろっ！　いい加減にしないと、ほ、本当に撃つぞ！」

　群集を前にして、衛兵たちは今にも発砲しそうな様子である。小刻きざみに震ふるえる指先に、あと少し力が加わるだけで、弾はいとも容易たやすく発射されてしまうだろう。

　アルテア勤務の兵士たちは、密入国や密輸といった犯罪者を取り締まる経験は重ねていたが、このような状況に直面するのは初めてだった。

　そもそも、邪教の信徒に取り囲かこまれるような異常事態など、そうそう訪れるものではない。それに、アンジェリーク司令からも、なるべく発砲は控ひかえるようにと指示が下されていた。

　だが、もはや限界に近い。

　信徒たちは恐れる様子もなく、投石を始めてしまったのだ。無む造ぞう作さに放り投げられた石とはいえ、頭部に直撃すれば大おお怪け我がは免まぬがれない。

　それに、石ころなら河畔にいくらでも落ちている。兵士たちの魔ま導どう小銃と違い、予備弾数に制限はない。

　衛兵たちは、要塞内の工房から持参した鋼こう鉄てつ板を楯たて代わりに、かろうじて投石を防いでいる。だが、その場しのぎでしかないのは、明らかだった。

　もし、信徒たちがますます感情的になった挙あげ句く、数を頼りに殺到してきたら……どうすればいい？

　無論、答えはひとつしかない。

　国境を警備する兵士として、全員を射殺するのだ──。

　唯一の救いは、信徒たちの中からも、

「お願い！　みんな、落ち着いて！」

　といった声が響いてくることだ。

　まだ少女らしさを感じさせる、清せい冽れつな声こわ音ねだった。

　この狂信者たちの中にも、まだ理性を保ったままの人物はいるらしい。

　だが、そうした声も、やがて周囲の怒号によって、虚むなしくかき消されていく……。

　次の瞬間、「ぐあっ！」と声をあげて、後方で事態を見守っていた士官のひとりが、その場でうずくまった。

　士官の頭部に、石ころが直撃したのだ。宙で放物線を描いた石ころが、鋼鉄板の楯を擦り抜けるようにして、最後列に布陣していた士官を襲ったのだった。

「だっ、大丈夫でありますか!?」

　兵士のひとりが、血相を変えて訊たずねた。

「な、なんとかな……」

　士官はヘルメットを装着していなかった。頭部の傷口から鮮血が流れ、顔の左半分を紅あかく染めている。

「このっ……！」

　負傷した上官の血を見た瞬間、兵士たちは激昂した。

　ついに意を決したように、一斉に魔導小銃を構える。トリガーに添えた指先に、もはや震ふるえはなかった。

「やめてっ！　なんの罪もない子どもだっているのよ！」

　と、再び理性的な声が響く。

　先ほどから何度か漏もれ聞こえてきた、あの声だ。

　と同時に、たおやかな人影が、群集の先頭に飛びだしてきた。どうやら、あの声の主らしい。

「お願い、撃たないで！」

　その人物は、巡礼者風の外がい套とうを羽織っていた。

　フードを被かぶっているので、顔は見えないが、その声こわ音ねや立ち居振る舞いから察するに、やはり少女といっていい年齢だと思われた。

　少女は、まるで磔はりつけ刑に処された殉教者のごとく両手を広げ、暴徒と化した信徒たちの前方に立ちはだかった。

　だが、もう遅い。激情に駆かられているのは、兵士たちとて同じだった。

　上官を傷つけられた怒りが、もはや罪悪感など帳消しにしているのだ。

　そして、今しも魔ま導どう小銃のトリガーが引かれようとしたそのとき、

「待つんだ！」

　流星のごとく、白銀のドラゴンが滑空してきたのだった。
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　間一髪、ランスロットは河畔に着陸した。

　ちょうど、警備隊と信徒たちの中間地点である。

　その巨きよ軀くから、神秘的な魔光を放つランスロット。頭部にはシルヴィアが騎乗し、背中にはアッシュとエーコがしがみついている。

　警備兵も信徒も、啞あ然ぜんとして、ランスロットの威容に目を奪われている。無論、それこそがアッシュの狙ねらいだった。

　アッシュは、ランスロットの身体から滑すべり落ちるようにして、河畔に降り立った。

「アヴァロン聖竜皇騎士団団長、アッシュ・ブレイクです。まずは双方ともに、心を落ち着けて下さい！」

　アッシュが毅き然ぜんとして宣言すると、衛兵たちの間から、ぼそぼそと私語が漏れ聞こえてきた。

「おお！　あの少年がアッシュ・ブレイクか！」

「こんな辺境にまで駆けつけてくれるとは、なんと心強い！」

「なるほど、女王陛下が恋い焦がれるわけだ」

「既に、陛下とはただならぬ関係だという噂うわさもあるぞ！」

　前半は良かったのに、なぜだか妙な尾ひれがついてきたので、

「それは間違ってますよ!?」

　と、アッシュは律りち儀ぎにツッコんでしまった。

「カッコつけて飛びだしたってのに、締まらないわね」

「……まあ、アッシュらしいといえば、アッシュらしいがな」

　ちょうどランスロットを降りたエーコとシルヴィアが、慰なぐさめるように、あるいは憐あわれむように、声をかけてくる。

　がっくりと肩を落としそうになったアッシュだが、気を取り直した。今は、自分のことなどどうでもいい。

「とにかく、話し合いましょう。特に、信徒の皆さん……あなた方の中には、まだ年とし端はもゆかない子どもだって何人もいます。親の都合で子どもを危険に巻きこんでも、構わないというんですか？」

　声を振りしぼるアッシュ。だが、返ってきた反応は──。

「ふざけるな！　アヴァロン聖竜皇騎士団だと!?」

「貴様らは、我ら〈血の黄昏クリムゾン・ダスク〉の信仰を妨げる悪魔だ！」

「そもそも、これ見よがしに竜族を見せつけおって！　なにが調停だ！　しょせん、貴様も武力で我々の行く手を阻もうとしているだけではないか！」

「そうだそうだ！」

　アッシュは血の気が引く思いで、立ち尽くした。とてつもない憎悪の風が、容よう赦しやなく吹きつけてくる。

「気をつけろ、アッシュ！　どうやら〈血の黄昏クリムゾン・ダスク〉の連中は、アヴァロン聖竜皇騎士団を悪魔だと見なしているらしいぞ……」

　シルヴィアが警戒心を滲にじませつつ、悔しそうにつぶやく。

「まったく、頭がおかしいんじゃないの!?」

　エーコのほうは、極めて率そつ直ちよくな意見を口にした。ぷりぷりと憤いきどおっている。

「ここまで俺たちが憎まれていたなんて……滅め茶ちや苦く茶ちやじゃないか」

　予想外の展開に、アッシュは困惑する。

　信徒たちの眼まな差ざしは、憎悪の炎に燃えている。その対象は、他ならぬアッシュたちなのだ。しかも、親に手を引かれた子どもたちまでが、アヴァロン聖竜皇騎士団と聞いた途端、怒りや憎しみ、不安や恐れといった感情をあらわにして、こちらを睨にらみつけてきた。

　大人も子どもも例外なく、洗脳されているのは明らかだった。

　──くっ！　俺たちが駆かけつけたのは、やぶ蛇だったのか……!?

　アッシュは額ひたいに汗を浮かべつつ、唇くちびるを嚙かみしめる。

「たとえドラゴンの炎に灼やかれようとも、俺たちは屈しない！」

「すべては聖務を完遂するために！　選ばれし民として、〈方はこ舟ぶね〉に乗るために！」

「そうだ！　近い将来、来たるべき新世界を見るために！」

　再び信徒たちが怒号をあげて、容よう赦しやなく石を投げながら、じりじりと迫ってくる。

「ランスロット！」

　シルヴィアが叫ぶや、ランスロットは防御魔法障しよう壁へきを展開した。おかげで投石は完全に無効化できたものの、怒りに我を忘れた信徒たちの行進は止まらない。

　ドラゴンの防御魔法障壁は、高密度の魔ま導どうエネルギー体だ。あのままに突っこめば、人体など呆あつ気けなく消滅してしまう……！

「アッシュ・ブレイク殿！　やはり、狂信者たちに理屈は通用しませぬ！　ここは我ら警備隊にお任せください！」

　魔導小銃を構えた衛兵が、厳げん粛しゆくな口調で叫んでくる。

「だけど……！」

　アッシュは痛いほどに拳こぶしを握にぎりしめた。

　あの信者たちとて、魔導結社〈デミウルゴス〉の野望に翻ほん弄ろうされているだけの、被害者なのだ。教団による洗脳さえ解ければ、正気に戻る可能性はある。そうとわかっている相手を、みすみす殺させるのは──。

「もうやめて！　間違っているのは、あたしたちのほうよ!!」

　そのとき、ひんやりとした夜気を両断するかのように、痛烈な声が響きわたった。

　うら若い乙女を思わせる声だ。

　──彼女は一体……？

　フードを被かぶった女性を目の当たりにして、アッシュは怪け訝げんに思った。

　そういえば、アッシュたちが着陸する寸前、信徒たちの集団から飛びだして、なにかを訴えていた人がいたような……と、思い出す。

　その凜りんとした声には、聞き覚えがあるような気がした。

　だが、彼女の呼びかけも虚むなしく、激情に身を任せてしまった信徒たちの勢いは、留とどまるところを知らない。

「ええい、どけ！　さっきから、お前はどっちの味方なんだ？　まさかとは思うが、教団を裏切るつもりではあるまいな!?」

　信徒のひとりが、フードを被った女性を威い嚇かくする。それどころか、仲間のはずの相手に向かって、ついに石の雨を降らせ始めた。

　だが、それでも彼女は動じない。側頭部をかすめるように石が通過しても、身じろぎひとつしなかった。とんでもない度胸である。

「……ここで正体を明かすつもりはなかったのだけど、仕方ないわ」

　と、フードの奧からそんなつぶやきが漏もれ聞こえたかと思うと──。

　彼女は意を決したらしく、フードを下ろした。

　篝かがり火びの灯あかりを受けて、燦さん然ぜんと輝かがやく金髪が、ふわりとこぼれ落ちた。

　その、左右で束ねた髪型には、確かに見覚えがあると思った。

　彼女の顔を目の当たりにした途端、暴徒と化しつつあった信者たちは、ぴたりと動きを止めた。そして、最前列の者たちの動揺が、次々と後列へと感染していく。

「あ、あの御お方かたは……！」

「うっ、うそだろう!?　どうして、こんなところにいらっしゃるのだ……？」

「この道中、ずっと我々に同行しておられたとでもいうのか!?」

　まるで魔法のように、信徒たちは闘争心を冷ましていった。

　そして、彼女はゆっくりと、アッシュを振り返る。

「また会えたわね。アッシュ・ブレイク」

　そういって、寂しげに微笑ほほえんだ彼女の正体は──。

「ベアトリーチェ!?　本当に、ベアトリーチェなのか……？」

　アッシュは思わず、彼女の名を叫んでいた。

「でも、どう見てもベアトリーチェよね……？」

「ああ。随ずい分ぶんとやつれてはいるが、間違いなく彼女だな……」

　エーコとシルヴィアも、啞あ然ぜんとしている。












「なぜだ!?　ベアトリーチェ様が、どうして!?」

　石を手に取っていた信徒たちでさえ、ぽかんと呆ほうけている始末だった。

　どうやらベアトリーチェは、周囲の信徒に対しても正体を伏せていたらしい。あくまでも一介の信徒として、巡礼団に紛まぎれこんでいたことになる。

　アーカム城でオスカーたちから聞いた報告によれば、ベアトリーチェ・スカルラッティは暫定政権の代表に就任したはずだった。

　その暫定政権の内実とは、魔ま導どう結社〈デミウルゴス〉から派遣されてきた、ヴィットーリアとホロウである。そうした国内事情を鑑みるに、ベアトリーチェは魔導結社デミウルゴスの傀かい儡らいになったと推察されていた。

　ただ確かなのは、ベアトリーチェが正体を明かした途端、信徒たちが大人しくなったことである。次々と、握にぎりしめた石を足もとに落としている。

　どうやら、信徒たちのベアトリーチェに対する忠誠心は、かなり強いようだ。

「これより、あたしが交渉に当たります。皆にはつらい思いをさせますが、もうしばらく我が慢まんして、ここで待機をお願いします」

　ベアトリーチェが、穏やかながらも有無をいわせぬ口調で告げると、信徒たちは大人しく従った。次々と、その場に腰をおろしたのだ。

　たったひとりの少女に、総勢五百名の群集が従う光景は、ただただ圧巻だった。

「とりあえず、アッシュ？　あたしを、この要塞の司令官に会わせてくれる？」

「ああ、わかった……」

　アッシュはたじたじとなりながら、ベアトリーチェの要求にうなずいた。





　　　　◇






　早速、ベアトリーチェはアンジェリークの執務室に通された。

　既に、アンジェリークは執務室に戻っていた。アーニャとモルドレッド、ルクレツィアとリラも同席している。ムイシュキンもまた、扉の脇で衛兵よろしく控ひかえている。

　この会談が決まるやいなや、アンジェリークは再び軍用車両を駆かり、猛スピードで引き返したのだろう。ルクレツィアとモルドレッドはけろりとしているが、アーニャとリラとムイシュキンのほうは、げっそりしているように見えた。

　挨あい拶さつもそこそこに、アンジェリークとベアトリーチェは応接スペースの席に着いた。テーブルを挟はさんで、真っ正面から向かい合う。ささやかながらも、卓上には紅茶と菓子が用意されていた。

「アルテア関門橋要塞へようこそ、ベアトリーチェ・スカルラッティさん」

　アッシュたちがハラハラしながら見守る中、アンジェリークは口火を切った。

「話し合いに応じていただき、感謝します。あたしも、この要塞の頂点に君臨する司令官の噂うわさは、いろいろと聞いています」

　ベアトリーチェの態度は、堂どう々どうたるものだ。以前に会った頃と比べて、大人びた印象だった。ラブロックを襲った政治的混乱が、ベアトリーチェを無理やりに成長させたのかもしれない。

「ふふっ。悪い噂じゃなければよいのですけど。とりあえず、どうしてこのような事態になったのか、あなたの口からご説明願えるかしら？」

「はい──」

　ベアトリーチェは切々と語り始めた。

「……あの巡礼団の目的は、お察しの通り、教団から命じられた聖務のためです。国境を越えて、教団が指定した通りの順路をたどり、最終的にはゼファロス共和国の北端部──ゾノ＝トーンの方はこ舟ぶねに至いたれ……という内容でした」

「ちょっと待ってくれ！　要するに、〈竜の尾〉から〈竜の顎門〉まで、徒歩で巡礼しろっていうわけか!?」

　アッシュが思わず口を挟はさむと、ベアトリーチェは「そうよ」と肯定した。

　とんでもない話だ……と、アッシュは思う。

　どう考えても、実現するのは無理だろう。気が遠くなるような距離に加えて、途中にはゼノグラヴィア山脈が横たわっているのだ。

　にもかかわらず、五百名の巡礼団は出発した。改めて、カルト宗教の怖さを痛感せざるを得ない。

「その巡礼団に、どうしてベアトリーチェさんが秘密裏に紛まぎれこんでいたのか、お聞かせ願えますか？」

　アンジェリークが先をうながすと、ベアトリーチェはこくりとうなずいた。

「あたしが暫定政権の代表に就ついたのには、やむを得ない事情がありました。〈デミウルゴス〉から派遣されてきたヴィットーリアとホロウは、民衆を大人しくさせるために、スカルラッティ家の娘を傀かい儡らいにすると決めたんです。自分でいうのもなんですが、スカルラッティ家は民衆派というか、特に東部の民からは慕したわれているから……」

　ベアトリーチェは悔しげな顔をした。

「もちろん、奴やつらの傀儡なんて真っ平ごめんでしたけど、逆らうことはできなかった。ヴィットーリアたちは、あたしが命令を拒否するのなら、無差別に選別した民衆を百人ほど、処刑するって……脅してきたんです」

「なっ！　なんて奴らなの!?」

　エーコが憤いきどおりの声をあげる。

　つまり、自分が護まもるべき民を人質にされた結果、ベアトリーチェは代表の座に就かされたというわけだ。

　出発前の会議で、オスカーが「もしかすると、民衆を人質に取られているのかもしれないね」と推測していたが、その通りだったのである。

「おかげで国内の治安はかなり回復しました。あたしの役割といえば、単なる操り人形にすぎなかったのですが。結局、気づいたときにはもう、国内には〈血の黄昏クリムゾン・ダスク〉の教えが蔓まん延えんしていて、多くの民が洗脳されていました。さっきも見たでしょう？　大人も子ども関係なく、あの連中の教理を盲信している有り様で……」

　いつしか、ベアトリーチェの拳こぶしはぷるぷると震ふるえている。

「挙あげ句くの果はてに、あんな聖務が発動されて、五百名の巡礼団が結成された。こんなバカげた事態をなんとか変えたくて……あたしは決めたんです。いったん〈竜の尾〉を脱出すると……！」

「なるほど。脱出のために、あの巡礼団を利用したというわけですね？」

　アンジェリークは感嘆の表情を浮かべた。

「はい。五百人の集団がひとり増えたところで、誰も気づきはしないだろうと思いました。一応、狙ねらい通りに事は運びましたが……アルテア関門橋要塞にたどり着いた途端、あんな状況になってしまって。正直、あのタイミングで正体を明かすべきか否いなか、迷いました。そうこうしているうちに、暴動になりかけて……それでも、あたしはなかなか踏ん切りがつかなかった……」

　表情を曇くもらせていたベアトリーチェだが、次の瞬間、アッシュに視線を向けた。

「そしたら、アッシュがドラゴンに乗って現れたのよ！　本当に、びっくりしたわ。だけど、正体を明かすなら、このタイミングしかないって思った。だって……アッシュなら必ず、あたしの言葉を信じてくれると思ったから」

　ベアトリーチェは瞳ひとみを潤うるませると、一心にアッシュを見つめている。

　アッシュがドキリとさせられるほど、健けな気げな表情だった。




「……なるほど。あなたの事情は大体わかりました」

　ベアトリーチェが大体の説明を終えると、アンジェリークはティーカップを置いた。

「気がかりなのは、どうしてこの時期に、同時多発的にテロが勃ぼつ発ぱつしたのか？　という問題です。どうして〈血の黄昏クリムゾン・ダスク〉の聖務が、同時期にいくつも発令されたのか──と換言することもできますね」

　アンジェリークの疑問は、もっともだった。

「教団によるテロが、大陸の東南部に集中しているのも気になるな」

　と、ルクレツィアが憂慮を口にする。ルクレツィアの視線は、壁に張られた大陸地図に向けられていた。

　そこには、教団が実行に移したテロの位置情報が赤字で付記されているのだが、ルクレツィアの指摘通り、大陸の東側に集中しているのだ。

　このアルテア関門橋要塞にしても、大陸東部に属する。

「もしかすると、陽動作戦かもしれませんね」

　アンジェリークの言葉に、アッシュは不吉な予感を覚えた。

「それは一体……？」

「例えばですが、大陸の西側──つまりゼファロス領内のどこかで、魔ま導どう結社〈デミウルゴス〉が本格的に動きだしたのかもしれません。大陸西部でなにか重大な計画を進めるために、あえて我々の目を大陸東部に向けさせる……そういう意味で、陽動作戦かもしれないといっているのです」

　確かに、その可能性は充じゆう分ぶんに考えられる……と、アッシュは納得する。

「ところで……ドラクロワ司令官？　今も外で待たせている、五百名の巡礼団についてなのですが」

　と、ベアトリーチェが遠慮がちに訊たずねた。

　教団に騙だまされて道を踏み外したとはいえ、ベアトリーチェが護まもるべき民には違いない。一連の事情を説明している間も、ずっと気になっていたのだろう。

「……そうですね。これはわたくし個人のアイデアですが、いっそ王都アーカムの医療施設に送り、洗脳を解くための治療を施すというのはどうでしょう？」

　アンジェリークの提案に、ベアトリーチェはぽかんとした。

「医療施設？」

　アッシュもきょとんとして、首をかしげるばかりである。

「だ、だけど、彼らに治療費を支払う能力なんて……ありません。着の身着のままで、巡礼の旅に駆かりだされたんですよ？」

「もちろん、治療費は不要です。今や世界中で〈血の黄昏クリムゾン・ダスク〉による洗脳工作が行われています。昨日などは、我が王国が誇ほこる歌姫──マルグリット・シンクレアまでもが、信者のひとりだと判明しました」

「なっ!?　王国一の歌姫と称されているほどの人が……？」

　ベアトリーチェは愕がく然ぜんとした。

「わたくし、彼女のファンだったのですが……本当に残念ですわ。そうした被害者を救いたいと願うのは、わたくしの願いであると同時に、女王陛下のご意志でもあるのです」

「感謝します、ドラクロワ司令官。彼らが素直に治療を受うけ容いれるよう、あたしも全力を尽くします……！」

　ベアトリーチェは衝動的に席を立つと、アンジェリークの手を握にぎりしめた。

　──これで一安心だな。

　ベアトリーチェの顔に、活いき活いきとした表情が甦よみがえったので、アッシュは胸を撫なで下おろした。

　わざわざ調停のため、このアルテア関門橋要塞を訪れたアッシュたちだが、最悪、なんの役にも立てない可能性もあった。

　事実、一時はどうなることかと思ったものだ。

　だが、ベアトリーチェと再会できたことで、状況は一気に好転した。

　アッシュたちの行動には、ちゃんと意味があったのだ──。

　そのときだった。

　突然、けたたましい警報が鳴り響いたのである。

「……なんだ？」

　耳をつんざくような音響は、アッシュの胸に嫌な予感を引き起こした。

「ちょっと、なにが起こったのよ!?」

　エーコが耳を手でふさぎつつ、悲鳴のような声をあげる。

『……気をつけて』

　と、アッシュの脳のう裏りに声が響く。ナヴィーだ。同時にエーコもハッと顔を上げたので、ナヴィーの念話はエーコにも届いているのだとわかった。

『つい先ほど、総勢十二騎の武装勢力が要塞の第一層に侵入したわ。いえ、あれは厳密には……単騎といったほうがいいのかしら？』

　ナヴィーが謎めいた情報を送ってきた直後、

「報告いたしますっ！」

　ひとりの士官が駆かけこんできた。

「まずは落ち着きなさい」

　アンジェリークがたしなめると、士官は呼吸を落ち着ける。

「し、侵入者です！　現在、十二機の装甲機竜が確認されています！　ですが、奇妙なことに……隊長機を除いた十一機には、搭乗者は見あたりません！」

「どういうこと？　まさか、隊長が他の十一機を遠隔操作しているとでも……？」

　難しい顔で考えこむアンジェリーク。

　つい先ほど、ナヴィーが「単騎」と評したことを、アッシュは思い出した。ナヴィーの情報と士官の報告を比べてみると、ちゃんと辻つじ褄つまは合っている。十一機の機竜を遠隔操作するなどという技術については、とても信じられない気分だが……。

「しかも、この隊長機が異様なほどに強く──」

　士官は戦せん慄りつの表情を浮かべたまま、さらに報告を続ける。

「現状、我が軍は防戦一方に追いこまれています。このままでは、第一層を突破されるのも時間の問題かと……。その上、侵入者は事前に妙な兵器を使用したらしく、謎の電波障害が発生しております。現在、我らが要塞は通信不能状態に陥っているのです」

「なんですって!?」

　冷静さを保っていたアンジェリークが、初めて動揺の色を浮かべた。年齢相応の少女らしい表情が、ちらりと覗のぞいてしまう。

　士官の報告が事実なら、現状、アルテア関門橋要塞は孤立無援の状況というわけだ。王都アーカムに援軍を要請するためには、密使や伝でん書しよ鳩ばとといった、古典的な手段を使うしかないだろう。

「……それで、隊長に関する分析情報は？」

　アンジェリークは咳せき払ばらいをひとつ挟はさむと、再び司令官の顔に戻った。

「不気味なヘルメットを装着しているため、顔かたちも年齢も不明です。ただし、体型から察するに、女性であることは疑いようがありません」

　青ざめた士官の説明を聞きながら、どこかで聞いたことのある特徴だな……と、アッシュは思った。

「まさか……！」

　と、ベアトリーチェが急にガクガクと震ふるえだした。異常なまでの怯おびえかただった。

「ホロウだわ！　逃げたあたしの居場所がアルテア要塞だと気づいて、自ら追いかけてきたのかも……。だけど、彼女自身がわざわざ出張ってくるなんて……！」

「大丈夫だ。ベアトリーチェは俺が護まもる」

　アッシュはベアトリーチェの震える肩に手を置くと、宣言した。

「あっ、ありがと……」

　ベアトリーチェは意表を突かれたように硬直し、なぜだかポッと頰ほおを染めたが、全身の震えは止まっていた。

　その刹那、激しい爆発音が立て続けに響きわたった。

　アッシュたちのいる第五層にまで、震動が伝わってくる。

「ふみゅう～！」

　モルドレッドが怯えて、頭を庇かばうような仕草をする。アーニャが「大丈夫だからね」といって、モルドレッドの身体を抱き締めた。

「報告します！　たった今、第一層が突破され、第二層に侵入されました！」

　と、二人目の士官が駆かけこんでくるなり、衝撃の事実を告げた。最初に警報が鳴ってから、まだ五分ほどしか経たっていない。

　そんな短時間で、ホロウは第一層を攻略したというのか……！

「現在、敵は怒ど濤とうのごとき進撃を続けています！　マニュアル通りの応戦では、とても対応できません！　こっ、このままでは……関門橋を落とされてしまうのも時間の問題であります！」

　まるで地獄の釜の淵を覗のぞきこんできたような顔をして、士官は叫ぶ。

　アッシュは戦せん慄りつした。

　いくら敵の戦闘力が高いとはいえ、まだ第二層目だ。負けが決まったわけではない。にもかかわらず、士官の表情からは、恐怖と諦念がありありと感じられるのだ。

　よほどの異常事態である。

　いや、異常なのは……ホロウという女兵士そのものか──。

　と、突然、警報がぴたりと鳴り止やんだかと思うと、

『……我ガ名ハ、ホロウ。作戦目標ハ、ベアトリーチェ・スカルラッティ。大人シク引キ渡セバ、即時撤退スル。司令官ハ速ヤカニ……応答セヨ』

　まるで幽鬼を思わせる声が、スピーカーから鳴り響いたのである。

「なっ、なんだ!?」

　アッシュが叫ぶと、

「第二層には放送室があります。既に占拠されたのだわ……！」

　アンジェリークは衝動的に、拳こぶしをテーブルに叩たたきつけた。

　放送室を占拠されたということは、ホロウの告知は要塞全体に響いたことだろう。

「ううっ。なんて不気味な声なの!?」

「まるで、地獄の底から響くような雰ふん囲い気きがあったな……」

　エーコとシルヴィアは鳥肌を立てながら、互いの手をギュッと握にぎりしめている。

「なにか怪しい薬物でも投与されているような、異様な雰囲気だったな。まともな人物ではあるまい」

　ルクレツィアも柳眉を逆立てながら、身構えている。その脇では、ムイシュキンが「ぐるるるっ！」と唸うなり始める。ホロウの声は、猛もう獣じゆうにまで嫌悪感を与えたのだ。

「落ち着け、ムイシュキン。今のは、ただの放送」

　我が子にいい聞かせるように、リラは愛獣の背中を撫なでている。

　──なんなんだよ、あの異様な存在感は!?　たかが声だけで、こんなにも嫌な気分にさせるなんて……！

　アッシュも戦せん々せん恐きよう々きようとした気分のまま、棒ぼう立ちになっていた。まるで死神に足首をつかまれたような、異様な錯覚を覚えたほどである。

「……ベアトリーチェさん。どうやら、ホロウは本気であなたを奪だつ還かんするつもりのようですわね」

　そうつぶやくと、アンジェリークはベアトリーチェを見やった。

「ご、ごめんなさい。もし、あなたが要塞を護まもるため、あたしの身柄をホロウに引き渡すというのなら……大人しく従うわ」

　ベアトリーチェは悄しよう然ぜんとうなだれた。

「確かに、そうね。これ以上、要塞の被害を出さないためには、それが一番手っ取り早いでしょう」

　アンジェリークの言葉に、アッシュは愕がく然ぜんとした。まさか、アンジェリークは本気で……ベアトリーチェを大人しく引き渡すつもりなのか!?

「ま、まさか……本気じゃないですよね？」

　アッシュが恐る恐る訊たずねると、

「無論です。このアンジェリーク・ドラクロワを、なんだと思っているのですか？」

　アンジェリークは毅き然ぜんとして、胸を張った。

「ベアトリーチェさん──あなたの身柄は、このわたくしが責任をもって、王都アーカムまで移送してみせますわ。これより、作戦行動を開始します！」





　　　　◇






　ブリーフィングを終えると同時に、アッシュたちは駆かけだした。

　アンジェリークの執務室を飛びだすと、二手に分かれる。

　アッシュたちは中央エレベーターを目指して、廊下を直進する。

　一方、アーニャとモルドレッド、ルクレツィアとリラとムイシュキンは、非常口を目指した。

「王都アーカムで再会しよう！」

　別れ際、アッシュが声をかけると、アーニャたちは力強い笑顔を浮かべ、手を振った。

　そして──アンジェリーク、アッシュ、エーコ、シルヴィア、ベアトリーチェは、中央エレベーターに乗りこんだ。操作パネルには、一階から五階、そして屋上の表示がある。

「少々、お待ちを」

　と、アンジェリークが懐ふところから鍵を取りだして、操作パネルの最下部に位置する鍵穴に差しこんだ。すかさず、右側にひねる。

　ガコン！　と、機械的な音が響いた。

　たちまち、エレベーターが高速で下降を始める。

　緊急モードに変更されたのか、異様な速度だった。

「…………」

　エーコもシルヴィアも、アンジェリークもベアトリーチェも無言のまま、エレベーターが止まるのを待ち構えている。

　先刻、アンジェリークが提案した作戦を、アッシュは脳のう裏りで反はん芻すうすることにした。




「敵の目標は、あくまでもベアトリーチェさんの身柄確保です。となれば、彼女を守り抜き、王都アーカムまで送り届けることができれば、我々の勝利となります。この要塞の兵力でホロウを食い止めるのはもちろんですが、ベアトリーチェさんの移送にこそ、全力を尽くすべきだと考えます。アッシュ殿たちにも是ぜ非ひ、ベアトリーチェ殿のそばについていただきたいのです」




「現在、この要塞の屋上には、フォルトゥナという名の魔ま導どう艇ていが、いつでも発進できるようスタンバイしています。一方、河畔には、アッシュ殿たちの魔導艇デュランダルと、ルクレツィア殿下の私有艦ロスヴァイセが停泊中です」




「まずは、屋上の魔導艇フォルトゥナを、王都方面に向かって飛ばしましょう。もちろん、魔導艇フォルトゥナにベアトリーチェさんが乗っているのだと、ホロウに推測させるためです。とはいえ、フォルトゥナは囮おとりです。ベアトリーチェさんを乗せたりはしませんわ」




「さらに時間を置いて、今度は魔導艇デュランダルと、魔ま導どう艦かんロスヴァイセを順番に飛ばしていただきます。もし、敵が『フォルトゥナ＝囮』だと見破ったとしても、この二隻せきのうち、いずれかが本命だと考えることでしょう。ですが、この二隻にも、やはり囮としての役割を果はたしてもらいます。囮役になっていただくのは、たいへん心苦しいのですが……」




「そして、ついに本命の出番となります。実際に、ベアトリーチェさんに乗っていただくのは──」




　アッシュがそこまで反はん芻すうした直後、エレベーターが軽い震動とともに、ぴたりと停止した。そして、エレベーターの扉が左右に開く。

「さあ、参りましょう」

　真っ先に、アンジェリークがエレベーターを降りた。

「ここは……！」

　エレベーターから足を踏みだした途端、アッシュは瞠どう目もくした。

「ふわあ～」

「これはまた、想像以上だな……」

「この要塞に、これほどの地下施設があったなんてね」

　エーコとシルヴィア、ベアトリーチェも呆ほうけたように、周囲を見回している。

　アッシュたちが到着したのは、要塞の最下層に位置するドックだった。

　周囲を鋼こう鉄てつで覆おおわれた、武骨かつ広大な空間。鉄の臭においや、機械油の臭いがきつい。巨大な起重機クレーンが何台も屹きつ立りつしていて、見るからに物々しい雰ふん囲い気きだった。

　中央にはプールのような施設がある。そこには、魔ま導どう艦かんのような乗り物が係留されていた。とはいえ、一般的な魔導艦とは雰囲気が異なる。

「ドラクロワ司令！」

　と、作業に当たっていた兵士たちが、うら若き司令官の姿に気づいた。

「わたくしには構わず、作業を続けてください。あと何分で発進できますか？」

　アンジェリークは顔色ひとつかえずに、淡々と訊たずねた。

「十五分もあれば！」

「七分でお願いできるかしら？」

「七っ!?　……いえ、了解しました！」

　兵士との緊迫したやり取りを経て、アンジェリークは係けい留りゆう索さくの付近に立った。

「我がドラクロワ伯爵家が保有する、魔導潜水艦ウォルブルックですわ。これより我々はレイヴァース大河を潜行し、ホロウとやらに気づかれぬよう、王都方面を目指します」

「潜水艦ですか……！」

　アッシュは新鮮な気分を覚えつつ、ウォルブルックを見上げた。空を飛ぶ魔導艦や魔ま導どう艇ていにはすっかり馴な染じんだが、魔導潜水艦というのは初耳だった。

「せ、潜水って……本当に、この大きな船で水中を進むのかしら？」

　エーコもウォルブルックを見上げつつ、戦せん々せん恐きよう々きようとしている。

「……そうだ、アンジェリーク殿。我が相パ棒ル、ランスロットも同乗させてもらって構わないだろうか？」

　と、シルヴィアが申し出た。

「ええ、構いませんわ。竜騎士ドラグナーなら、パルをそばに置いておきたいと思うのは当然でありましょう。格納庫でしたら、ドラゴンを収容するだけの空間も確保できますし」

　シルヴィアは礼を述のべると、竜綺華晶を掲げてランスロットを召喚した。頭上に光の渦が出現し、門を通過するようにランスロットが出現した途端、

「うわっ！　なっ、なんだあ!?」

　作業員たちはギョッとして立ちすくんだ。

「恐こわがる必要はありません。作業を続けてくださいな」

　アンジェリークにうながされ、作業員たちは再び、慌ただしく動きだした。

　発進準備が完了するまで、あと七分弱──。





　　　　◇






　一方、アーニャたちは、夜の帳とばりに包まれた河岸に到着したところだった。

　要塞内部では今も戦闘が続いていて、銃声や爆発音が引っ切りなしに続いている。

　十二機の機竜を擁しているとはいえ、単身、これほど巨大な要塞に襲撃をかけた上に、今なお戦い続けているのだから、ホロウの化け物ぶりがよくわかる。

「できることなら、ラブロックから来た巡礼団の人たちも運んであげたいけど……」

　アーニャは残念そうにつぶやくと、対岸のほうを眺ながめやった。

　もちろん、川向こうは闇に覆おおわれているし、そもそも距離が遠すぎる。巡礼団の様子はさっぱりわからない。

「仕方ない。今から関門橋を渡ってもらうような時間的余裕はないし、そもそも五百人もの人数、とても運び切れぬ。幸い、ホロウの目的はベアトリーチェであって、あの五百人に危害を加えるつもりはなさそうだ。今のところは、だがな……」

　ルクレツィアが現実的な意見を口にする。

　そうだ、今はアンジェリークが立案した作戦を成功させる──それがすべてなんだと、アーニャは思い直した。

「それでは、次は王都アーカムで会いましょう」

　アーニャが別れを告げると、

「うむ。無事の再会を祈っているぞ」

「タンタロス族の根性、見せるとき！」

　ルクレツィアとリラは勇ゆう気き凛りん々りんとした表情を浮かべている。ムイシュキンも「うぉん！」と威勢よく吼ほえた。

　かくして、アーニャとモルドレッドは魔ま導どう艇ていデュランダルに、ルクレツィアとリラとムイシュキンは魔ま導どう艦かんロスヴァイセに向かった。





　　　　◇






　魔導艇デュランダル、操そう舵だ室しつ。

　アーニャはモルドレッドの身体を座席に固定してやると、操舵席に着いた。

「うむぅ」

　シートベルトの感触が気に入らないようで、モルドレッドは不満を漏もらしている。とっくに夜は更けているが、眠たそうな様子はない。さすがに、一連の騒さわぎで眠気は吹き飛んでしまったようだ。

「しばらくの我が慢まんよ、モルドレッド」

　モルドレッドはアッシュたちに預けたほうが、魔導艇の操縦には専念できたかもしれない。だが、あえてアーニャはモルドレッドと行動を共にする道を選んだ。そうするのが、自然だと思ったからだ。

　アーニャは気合を入れ直すと、魔ま導どうエンジンを始動させるための準備に取りかかる。

　エンジンが完全に起動するまでには、しばらく時間を要するが、問題はない。まずは「第一の囮おとり」を務つとめる、魔ま導どう艇ていフォルトゥナの発進を待たねばならないからだ。関門橋要塞の屋上では、大わらわで発進準備が進められていることだろう。

　アーニャは固唾かたずを吞のんで、前方に展開させた魔導ディスプレイの映像を注視する。

　それから何分が経過しただろう？

　ついに、関門橋要塞の屋上から、一隻せきの魔導艇が飛び立った。

「間違いない。シェブロン王国軍の、魔導艇フォルトゥナだわ！」

　フォルトゥナはゆっくりと、夜空へと浮上していく。

　今頃、要塞内部ではホロウに対し、ベアトリーチェを乗せたフォルトゥナが離陸したように見せかけるべく、欺ぎ瞞まん工作が行われていることだろう。

「デュランダルの発進準備完了まで、あと五分……第二の囮として発進するには、ちょうどいい頃合いだわ」

　アーニャがつぶやいた、そのときだった。

　魔導ディスプレイに映しだされていたフォルトゥナの船尾が、突如として爆発したのである。

「なっ!?」

　アーニャもモルドレッドも、食い入るように映像を見つめる。

　一瞬のことで、はっきりとはわからないが、撃げき墜ついされたように見えた。

　見る見るうちにフォルトゥナは高度を下げ、対岸のほうへと消えていく。

　直撃を避さけられたのは、不幸中の幸いだっただろう。かろうじて船体は水平を保っているし、向こう岸の荒野あたりに不時着できる可能性はある。

　だが、敵はどこから撃ったのか？

　少なくとも、ホロウなら今も要塞内部でベアトリーチェを探し求めているはずだ。

　だとすれば──。

「伏兵ね……！」

　無論、要塞付近に伏兵がいる可能性は、アンジェリークも考えていたはずだ。が、その伏兵に、一瞬で魔導艇を撃墜可能な戦闘力があるとは、想定外だったのではないか。

　そもそも、それほどの戦闘力を秘めているとなれば、伏兵も魔ま導どう艦かんや魔導艇を運用している可能性が高い。

　だが、そんな報告は入っていないし、デュランダルに搭載されている魔導索さく敵てき装置にしても、なんら反応を示していない。

　一体、敵はどこに潜ひそんでいるのだろう？

　さらに、気がかりなことがあった。敵がためらいなく、フォルトゥナを撃墜したという事実。敵から見れば、ベアトリーチェが乗っているかもしれないのに。

　もはや、生いけ捕どりにはこだわっていないのだろうか。

　ならば、敵の狙ねらいは……ベアトリーチェの抹殺──!?

「む～!!」

　と、急にモルドレッドが暴れだす。シートベルトを引き千ち切ぎらんばかりの勢いで。

「どっ、どうしたの？」

「うむうっ！」

　モルドレッドはアーニャに向けて、なにかを訴えかけようとしている。

　こんなモルドレッドを見るのは、初めてのような気がした。

　一体、なにをそんなに警戒しているのだろう？　ドラゴンの本能というやつで、危険を感知したとでもいうのだろうか？

　とにかく、このままじっとしているわけにはいかないのは確からしい。最悪な場合、どこかに潜ひそんでいる敵は、河岸に停泊しているデュランダルとロスヴァイセが発進準備中であることを、既に見抜いているかもしれないのだ。

「こうしちゃいられないわ！」

　まだ魔ま導どうエンジンは完全に起動していないが、アーニャは緊急発進することに決めた。そして、操そう舵だ席付近の制御卓に手を伸ばす。

　リラが操縦するロスヴァイセに、緊急発進の意図を伝えようと思ったのだ。

　現在の状況分析を簡単にまとめ、ロスヴァイセの操そう舵だ室しつ宛あてに送信。これを読めば、ルクレツィアもリラも、アーニャの意図を理解してくれるだろう──。

　アーニャが緊急発進の準備を進めていると、リラから返信が送られてきた。

　ただ一言、「了解」とある。さすがは、二人とも場慣れしている。アーニャのメッセージを読み取るやいなや、即座に反応したのだ。




　魔ま導どう艇ていフォルトゥナが撃げき墜ついされてから数分後──。

　まずは魔導艇デュランダルが、慌ただしく離陸した。エンジンに負担がかかるのは承知の上での、緊急発進だった。

　魔ま導どう艦かんロスヴァイセもまた、デュランダルの動きに呼応して、緊急浮上を開始する。デュランダルよりもエンジンが大きい分、発進準備にはそれなりの時間を要するのだが、こちらも無理を押しての発進だった。

　だが、次の瞬間──。

　二発の誘導弾が、どこからともなく飛来した。

　宙で軽やかに弧を描くと、河畔を目がけて、流星のごとく落下する。

　──轟爆。

　間一髪、二発の誘導弾は、浮上した二隻せきの舳へ先さきをかすめるようにして、河畔で炸さく裂れつした。もし、アーニャの判断が少しでも遅れていたら、誘導弾は艦かん橋きように直撃していたはずだ。

　だが、アーニャたちがかろうじて命を拾った直後、河畔で大爆発を起こした誘導弾は、すさまじい爆風を引き起こした。

　その風圧に耐えきれず、真下から煽あおられたデュランダルとロスヴァイセは、ぐらりと同時に体勢を崩くずした。

　そして──空中で接触。

　壮そう絶ぜつな激突音が、闇夜に響きわたった。

　装甲と装甲が激しく擦こすれあい、悲鳴をあげる。火花が散る。

　デュランダルは右舷に、ロスヴァイセは左舷に、それぞれ甚じん大だいなダメージを負った。

　危機を察知し、緊急離陸するという判断は、確かに正しかった。

　だが、そうした危険予知も虚むなしく、デュランダルもロスヴァイセも炎を噴きあげつつ、あえなく墜落していく──。





"Hollow in the Night～A.S.B.1366.09～" is closed.








第七話　ホロウ ～機械仕掛けの魔女～









　アルテア関門橋要塞、地下ドック。

　魔ま導どう潜水艦ウォルブルックの発進を間近に控ひかえ、慌ただしい雰ふん囲い気きは増す一方である。

　既に、アッシュとエーコ、ベアトリーチェ、そしてアンジェリーク司令は、潜水艦に乗りこんでいる。

　だが、シルヴィアだけは、まだドックに残っていた。ランスロットを格納庫に収容するためである。

　ランスロットはシルヴィアの命令にしか応じないため、ドックの作業員に任せるわけにはいかなかったのだ。

「すまないな、ランスロット。ちょっと狭いが、少しの辛しん抱ぼうだ」

　ランスロットの脇腹を優しく撫なでながら、シルヴィアは語りかける。

　潜水艦の格納庫は、お世せ辞じにも広いとはいえなかった。しかも、積み荷が空間の半分以上を占めている。誇ほこり高き竜族を、こんな場所に押しこむのは気が引けたが、今は我が慢まんしてもらうしかない。

　ランスロットも心得ているようで、不機嫌な素振りを見せることなく、格納庫に足を踏み入れようとした。

　だが、その瞬間、ランスロットがぴたりと動きを止めた。そして、天井をゆっくりと見上げる。

「ランスロット……？」

　シルヴィアが怪け訝げんに思い、声をかけた刹那、

　──ずがぁあああああああああんっ！

　凄すさまじい轟ごう音おんとともに、天井に大穴が穿うがたれた。

「なっ!?」

　驚きよう愕がくのあまり、立ちすくむシルヴィア。すかさずランスロットが防御障しよう壁へきを張り巡めぐらせる。シルヴィアの頭上だけでなく、作業員たちの頭上にもだ。おかげで、破壊された天井から降り注ぐ断片の数々が、人々に直撃するのは避さけられた。

　そんな飛来物に紛まぎれるように、次々と舞い降りる鋼こう鉄てつの乗機──装甲機竜マシーネンドラツヘ。

　総勢十二騎。

　いや、厳密には一騎と十一機である。

　人が搭乗しているのは先頭の聖竜マエストロ型だけなのだ。一目見て、隊長機だと判別できるほど目立っている。

「……魔ま導どう潜水艦ヲ発見。ドラクロワ伯爵家ノ潜水艦、ウォルブルック……ト、推定」

　不気味な口調でつぶやく騎乗者。

　その外貌は、まさしく「ホロウ」という名の女戦闘員の特徴と一致する。不気味なヘルメットに、身体にぴたりとフィットした戦闘服。

　およそ色気とは無縁な格好だが、そのボディの輪郭線ときたら、悩ましいの一言に尽きる。

　簡易装甲に覆おおわれているとはいえ、一目で豊ほう満まんとわかる乳ち房ぶさ。砂時計の中央部のごとく、キュッとくびれた腰。そして、羚羊カモシカを思わせる脚線美。

「……むう」

　シルヴィアは思わず、喉のどの奥おくで唸うなってしまった。

　だが、今はホロウの肉体美に圧倒されている場合ではない。

　問題なのは、残る十一機の地竜アーシア型である。

　それらの操縦席は、事前に受けていた情報の通り、まさしく無人であった。にもかかわらず、ホロウ機に付き従っている。

　信じがたいことだが、こうして肉眼で確認できた以上、信じるしかあるまい。

　ホロウは自ら機竜を駆かりながらも、周囲の十一機を遠隔操作しているのだ。

　事実、ホロウ機の操縦席からは、これまで見てきたどの機竜よりも、複雑極まる装置群が覗のぞいている。それに、ホロウが被かぶっているヘルメットも、不自然なまでに大きい。なんらかの機械装置が内蔵されているのだろう。決して、単なる防具ではあるまい。

　──普通なら、機竜を操縦するだけでも手一杯のはずなのに……！

　シルヴィア自身、エスパーダ動乱の際は、鹵ろ獲かくした機竜に乗った経験があった。だからこそ、よくわかる。自機の操縦に加えて、他の十一機を遠隔操作するなど……離れ業というより、もはや神業だ。ただ想像するだけで、気が遠くなりそうだった。

　しかし、だ。現にホロウは、その神業を武器に、このアルテア関門橋要塞に襲撃をかけてみせた。しかも、既に飛び立ったはずの囮おとり──魔ま導どう艇ていフォルトゥナには目もくれずに、このドックに姿を現した。

　どうやらホロウは、機竜の操縦技術に秀でているだけでなく、咄とつ嗟さの判断力にも優れているようだ。

「大丈夫か、姫様!?」

　と、一度は潜水艦に乗りこんだはずのアッシュが、異変を察知して、搭乗口から顔を出した。

「来るな、アッシュ！」

　シルヴィアは迷うことなく、厳しい口調で叫び返した。

　既に、心は決まっている。

　予定通りに作業が進めば、ウォルブルックが発進するまで、あと一分足らず。だが、ホロウが本気を出せば、ウォルブルックを一分以内に破壊することなど、造作もないだろうと思われた。

　今、まともにホロウと戦うことができるのは、自分とランスロットだけだ。要塞勤務の兵士たちが束になったところで、どうにもならないだろう。

　また、エーコが竜化すれば──という選択肢は、残念ながら存在しない。

　なぜなら、エーコが聖竜皇としての姿を顕現させた場合、このドックの容量に収まりきらないからだ。聖竜皇エーコの巨体は、ドックの天井を容よう赦しやなく突き破った挙あげ句く、関門橋要塞を内部から破壊してしまうことになるだろう……。

　それに、エーコはアルバ村での戦いで禁呪を使用した結果、かなりの消耗を余儀なくされた。エーコ自身は気丈に振る舞っているが、今は回復に専念してもらいたい。

「ここは私が食い止める！　お前たちは予定通り、発進しろ！」

　アッシュに向けて、シルヴィアは叫んだ。と同時に、ランスロットも主人の戦意に呼応して、機き敏びんに動く。格納庫を飛びだすと、激情に駆かられたように雄お叫たけびをあげたのだ。

　たちまち、シルヴィアの全身が光に包まれて、蒼氷色アイスブルーの聖騎甲アークが顕現した。

　完全武装したシルヴィアは、素早くランスロットの頭部に騎乗する。そして、固有魔装の聖騎銃アロンダイトを構えた。

「姫様！　気をつけて……！」

「無事に帰ってこないと、承知しないんだからね！」

　アッシュとエーコの声が、シルヴィアの背中に声をかけてくる。

「恩に着ます、シルヴィア殿下……！」

　アンジェリーク司令の声も聞こえてきた。

「ホロウは化け物よ！　絶対に、絶対に無理だけは──」

　ベアトリーチェも叫んだが、次の瞬間、作業員が強引に搭乗口を閉ざしたため、その言葉は途切れた。

「艦が発進するまで、一分弱。なんとしても、食い止めてみせるぞ！」

　燃え盛る闘争心を胸に、シルヴィアは先制攻撃を繰り出した。

　聖騎銃を撃つ。撃つ。撃ちまくる！

　シルヴィアの猛攻に合わせて、ランスロットも炎の息吹ブレスをお見舞いする。

「応戦ヲ……開始スル」

　闘志を燃やすシルヴィアとは対照的に、ホロウは人間らしい感情を一切感じさせぬ口調でつぶやくと、十一機の無人機を素早く展開させた。シルヴィアとランスロットの攻撃を魔ま導どう障しよう壁へきで食い止めつつ、俊敏な機動を見せる。

「なんだと!?」

　瞠どう目もくするシルヴィア。

　ホロウは、自身の隊長機を手足の延長のように乗りこなしている。のみならず、遠隔操作の無人機にしても、見事な連携を見せているのだ。

　次の瞬間、無人機が一斉に銃撃を始めた。

　壮そう絶ぜつな連射。宙に飛び散る空の薬やつ莢きよう。

　扇状にずらりと並んだ一騎と十一機は、シルヴィアとランスロットにありったけの弾丸を集中させていた。

「ぐぬっ！　なんという火力だ……！」

　シルヴィアは思わず、喉のどの奥おくで唸うなった。その凄すさまじい連射を浴びているだけで、気け圧おされそうになる。

　ランスロットが防御魔法障壁を張り巡めぐらせているおかげで、弾丸はすべてランスロットの足もとに落ちているが……そうでなければ、人体など跡形もなく引き千ち切ぎられそうな銃撃だった。

　問題なのは、この場を動くわけにはいかないという事実だ。

　シルヴィアとランスロットの背後では、今も潜水艦が発進準備を進めている。ここを動いたが最後、敵の攻撃は潜水艦に直撃する。航行不能にされてしまったら、それこそホロウの思おもう壺つぼだ。

「発進準備が終わるまで、あと少しの辛しん抱ぼうだ！」

　シルヴィアが叫ぶと、ランスロットは威勢よく吼ほえた。

　ホロウ機と無人機で構成された部隊は精強だが、シルヴィアとランスロットも数々の修羅場をくぐり抜けてきている。この程度で揺らぐほどヤワではない。

　ランスロットが防御に専念している以上、攻撃はシルヴィアが担うことになる。

「聖騎銃アロンダイト──〝王家の聖槍斧ロイヤル・ハルバード〟！」

　聖騎銃の銃口から、蒼あお白じろい魔力が噴出し、魔刃ブレイドとして固定化される。

「ここは任せたぞ、ランスロット！」

　シルヴィアは跳ちよう躍やくすると、扇状に展開している無人機の左翼側に狙ねらいを定める。

「無駄ナ足搔キ……」

　と、ホロウがヘドロのように粘つく声を漏もらした。たちまち、機竜のうち三機がランスロットからシルヴィアへと狙いを変える。

「甘い！」

　シルヴィアは軽やかに軌道を変えて、弾雨をかいくぐる。聖騎甲アークといえども、無数の銃弾を浴び続ければ、いずれは耐久限界を迎えて消滅する。一発たりとも、当たるわけにはいかない。

「そこだ！」

　ついに、シルヴィアは左端の無人機に接近。壮烈な気合とともに、王家の聖槍斧ロイヤル・ハルバードを一いつ閃せんさせた。

　敵機は胴体部分を真っ二つに破断され、瞬時に沈黙。そして爆発。

「まずは一機！」

　シルヴィアは勇躍して、次の無人機に斬りつける。頭部と脚部、そして機銃の銃身を斬り裂いて、そしてとどめに一突き。たちまち、二機目も轟ごう音おんとともに四散した。

「フォーメーション、変更……」

　と、ホロウが淡々と反応する。接近戦では不利と判断するなり、残る無人機を散開させたのだ。わずか数秒で二機を失ったというのに、その口調は相変わらず機械的で、なんら感情の起伏を感じさせない。さすがは〈機械仕掛けの魔女〉といったところか。

　ホロウがシルヴィアの王家の聖槍斧ロイヤル・ハルバードを警戒し、容易には接近させてくれなくなった以上、このまま単独行動を続けるのは危険すぎる。

　シルヴィアは聖騎甲アークの貯蔵魔力を利用して、後方に跳躍した。再びランスロットに騎乗する。まるで、故郷に帰ってきたような安心感を覚えた。

　次の瞬間、金属的、あるいは機械的ともいえる音が、ドック内に反響した。

　係留されていた潜水艦が、今まさに解き放たれたのだ。

　プールの周辺に詰めていた作業員たちが、次々と散開していく。

　潜水艦ウォルブルックは、少しずつ水に潜っていった。

　要塞を脱出すれば、あとはレイヴァース大河を上り、王都アーカムを目指すだけだ。ベアトリーチェの身柄を王都に届けることさえできれば、こちらの勝利といえるだろう。

「……逃ガサヌ」

　直後、ホロウ機と九機の無人機が、乱射しつつ殺到してきた。今しも潜行しようとしているウォルブルックに取りつくつもりなのだ……！

「ぐるぉおおっ！」

　と、ランスロットが勇壮な咆ほう哮こうをほとばしらせるや、極大の息吹ブレスを放った。最もオーソドックスな、一直線に飛ぶ魔弾タイプではない。たとえるなら、火炎放射器から吐き出された炎によく似ていた。

　ランスロットの息吹ブレスは靄もやのような障しよう壁へきを構築し、ホロウ隊の前方を埋めつくす。

「……!?」

　ホロウ機は咄とつ嗟さに停止し、竜媒魔法オラクルの原理を利用した魔法障壁を展開。かろうじて防御に成功したが、勢い余った三機は、自ら炎の中に身を投じる羽目となった。装甲も内部装置もドロドロに熔よう解かいし、ついには爆発を起こす。

　ホロウ隊がたたらを踏んでいる間に、ウォルブルックの船体は見えなくなった。艦かん橋きよう部分に至いたるまで水面下に没したのだ。

　シルヴィアは会心の笑みを浮かべた。そして、銃を手に応戦しようとしている作業員たちに向け、声を張りあげる。

「お前たちはドックを離れろ！　ここはシルヴィア・ロートレアモンとランスロットが引き受けた！」

　作業員たちはシルヴィアの意図を察し、すぐさま避難を始めた。これで、心置きなく戦うことができる。

「ここからが本番だ、ランスロット！」

　改めて、シルヴィアはホロウと対たい峙じする。ウォルブルックを庇かばいながら、不利な戦闘を強いられていたが、それも終わりだ──。

　当初は一騎と十一機の部隊だったホロウ隊も、既に一騎と六機まで数を減らしている。

「……確かに、複数の機竜兵に連携をとられると、グレン隊長のような一流の竜騎士ドラグナーでさえ、苦戦を余儀なくされてしまうことは、エスパーダ動乱のときに証明されていた。だが、私とランスロットなら──行けるぞ！」

　自分自身と相パ棒ルを鼓舞するように、シルヴィアはいい放つ。

「目標ヲ、ロスト。対象ヲ変更……」

　ホロウが冷たく告げると、ヘルメットに埋めこまれたパーツが赤く発光した。六機の無人機が反応し、獲物に飛びかかる寸前の猛もう獣じゆうさながら、四肢をグッと折り曲げる。

「コレヨリ、殲せん滅めつスル──」

　耳もとで死神がささやくような、冷たい宣告。あふれんばかりの闘気オーラが、ホロウの全身からほとばしった。暴威を振るう颶ぐ風ふうのごとく、シルヴィアに吹きつけてくる。

「……！」

　シルヴィアが気け圧おされたときにはもう、ホロウ隊は万華鏡のごとく、四方八方に散開していた。一瞬にして包囲されてしまう。そして間かん髪はつを容いれず、ホロウ隊は怒ど濤とうのような連携攻撃を繰り出してきた。

　射撃担当と近接攻撃担当が目まぐるしく交代し、寄せては返す波のごとく乱舞する。

「ぐっ……!?」

　各機の挙動が速すぎて、もはやシルヴィアの動体視力では追い切れない。

　ランスロットは六角形の防御魔法障しよう壁へきを何枚も構築し、周囲に展開させているが、焼け石に水だった。無人機は容よう赦しやなく、各障壁の間隙を突いてくるのだ。

　ランスロットの体たい軀くには、次第に生傷が増えていった。右肩を魔ま導どうブレイドで斬りつけられたかと思うと、左脚を機銃弾がかすめる。さらには、尻尾を踏まれるという屈辱まで受けた。

「ぐるぁおあああっ……！」

　ついに、ランスロットは苛いら立だたしげに叫ぶと、怒りの吐息ブレスを吐き出した。が、ホロウ機は魔導障壁を幾重にも重ねることで対抗。

　ホロウ機は衝撃の余波を受け、わずかに後退を余儀なくされたが、結局、ホロウ自身も機体も無傷だった。

　シルヴィアは内心、ひやりとしている。吐息ブレスを防御されたことに対して、ではない。もし、敵機が今の吐息ブレスを回避していた場合、吐息ブレスは地下ドックの床ゆかに直撃していた。最悪、ドック全体を破壊する羽目になった可能性もある。

　普段のランスロットなら、あり得ないミスだった。

「落ち着くんだ、ランスロット！」

　シルヴィアがランスロットをなだめている間にも、無人機は細かな機動を続けている。決して動きを止めないのだ。ホロウは決して、シルヴィアとランスロットを見くびってはいないのだろう。

「こうなったら、一いちか八ばちかだ！」

　シルヴィアは一瞬の判断で、聖騎銃を背後に向けた。

　プールの水面を目がけて、発射。

　放たれた魔弾は水面で炸さく裂れつするや、爆発を起こす。

　ランスロットの背後に回り込もうとしていた無人機が二機、見事に巻きこまれ、戦闘不能に陥った。

　ただし、これは偶然の産物であり、シルヴィアが狙ねらったわけではなかった。

　……と、朦もう々もうと立ちのぼる水蒸気がドック内に充満し、ランスロットの体たい軀くを覆おおい隠かくしていく。

　それこそがシルヴィアの、本当の狙ねらいだった。




「魔力センサー、起動」

　ドック内に水蒸気が満ち、視界が損なわれるや、ホロウはヘルメット側面に位置する操作端末に手を触ふれた。あらかじめ搭載されている視覚モードのうち、敵の魔力を感知するモードに変更する。

　たちまち、ホロウの視界に敵の輪郭線が表示された。ランスロットの巨きよ軀くだ。プールからやや離れた位置、高く積み上げられた資材の陰に隠れている。

　戦闘中、常に全身から魔力を発散させている竜族。どんなに姿を隠そうが、魔力までは隠し通せない。

　すぐさまホロウは無人機に指示を送る。ただ念じるだけで、ヘルメットに搭載された装置が反応し、赤く発光。無線信号を受けた無人機もまた、機体の各部に搭載された発光デバイスを赤く光らせつつ、ランスロットの現在位置に向けて殺到する。

「……？」

　だが、ふいにホロウは違和感を覚えた。

　ランスロットは身じろぎひとつせずに、資材の陰に隠れたままだ。無人機の突撃に対して、反応する様子もない。しょせんは人間に飼い慣らされた獣けもの、あっさりと戦意を喪失したのかもしれない。

　問題なのは、騎乗者の姿が見えないことだ。

　シルヴィアはどこに消えた？　竜族の魔力が大量に蓄積された聖騎甲アークを装備している以上、シルヴィアの現在位置もすぐさま特定できるはずなのだが。

　ホロウがわずかな違和感を覚えた直後、ランスロットが大爆発を起こした。

　あろうことか、差し向けた四機のうち、三機を巻きこむ形で──。

「自爆？」

　さすがのホロウも、これにはヘルメットの奧で息を吞のんだ。すぐさま、爆発に巻きこまれずにすんだ一機を後退させる。

　いや、あり得ない。そんなはずがない。確かに今の自爆攻撃で、ホロウは三機の無人機を失った。

　十一機も配備していた手駒は、残る一機のみ。

　だが、割に合わない。

　そもそも、誇ほこり高き竜騎士ドラグナーが、相パ棒ルを自爆させるなど聞いたこともない。

　それ以上に、あのシルヴィア・ロートレアモンが、かくも卑ひ劣れつな戦術を選ぶはずがないではないか。

　そうだ、彼女はランスロットを心から愛している。

　ランスロットもまた、そんなシルヴィアに忠義を尽くしている。

　あの両者の間に結ばれた絆きずなは、並大抵ではない。

　そう、自分はそのことを知っている。

　誰よりも、よく知っている。

　──何な故ぜダ……ドウシテ……私ハ…………ソンナ情報ヲ知ッテイル？

　不可解な疑問が脳のう裏りをよぎった直後、ヘルメットに内蔵された魔ま導どう工学装置が反応し、適切な処置を開始した。ヘルメット及び戦闘スーツに内蔵された医療デバイスが起動し、バシュッと音をたてて薬物を投与したのだ。

「……!?」

　まるで雷に打たれたかのように、ホロウの全身がビクンと痙けい攣れんする。一瞬にして、精神が漂白されたような感覚が訪れるとともに、あの奇妙な疑問は霧む散さんしていた。

　ホロウは戦意を取り戻すと、改めて周囲を見わたす。

　まだ水蒸気は晴れていない。

「索さく敵てきヲ再開スル」

　ホロウが機械的につぶやいた刹那、

「その必要はない──雷竜衝破ライトニング・ブラスト！」

　峻しゆん烈れつな声が背後から響いた。

　突如として吹き荒れる魔力反応。

　荒れ狂う雷撃に打たれ、ホロウは操縦席から吹き飛ばされていた。




　ほんの数秒前、シルヴィアは水蒸気に紛まぎれて、ホロウ機の背後から接近していた。

　ホロウのヘルメットが高度な魔導工学装置を内蔵しているのは、その外観から想像がついていた。

　ならば、肉眼での索敵が困難になれば、魔術反応を探知するモードに切り換えるのではないか──シルヴィアは、そう考えたのだ。

　そうしたシステムは本来、軍用の魔ま導どう艦かんにしか搭載されていないのだが、魔導結社〈デミウルゴス〉の技術力ならば、実用化していても不思議ではないと思ったのだ。

　事実、視界が悪くなった途端、ホロウはヘルメットに搭載された端末を操作するような仕草を見せた。と同時に、すかさずランスロットの居場所に無人機を差し向けた。その時点で、シルヴィアは自分の予想が的中したことを悟った。

　資材置き場の陰に潜ひそんでいたのは、もちろんダミーだ。ランスロットが魔法で編みだした分身体である。敵が触ふれると同時に、爆発を起こすトラップ型の魔法。この夏休みの間、騎竜学院で自主訓練に励はげむ過程で編みだした新技だった。

　ちなみに、ランスロット自身は水蒸気に紛まぎれて、今もプールの中で待機している。水竜ハイドラ出身のリアンノンほどではないが、短時間であれば、ランスロットも潜水は可能なのだ。

　一時は激情のあまり、正常な判断力を失いかけていたランスロットだが、シルヴィアが水面を爆発させたことで、頭を冷やした。

　あの水蒸気を噴出させた爆発は、作戦の一環であると同時に、ランスロットに対する一喝でもあったのだ。

　そして今、シルヴィアは聖騎甲アークを解除して、ホロウ機の背後に忍び寄っていた。もちろん、聖騎甲アークが放つ魔力を探知させないためだ。

「索さく敵てきヲ再開スル」

　ホロウが不気味な口調でつぶやいた直後、

「その必要はない──雷竜衝破ライトニング・ブラスト！」

　シルヴィアは握にぎり拳こぶしの中に隠かくしていた竜綺華晶を振りかざすと、竜媒魔法オラクルを発動した。

　雷撃を伴う衝撃波が生じ、暴威となってホロウの頭部を直撃する。

　頭部を狙ねらったのは、あのヘルメットにこそ、無人機を遠隔操作するための装置が内蔵されているのではないか……と睨にらんだからだ。

「……!?」

　振り向きざま、もろに衝撃波を浴びたホロウは、防御も回避もままならず、吹き飛ばされた。宙で弧を描きつつ、背中から落ちていく。それでも地面に叩たたきつけられる寸前、瞬時に体勢を立て直し、両足で着地した。

　とんでもない体術だった。そして、あの雷撃に耐えられたのは、戦闘スーツに耐電機能が搭載されていたからだろう。

「…………」

　片膝をついた体勢で、ホロウはシルヴィアに視線を向けた。漆黒のバイザーを隔てているので、どんな目をしているのかは謎だ。

　その刹那、ホロウのヘルメットに異変が生じた。

　ぴしり……と、縦に亀裂が生じたのだ。

　と同時に、まだ稼動していた最後の無人機が、その場で崩くずれ落ちるようにして、機能を停止した。

　やはりシルヴィアの予想通り、無人機の制御装置はヘルメットに内蔵されていたのだ。先ほどの衝撃で、装置が壊れたのだろう。

　ヘルメットの亀裂は、ますます深まっていく。

　その様子を見たシルヴィアは、断固たる口調で宣言した。

「拝ませてもらうぞ、お前の素顔を！」

　その途端、まるでスローモーションの映像でも見ているかのように、ホロウのヘルメットが真っ二つに割れ砕け、ゆっくりと落ちていった。

　ふぁさり……と、ヘルメットに押しこまれていた黒髪が扇状に広がる。

　互いの視線が、まだうっすらと水蒸気の残る空間で交錯する。

　今まさに、ホロウの素顔がさらされて──。

「……!?」

　シルヴィアは心臓が止まりそうな心地で、ホロウの素顔を凝視した。

「コゼット!?　まさか、お前が！　お前がホロウだったというのか」

「……意味不明。我ガ名ハ〝ホロウ〟」

　ホロウは淡々と応じると、ゆっくり立ち上がった。

　ヘルメットのせいでくぐもっていた声こわ音ねも、今でははっきりと聞き取れる。

　間違いなく、シルヴィアの知るコゼットと同じ声だった。

「やはり生きていたのだな、コゼット！　私だ！　シルヴィアだ！　私のことがわからないのか？」

　シルヴィアは大粒の涙をこぼしつつ、コゼットのもとに駆かけ寄った。

　目の前の相手が、つい先刻まで敵だったことも忘れて、その身体を力いっぱい抱き締める。ゴツゴツとした戦闘スーツごしとはいえ、やはりコゼットの感触がした。












　ラブロックで行方ゆくえ不明になって以来、離れ離れになっていたコゼット。

　幼少時に出会って以来、いつだって、コゼットはシルヴィアと一緒だった。

　やっと、やっと、こうして再会できたのだ──。

「コゼット……ああ、コゼット！」

　感極まって叫んだ直後、シルヴィアは脇腹に異様な灼しやく熱ねつ感を覚えた。

「えっ……？」

　ふらりと、シルヴィアはよろめいた。

　抱き締めていたコゼットが、離れていく。

　いや、そうではない。シルヴィア自身が、見えざる手に引かれたかのように、ふらり、ふらりと、後退しているのだ。

　コゼットの右手には、軍用のナイフ。漆黒の刃には、鮮血が塗られていた。

「うそ……だろう…………？」

　ほとんど無意識に、シルヴィアは左の脇腹に手を触ふれる。

　激痛が走った。刺されたのだと、ようやく気づいた。

　だが、そんなはずがない。

　──コゼットが、この私を刺すはずがない……。

　それでも、目の前の現実は、動かしようがなかった。

　直後、ドック内を凄絶な咆ほう哮こうが揺るがした。ずっと水中に隠かくれていたランスロットが、激しい水みず飛沫しぶきとともに飛びだしたのだ。

　ランスロットの前まえ肢あしが伸びる。コゼットの身体を無む造ぞう作さに握にぎりしめると、容よう赦しやなく持ち上げた。

　そのまま、ランスロットはコゼットを握り潰すでもなく、地面に叩たたきつけるでもなく、ただただ嗚咽おえつを漏もらすように、叫び続ける。

　事実、ランスロットは哭ないていた。

　その蒼あおい瞳ひとみからは、涙が滂ぼう沱だとあふれている。

　愛いとしい主人を傷つけたコゼットを許せないという想おもいと、しかし、その相手がコゼットであるという現実の狭はざ間まで、懊おう悩のうしているのだ。

「…………」

　そんなランスロットを前にしても、コゼットは仮面のような無表情を保っている。

　ほんの少しランスロットが圧力を加えるだけで、自分の身体など一瞬で握り潰されてしまうというのに、なんら怯おびえる様子もない。

　まるで自分の死すら、他人事のように眺ながめているかのようだ。

　どうしてランスロットが慟どう哭こくしているのかも、なんら理解できていない様子だった。

「駄目だ、ランスロット……彼女は間違いなく、コゼットなんだ。きっと……怪しい装置か薬物かで……正気を失っているだけ……。ならばこそ、私が……コゼットを救わねばならんのだ…………」

　かろうじて両足を踏ん張りつつ、しかし、身体に力が入らない。

　脇腹の傷口から、生気がこぼれ落ちていくかのようだった。

　既に、シルヴィアの意識は朦もう朧ろうとしつつあった。

　そして、ぐらり……と身体が揺れて──。





　　　　◇






「はじめまして、シルヴィア王女殿下。わたくし、コゼット・シェリーと申します」

　小さなメイドは、スカートの裾を軽く持ち上げながら、優雅にお辞儀をしてみせた。

　第四王女の専属侍女として、コゼット・シェリーが抜ばつ擢てきされた──後になって知ったことだが、当時の宮廷では、それなりに話題となったらしい。

　シェリー家は先祖代々、ロートレアモン騎士王家に忠義を尽くしてきた一族だった。

　特徴的なのは、騎士としてではなく、使用人として仕えてきたことだ。コゼットは、そんなシェリー家に生まれた子息子女の中でも、百年にひとりの逸材と見なされていた。

　わずか六歳でメイドとしての全職務をマスターし、宮廷使用人の免許を得たのは、コゼット伝説の嚆こう矢しにすぎない。剣術、射撃術、格闘技、乗馬、外国語……あらゆる分野で、コゼットはその天分を発揮したのである。

　あまりに出来が良すぎるため、宮廷の一部では「コゼットのほうが、あのシルヴィア王女なんかより、よっぽど〝お姫様〟みたい」などという陰口が叩たたかれたものだ。

　事実、幼少時のシルヴィアは、お世せ辞じにも出来が良いとはいえなかった。人見知りが激しく、会話も苦手。私室にこもっては、ドラゴンが登場する童話ばかり読んでいた。

　しかも、大好きだった兄──ジュリアス王子は、〝竜殺し〟という禁忌を犯し、処刑されたのだと、噂うわさになっていた。

　それ以来、シルヴィアはますます部屋にこもりがちになった。

　友達といえば、ドラゴンを模したぬいぐるみだけだ。ミラボーという名の、世界的に有名な芸術家から贈られた作品だった。シルヴィアは、そのぬいぐるみにランスロットと名付け、大切に扱っていた。

　ランスロット以外の友達なんて、要いらないとさえ思っていたのだ。




　コゼットに対する第一印象は、「こいつは苦手だ」だった。

　まだ六歳か七歳ほどの子どもなのに、既に宮廷使用人として働いているのも驚きだったし、常にニコニコとして、完璧な笑顔を維持しているのも気に入らなかった。本心がさっぱり読めないのだ。

　どうして、誰からも期待されていない自分に、コゼットのような天才メイドがあてがわれたのか……シルヴィアには謎だった。

　ただ確かなのは、コゼットが自分に仕えているのは、任務だからということだった。

　コゼットの瞳ひとみに映っているのは、ひとりの人間「シルヴィア」ではなく、ロートレアモン騎士王家の第四王女なのだ……と、シルヴィアは思いこんでいた。

　そんな屈折した心理ゆえに、当時のシルヴィアはコゼットに対し、冷たい態度を取り続けた。

　それでも、コゼットはなんら気にした風もなく、いつもの笑顔を浮かべるばかりだったし、完璧な仕事ぶりも相変わらずだった。

　ある日、当時六歳だったシルヴィアは、こんなことを考えた。

　あのコゼットを困らせたら、一体、どんな顔をするのだろう……と。

　それは本当に子どもっぽい、ちょっとした思いつきにすぎなかった。

　ちょうど、宮廷では晩ばん餐さん会かいが開催されていた。

　シルヴィアもまた、綺き麗れいに着飾って、第四王女として参加していた。

　騎士王パラデインの父は、この当時、まだ精力的に働いていたと記憶している。

　姉のヴェロニカ、カサンドラ、ミラベルも、絢けん爛らんたる装いで、来賓たちから挨あい拶さつを受けていた。

　あいにく、まだ幼いシルヴィアは、一通り挨拶をすませた途端、手持ち無沙汰になってしまった。父や姉たちは来賓に取り囲かこまれ、談笑しているのに……自分だけは、ぽつんと独ひとりぼっち。

　一方、コゼットは甲か斐い甲が斐いしく給仕を務つとめている。第四王女専属とはいえ、こうした大規模な晩餐会では、給仕として駆かりだされるのが通例なのだ。

　その隙を突いて、シルヴィアは行動を開始した。

　単身、会場をこっそりと抜け出したのである。

　ところが早速、シルヴィアは自分の無謀さを痛感することになった。

　フォンティーン城の敷地内は広大で、ひとり歩きをするのは初めてだったのだ。しかも周囲は暗い。城から離れれば離れるほど、ますます光源は減っていき──やがて、旧王宮の前に差しかかった頃には、月明かりだけが頼りという状況に陥っていた。

　旧王宮は、廃はい墟きよも同然の建物だった。宮廷の女官たちからは、立ち入りを禁じられている場所でもあった。

「ううっ……」

　真夏の夜のこと、生なま温ぬるい夜気を頰ほおに感じながら、シルヴィアはブルルッと身震ぶるいした。

　今にも幽霊の類たぐいが出てきそうな雰ふん囲い気きである。

　──がさり。

　その瞬間、シルヴィアの足もとで、なにかが蠢うごめく気け配はいがした。

「ひぐっ……!?」

　シルヴィアは涙目になって、尻しり餅もちをついた。

　やや前方に、爛らん々らんと光る双そう眸ぼうが浮かんでいるのに気づく。

　しかも、ゆっくりとこちらに近づいているのがわかる。

　もしかしたら、市外で暮らしていた魔獣が、なんらかの理由で城内に迷いこんできたのかも……という、最悪の想像が脳のう裏りをよぎった。

　やがて、蒼あお白じろい月明かりが浮かび上がらせたのは──。

　魔獣という表現からは懸け離れた、ふわふわとした毛並みと、まん丸な体型が特徴的な動物だった。その顔立ちも、妙に愛あい嬌きようを感じさせる。瞳ひとみはつぶらで、目もとも優しい雰ふん囲い気きだ。体格は、せいぜい小型犬と同等である。まるで、ぬいぐるみを思わせた。

「かっ、可愛かわいいではないか……！」

　シルヴィアは立ち上がると、その動物に近寄っていく。

「ごるぉあああああんっ」

　その瞬間、シルヴィアを餌だと思ったのか、可愛い動物は荒々しく吼ほえると、クワッと牙を剝むいて豹ひよう変へんした。さらには、全身からなにかを放出した。

　まるで巨大なミミズを思わせる、何本もの触手だった。

「……」

　あっという間に、シルヴィアの身体は触手に絡め取られ、宙ちゆう吊づりにされてしまう。四肢の自由も奪われて、大切なぬいぐるみランスロツトが手からこぼれ落ちた。

「いっ、嫌あっ！　ニュルニュルしてて、気持ち悪い……！」

　シルヴィアは懸命にあがきつつ、自分の迂う闊かつさを呪った。やはり、こいつは魔獣なのだ……なんらかの理由で、城内に紛まぎれこんできた一匹なのだろう。

　このまま弄もてあそばれたあと、餌にされてしまうのだろうか……そう考えた途端、シルヴィアは恐怖のどん底に叩たたき落とされた。

　コゼットを困らせてやろう──そんな子どもじみた思いつきから、勝手に城を抜け出した結果が、これだ。

　きっとバチが当たったのだ……。

　うねうねと蠢く触手に翻ほん弄ろうされながら、シルヴィアの意識は徐々に薄れていく──。

「──姫様っ！」

　その刹那、撃ちだされた砲弾のごとく、小さなメイドが飛びだしてきた。

　メイド服のスカートを花弁のごとく翻ひるがえし、軽やかに跳ちよう躍やく。

　夜空を蝶ちようのごとく舞いながら、彼女は両腕を素早く交差させた。

　一瞬の煌きらめき。

　まるで魔法のごとく、すべての触手がスパッと切断されて、シルヴィアの身体は宙に投げだされた。

　月明かりに煌めいたのは、コゼットの指先から放たれた、複数のナイフだった。

　コゼットは宙空でシルヴィアをキャッチすると、音もなく着地を決めた。

　この時点で、魔獣はほうほうの体で退散している。この相手には絶対に敵かなわないと、獣けものの本能で察知したのだろう。

「お立ちになれますか、姫様？」

　こんなときでも、コゼットはニコニコしていた。

「お、お前……どうして、ここに？」

　シルヴィアは地面に降ろしてもらうと、遠慮がちに訊たずねる。

「姫様のお姿が見あたらないと聞きまして、お捜さがし申し上げていたのですわ。ご無事でなによりでした。ですが──」

　ぱんっ！　と、シルヴィアの頰ほおが鳴った。

　あろうことか、コゼットに引っぱたかれたのだ。

「今のは、勝手にお城を抜け出した罰です。そして──」

　コゼットはなにを思ったか、その場で跪ひざまずくと、たった今、シルヴィアを引っぱたいた右手を差しだした。

「たとえ、お諫いさめせねばならない状況だとしても、使用人の分際で姫様の頰を叩たたくなど、言語道断……さあ、この右手を切り落として下さいませ」

「ちょっと待て！　どうしてそうなるっ!?」

　シルヴィアは呆あつ気けに取られた。

　以前から、変わったメイドだとは思っていたが、よもや、これほどまでとは……！

「右手では足りませんか？　ならば、いっそ姫様の手で、この首を──」

「いやいや！　違うだろうが！　ここは、私がお前に謝罪して、礼をいうべき場面だろうが！　お前は、私の命を救ったのだぞ？　そもそも、私がこんな勝手な振る舞いをしたのは……ただ単にお前の困り顔が見たかったという、ただそれだけのことで……！」

「あら、そうなのですか？」

　きょとん、と小首をかしげるコゼット。

「あ、ああ……その通りだ。我ながら、本当にくだらない考えだった。改めて、謝罪しよう。だから、さっさとその手を引っこめろ。むしろ、私は殴られて当然のことをしでかしたのだからな」

　シルヴィアが溜ため息いき交じりに告げると、

「姫様……ああ、姫様！　わたくし、どうしたらよいのでしょう？」

「お、おい……どうしたというのだ？」

「姫様を愛いとおしいと思う気持ちが、この胸から溢あふれでてしまいそうで……ああっ、困ってしまいますわっ！」

　コゼットは身み悶もだえしつつ、夜空に向けて叫びだした。

　図らずも、シルヴィアはコゼットの困り顔を目の当たりにしたのである。

「はあっ!?　お前という奴やつは……どういう精神構造をしているのだっ！　そ、そもそも、私のことが愛おしいだと!?　お前は……ただ単に、私が王女だから仕えているだけなんだろうが！　私の中身なんかはどうでもよくて、王女という身分だけが大事なんだろう！」

「……確かに、最初はそうでした」

「最初は？」

「はい。ですが、姫様のお世話をさせていただいているうちに、確信したのです。わたくしが仕えるべき主君は、この世でただひとり──シルヴィア様だけである、と」

　そのとき、コゼットはあえて「姫様」ではなく、「シルヴィア様」と呼んだのだ。

　シルヴィアとコゼットの間に、単なる主従関係を越えた絆きずなが芽生えたのは、このときだった──。





　　　　◇






「そうだ……！」

　崩くずれ落ちてしまいそうになる寸前、シルヴィアはかろうじて踏ん張った。

「最初は、単なる主従関係だったかもしれない。だが、今は違う！　あの日を境に、私は心を入れ替えて、勉学に励はげむようになった。そんな私に、お前は本当によく、尽くしてくれた。お前はもう、私にとって……単なる使用人ではない。そうだ、かけがえのない家族なのだ！　今の私がいるのだって、いつもお前が、陰で支えてくれていたからだ！」

　シルヴィアは、今も握にぎりしめている竜綺華晶を媒介に、炎系の竜媒魔法オラクルを顕現させた。だが、対象はコゼットではない。先ほど、コゼットに刺された脇腹だった。

　消毒と止血を同時にすますため、傷口を灼やいたのである。

　高度な治癒系魔法を使うような設備も余裕もないための、苦肉の策だった。

「ぐああああああっ！」

　威力は最小限に絞ったが、それでもジュッと肌が焼ける音がして、壮そう絶ぜつな痛みが走った。意識が飛びそうになったほどだ。

　それでも血は止まった。幸い、内臓を傷つけられたわけでもないようだし、まだ自分は戦える。コゼットが自分を助けてくれたように、今度は自分がコゼットを助けるのだ。

「ランスロット！　今すぐコゼットを下ろすのだ！　私がこの手で、コゼットの優しい心を取り戻す!!」

「ぐるるるる……」

　ランスロットは喉のどの奥おくで唸うなりつつも、ゆっくりとコゼットを解放した。

「……敵ノ意図、不明。然シカシ、好機ト判断スル」

　コゼットは機械的につぶやくと、地を蹴った。

　その身体を包む戦闘スーツの発光デバイスは、今なお赤く光っている。どうやら、あの機械装置こそがコゼットの精神を狂わせているらしいと、シルヴィアは判断した。

　特に、スーツの胸部に埋めこまれた竜綺華晶が、エネルギーの供給源になっているのではないか。

「行くぞ、コゼット！　お前の困り顔を、また見せてもらうためにもな！」

　肉弾戦を仕掛けてきたコゼットに対して、シルヴィアも拳こぶしで応戦する。

　正直、コゼットを相手に勝てる気はしない。

　だが、伊だ達てにコゼットと長く付き合ってきたわけでもないのだ。

　一見、規格外の強さを誇ほこるコゼットにだって、癖はある。シルヴィアほどコゼットの戦い方を知り尽くしている者など、他にはいない。

　コゼットが右の拳を唸らせる。シルヴィアは紙一重で回避するや、カウンターを叩たたきこむ。が、コゼットは軟体動物並みの柔軟性を発揮して、悠ゆう然ぜんと回避。そして渾こん身しんの回し蹴りを放つ！

　ひゅんっ！　寸前で身をかがめたシルヴィアの頭上を、コゼットの回し蹴りが通過する。まるで死神の大鎌デスサイズを思わせる軌道だった。

　視界の外から飛びこんでくる回し蹴りをかわせたのは、予測が的中したからだ。目で見て回避したわけではない。まともに食らっていたら、側頭部に直撃を食らった挙あげ句く、昏こん倒とうしていただろう。最悪、命を落としていたかもしれない。

　コゼットの攻撃は、どれも致命的になる威力を秘めているのだ。絶対に当たるわけにはいかない。下手にガードするのも禁物だ。腕の骨をへし折られてしまう。

「戦闘開始ヨリ……三分ガ経過。シルヴィア・ロートレアモン……評価ヲ上方修正」

　猛攻の合間にも、コゼットはそんな分析を口にしている。たとえ正気を失っても、妙に余裕を感じさせるところなどは、まさしくコゼットらしい。

　まるでチェスの対局さながら、シルヴィアはコゼットの攻撃を先読みしていく。一手ずつ、一手ずつ、着実に駒を進めていくように。

　相手がコゼットだからこそ、為なせる技だった。

　──次は左のジャブ。その次は右のストレート。さらには膝蹴りから前蹴りへの連携。そして次は……。

　コゼットの攻撃は、シルヴィアが予想した通りに放たれてくる。シルヴィアが構えたミットに向けて、寸分違わず球を投げこんでくるかのように。

　だが、いつまでも都合良く予測できるわけがないし、シルヴィアの体力も限界寸前だった。刺された脇腹も、血こそ止まっているとはいえ、ズキズキと痛んでいる。

　このままでは、敗北は必至──。

　次の瞬間、ついに、そのときが訪れた。

　ほんの一瞬だが、コゼットのガードが甘くなり、胸もとががら空きになったのだ。

　大技を繰り出す前触ぶれだった。

　──そこだ……！

　それは、針穴に糸を通すような、繊細極まる一手。

　シルヴィアはためらうことなく、掌しよう底ていを撃ちこんだ。

　いや、ただの掌底ではない。手のひらには、竜綺華晶を秘めていたのだ。

　コゼットの胸もと、今も不気味に輝かがやいている竜綺華晶に向けて、シルヴィアは自身が持つ結晶体を激突させた。

　魔力を秘めた結晶同士が衝突し、共鳴する。

「グッ……」

　さすがのコゼットも、これにはたまらず、後方に吹き飛ばされていた。なおも起き上がろうとするが──突然、全身を硬直させる。

　戦闘スーツの生地に張り巡めぐらされた魔力回路に、明らかな異変が生じていた。

「グッ……グガガ……ガアアアアアアアアアッ！」

　ついにコゼットは身み悶もだえしつつ、絶叫した。

「思い出せ、コゼット！　お前は〝空っぽホロウ〟などではないんだ！」

　シルヴィアは叫ぶ。ここまで来たら、頼みの綱はコゼット自身の精神力──。

「さあ、見せてみろ！　その胸には、私への想おもいが溢あふれているのではなかったのか！」

「アアッ……ヒ……メ…………サ………………マ…………………………？」

「そうだ、私だ」

　シルヴィアが叫び放つや、コゼットの戦闘服に異変が生じた。パーツ単位に分断したかと思うと、四方八方に砕け散ったのだ。

　手甲とブーツ、そして胸元と腰を守る簡易装甲だけを残して、あの禍まが々まがしい武装の大半は弾はじけ飛んだのである。

　そして、あんなにも虚うつろだった顔に、少しずつ、表情が戻っていく。

　樹脂で造られた義眼のようだった瞳ひとみにも、やがて生気が充みちていく。

「コゼット……？」

　不安と期待を滲にじませつつ、シルヴィアはコゼットに手を差しのべる。

「ただいま戻りましたわ、姫様」

　応えたコゼットの顔には、あのニコニコとした笑みが甦よみがえっていた。

「ああ……コゼット!!　コゼット」

　今、シルヴィアは、ずっと離れていた時間を埋め合わせるように、コゼットを強く強く抱き締めた。

　そんなふたりを祝福するように、ランスロットが凱がい歌かのごとく雄お叫たけびをあげる。

　しかし、再会を喜び合ったのも束つかの間ま、コゼットは真顔となった。

「お急ぎください、姫様。このままですと、アッシュ様たちが危険です──」





"Cosette Returns ～A.S.B.1366.09～" is closed.















第八話　レイヴァース大河の決戦









「──あたし、生きてる……？」

　アーニャは震ふるえる目蓋をゆっくり開くと、周囲に視線を巡めぐらせた。

「どうして外に……？」

　なんと、そこはレイヴァース河畔だった。

　遠くに、ライトアップされたアルテア関門橋要塞が見える。

　そして、なにやら焦げた臭においがすると思い、背後を振り返った途端、視界に衝撃の光景が飛びこんできた。

　魔ま導どう艇ていデュランダルと魔ま導どう艦かんロスヴァイセが、不時着しているのだ。しかも、クレーター状にえぐられた河畔に、半分ほど埋まっているような惨状だった。無む惨ざんにも、外装の大半は黒焦げとなっている。機関部が爆発しなかったことだけが、せめてもの救いか。

　それにしても、自分はいつの間に艦を降りたのだろう？

　アーニャが意識を失う直前、デュランダルは敵の誘導弾による攻撃を受けた。間一髪で直撃はかわせたが、地表で炸さく裂れつした誘導弾の爆風を受けて、魔導艇はぐらりと揺れた。

　その拍子に、やはり体勢を崩くずした僚艦ロスヴアイセと衝突してしまったのだ。

　そのまま、デュランダルもロスヴァイセも落下して──衝撃。

　そこでアーニャは意識を失った。あのまま死んでいてもおかしくない状況だったのは、間違いない。ところが、アーニャは無傷なのだ。

「そうだ、モルドレッドは!?　それに、ルクレツィア殿下たちは……」

　慌てて周囲を見わたす。

　果はたして──ルクレツィアとリラとムイシュキンは、アーニャからやや離れた位置に倒れ伏していた。慌てて駆かけ寄り、様子を見る。

　どうやら、ただ気を失っているだけのようだ。アーニャはホッと溜ため息いきを漏もらした。

　だが、やはり解げせない。アーニャと同じく、彼女たちもまた、ロスヴァイセを脱出するような余裕はなかったはずだ。

　もっとも、そんな疑問はすぐさま吹き飛んだ。

「モルドレッドはどこ!?　どこにいるの!?」

　そう、モルドレッドの姿だけが、どこにも見あたらないのだ。

　まさか、まだデュランダルの中に残されているのだろうか──？

　顔から血の気が引いたそのとき、

「ちゃ～♪」

　はるか頭上から、場違いなほど能天気な声が降り注いだ。

「……!?」

　ハッとして夜空を見上げたアーニャは、啞あ然ぜんとした。

　全身を金色の光に包まれたモルドレッドが、気ままに空中遊泳を楽しんでいるのだ。覚えたての技を披露する子どものように、キャッキャッと楽しんでいる。

「どういうこと……？」

　アーニャは、ただただ茫ぼう然ぜん自じ失しつ。

　モルドレッドの全身を包みこんでいるのは、彼女自身の体内からあふれている魔力なのだろう。なにかの拍子に、魔力の使い方を覚えた──いや、思い出したのだろうか？

　やがて、モルドレッドは満面の笑みを浮かべて、アーニャの腕の中に舞い降りてきた。

　赤ん坊を抱いているような温ぬくもりを覚えた。

「モルドレッド？　まさか、冥竜王としての力に目覚めた……とか？」

　あいにく、返事はなかった。

「すぅ、すう……」

　アーニャに抱っこされた途端、モルドレッドは安心しきったのか、眠りこんでしまったのだ。と同時に、モルドレッドを包みこんでいた魔力の光も、星ほし屑くずのように霧む散さんした。

「──どうやら、我々はモルドレッドのおかげで一命を取り留めたようだな」

　と、いつの間に意識を取り戻したのか、ルクレツィアがこちらに歩み寄ってきた。












「少なくとも、私に艦を降りた記憶はない。気がつけば、河畔で倒れていた……しかも、無傷でな。おそらく、モルドレッドが我々を転移させたのだろう。信じがたいことだが、なんといっても冥竜王家の末まつ裔えいだ。聖竜皇家のエーコと同じく、とてつもない力を秘めているのは間違いあるまいな」

「あたしも、そう思います。本能的に危険を察知して、衝動的に力を目覚めさせた……といったところじゃないかと」

「この恩義、絶対に忘れぬぞ」

　ルクレツィアがモルドレッドの寝顔に向けて頭を下げると、

「──リラも、感謝する」「うぉん！」

　ようやくリラとムイシュキンも目を覚まして、こちらにやって来た。




　アーニャたちは改めて、状況確認に務つとめた。

　魔導艇デユランダルも魔導艦ロスヴアイセも、かなりの損傷を受けている。機関部が爆発を免まぬがれたため、修理は可能だろう。とはいえ、今すぐ飛び立たせるのは無理だし、そもそも意味がない。

　元々、デュランダルもロスヴァイセも、囮おとり役になる予定だったのだ。が、敵は容よう赦しやなく誘導弾で狙ねらい撃ってきた。囮作戦が通用するような相手ではなかったのだ。

「一体、敵はどこから撃ってきたのだろうな？」

　ルクレツィアの疑問は、もっともだった。誘導弾を何発も積載しているとなれば、最低でも魔ま導どう艇ていクラス、もしかしたら魔ま導どう艦かんクラスが、付近に潜せん伏ぷくしていることになる。

　ところが、影も形も見あたらない。関門橋要塞の司令部でさえ、敵影を察知できてはいなかったはずだ。

「とにかく、このまま河畔にいても仕方ないですね。いったん要塞に戻りますか？」

　アーニャが提案すると、

「まだホロウとやらが暴れているかもしれんが……」

　ルクレツィアは警戒心をにじませた。

「たぶん、戦闘……もう終わってる。要塞、とても静か」

　と、リラが要塞のほうを遠目に窺うかがいつつ、ぽつりと告げた。

　事実、襲撃時にはけたたましいサイレンが響き渡り、派手な爆発音が次々と発生していた要塞だったが、今ではもう、戦場跡のような静けさに包まれているのだった。





　　　　◇






　──魔導潜水艦ウォルブルック、操そう舵だ室しつ。

　つい先刻。シルヴィアがホロウの前に立ちふさがったおかげで、なんとか要塞を脱出できたウォルブルックは、レイヴァース大河の底を這はうようにして進んでいた。

　初めて乗りこんだ潜水艦に対して、不安がなかったといえば噓うそになるが、内部は意外と快適な造りとなっている。

　通路が異様に狭かったり、剝むきだしの配管が縦横無尽に張り巡めぐらされていたり、甲かん板ぱんに出られなかったり……等々、過去に乗った魔ま導どう艦かんとの違いを感じつつも、いつしかアッシュとエーコは潜水艦に馴な染じみつつあった。

「──このまま、無事に王都アーカムまでたどり着ければよいのですが」

　艦長席には、アンジェリーク・ドラクロワ司令が端然と腰かけている。艦長としての姿も板に付いていた。見た目は可か憐れんな美少女なのに、なんら違和感を感じさせないのだ。

「あ、あの……シルヴィア殿下は、大丈夫よね？」

　不安げにつぶやいたのは、ベアトリーチェだった。

　無理もない。この潜水艦は、ひとえにベアトリーチェを無事に逃がすためだけに発進したのだから。

　敵の作戦目標がベアトリーチェの身柄確保である以上、ベアトリーチェを守り通すことさえできれば、こちらの勝利となる。シルヴィアは、まだ発進準備が完了していなかった潜水艦を守るためだけに、ドックに残留したのである。

　そうしなければ、まだ係留されていた潜水艦は、ホロウの猛攻を受けただろう。先端技術の粋を凝こらした潜水艦といえども、発進前に機関部を破壊されてしまったら、ただ大きいだけのオブジェにすぎない。

「大丈夫だ、ベアトリーチェ。ホロウがどんな猛も者さだとしても、姫様とランスロットなら必ず乗り越えてくれるさ」

　ベアトリーチェの不安を和らげるべく、アッシュは断言した。気休めではない。アッシュは心底から、シルヴィアとランスロットを信じているのだ。

「アッシュのいう通りよ。大体、シルヴィアはあんたを逃がすために戦うと決めたのよ？　そのあんたが、信じてあげなくてどうするの？」

　エーコにぴしりと指摘され、

「そうよね……ごめんなさい」

　ベアトリーチェはしゅんとなった。

　そんなベアトリーチェを目の当たりにして、エーコは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

「ねぇ。あんたって、そんなキャラだった？　もっとこう……ドジっていうか、立派な家柄のお嬢様って割には、頭が足りないっていうか──そんな感じの女の子だった気がするんだけど」

「はあっ!?」

　エーコの飾らぬ言葉を受け、ベアトリーチェは素っ頓狂な声をあげた。

「あ、あっ、あんたねぇ！　あたしをどんな目で見てたのよ!?」

「ふん。少しは調子が戻ってきたみたいじゃないの」

「へっ？」

　目を点にするベアトリーチェ。

「そもそも、あんたに健けな気げなお姫様役なんて似合わないのよ。ラブロックであたしたちと出会った頃のあんたは、もっと活発に動き回ってたと思うけど？」

「ぐっ……エーコのいう通りね。ここんとこ、弱気になっていたのは確かだわ。ヴィットーリアとホロウ──あのふたりの強さは圧倒的で、手も足も出なかった。結局、あたしは民の命と引き替えに、あいつらのいいなりになるしかなかったわけで……」

「だけど、ベアトリーチェはちゃんと行動を起こしたじゃないか」

　アッシュの反論に、しかし、ベアトリーチェは自嘲気味に微笑ほほえんだ。

「逃げただけ、ともいえるわ……」

「違う。あの信徒たちが暴動を起こしかけたとき、真っ先に止めようとしたのはベアトリーチェだった。なかなかできることじゃない。これまでは〈デミウルゴス〉のいいなりだったのかもしれないけど、俺は本当の意味で、ベアトリーチェこそがラブロックの元首ドージエにふさわしいと思う。ベアトリーチェは絶対に、ラブロックに必要な人なんだ」

「アッシュ……」












　ベアトリーチェは真っ赤になって、アッシュを見つめる。アッシュもまた、ついつい熱弁を振るってしまったのが気恥ずかしくて、頰ほおに熱を覚えた。

「──アッシュ・ブレイク。操そう舵だ室しつは、女を口説く場所ではありませんわよ？」

　と、アンジェリーク司令が呆あきれたように、声をかけてきた。

「いやいや！　別に、そんなつもりは……！」

　思わずうろたえるアッシュ。

「…………」

　と、真横から強烈な視線を感じた。もちろんエーコだ。

「えっと……エーコ？」

「ふんっ！」

　エーコはムスッとしたまま、ずかずかと足を踏み鳴らしつつ、扉のほうに向かった。

「追いかけてあげたほうが、いいんじゃないの……？」

　ベアトリーチェが気を利かせ、小声でささやいてくる。

　──そのときだった。

　轟ごう音おんとともに、艦体が激しく揺れたのである。

「何事っ!?」

　アンジェリークが艦長席にしがみつきながら叫ぶ。

「きゃあっ！」

　操舵室を出る寸前だったエーコも体勢を崩くずして、転びそうになった。

「エーコ！」

　アッシュは慌ててエーコを抱き留める。そのままもつれ合うようにして、床ゆかにゴロゴロと転がった。

「だ、大丈夫か？」

「……あ、ありがと」

　アッシュの腕の中、エーコは不本意そうながらも、ぼそぼそと告げた。

　次の瞬間、みしみし……という嫌な音が、アッシュの耳じ朶だを打った。まるで、とてつもない外圧を加えられているような雰ふん囲い気きだ。

「状況を報告なさい！　なにが起こっているの!?」

　アンジェリークが士官たちに向けて、厳しい声を発する。

「わ、わかりません！　ただ……舵がまったく利きません！　完全に航行不能です！」

　もはや悲鳴のような報告を受け、アッシュたちは絶句した。

　次の瞬間、艦が大きく傾いて、

「うわああああっ！」

　アッシュとエーコは再びもつれ合いながら、操舵室の最後方まで転がってしまう。

「まさか！　艦体が垂直に近づいているのか……!?」

　果はたして──アッシュの推測は正しかった。





　　　　◇






　魔ま導どう潜水艦ウォルブルックを襲った事態は、誰の予想も軽く凌りよう駕がしていた。

　敵は、ホロウ隊が要塞に襲撃をかける以前から、ずっとレイヴァース大河の底で待機していたのだ。

　見た目はウォルブルックより三倍ほど大型な、魔導潜水艦であった。

　ただし、ただ大きいだけではない。まるで蟹かにの鋏はさみを思わせるアームが、右舷と左舷に一基ずつ搭載されているのだ。

　かくも存在感たっぷりの潜水艦だったが、まるで川底の一部と化したように、じっと息を潜ひそめていたのである。

　まさか川底に、そんな敵が潜んでいるとはつゆ知らず、ウォルブルックは水中を突き進んでいった。

　ウォルブルックが頭上を通過しようとした直後、敵はついに牙を剝むいた。

　正確には、機関を始動させ、急浮上すると同時に、その凶悪極まるアームを展開、ウォルブルックの艦体をがっちりと挟はさみこんだのである。

　無慈悲な捕獲者は、哀れな獲物をがっちりとくわえこんだまま、さらに浮上を続けていく。既に、ウォルブルックの舳へ先さきは水面を向いている。限りなく垂直に近い角度まで、艦体を傾けられてしまったのだ。

　その、赤紫に塗装された装甲板には、「ノスフェラス」と記されていた。





　　　　◇






「ふふ。吾輩わがはいの戦術にかかれば、ドラクロワ伯爵家の小娘など他た愛あいもないわ」

　魔導潜水艦ノスフェラスの艦長席には、フランチェスカ・マキャベリが座していた。

「読み通りでしたね、フランチェスカお嬢様」

　艦長席の脇には、ヴィットーリアが控ひかえている。

　そして、操舵席とその周囲には、〈デミウルゴス〉の中でもエリートに属する兵たちが配置され、操艦任務に没頭していた。

「結局、奴やつは吾輩の読み通りに動いたわけだ」

　満足げに微笑するマキャベリ。

　つい先刻、立て続けに誘導弾を発射し、魔ま導どう艦かんを撃げき墜ついしたのも、このノスフェラスであった。

　最初の一隻せきは、要塞から飛び立った直後に撃げき墜つい。

　他の二隻に至いたっては、河岸に停泊していたところを、容よう赦しやなく狙ねらい撃った。緊急発進により、この二隻は直撃こそ免まぬがれたようだが、魔導エンジンの反応は完全に途絶えた。それで充じゆう分ぶんだ。

　河岸の二隻については、情報によれば魔ま導どう艇ていデュランダルと、魔ま導どう艦かんロスヴァイセだという。つまり、アッシュ・ブレイクと、その仲間たちということだ。

　あの物好きな連中は、わざわざ関門橋要塞の騒動にまで首を突っこんできたらしい。

「ふっ。こんなところで再会することになろうとはな。アッシュ・ブレイクとアヴァロン聖竜皇、ともに盟主殿への手土産にしてくれよう。それ以外の者は、抹殺しても問題はなさそうだな」

「しかし、エーコに竜化されてしまうと、我々の敗北は必至です」

「問題ない。要は、竜化させなければよいのだ。ついでに、ドラクロワ伯爵家が擁する潜水艦も、鹵ろ獲かくしてくれようぞ」

「さすがです、お嬢様」

「ベアトリーチェ・スカルラッティ……我々が樹立した傀かい儡らい政権の代表に甘んじてさえいれば、来たるべき〝新世界〟の一員として、認めてやったというのに。そういえば、ホロウからの定時連絡はどうした？」

　マキャベリは急に鋭い目をして、ヴィットーリアを見やった。

「依い然ぜんとして、途絶えたままです。あんな辺境地帯の要塞に、ホロウほどの猛も者さを倒せる戦力があるとは思えませんが……」

　眉まゆをひそめるヴィットーリア。

「新兵装の試作機に、なにか不具合が生じたのかもしれんな。だが、ホロウなら心配は要いらんだろう。あいつは当代無双の戦士。味方として、あれほど頼りになる奴やつも珍めずらしい。吾輩わがはいは、あいつを高く評価しているのだ」

　そういって、マキャベリは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「おっ、お嬢様には、わたくしが付いています！」

　珍しく、ヴィットーリアが感情的な発言をした。

「どうした、妬やいているのか？」

　マキャベリはそっと手を伸ばすと、ヴィットーリアの顎あごに指を添える。

「い、意地悪です、お嬢様……」

　頰ほおを赤く染めつつ、ヴィットーリアは視線を逸そらす。

「ふふっ。冗談だ」

　マキャベリはヴィットーリアの顎から指を離すと、しばらく黙考する。

　当初、無人機の遠隔操作を可能とする新兵装は、ヴィットーリアが使う予定だった。

　ところが、ホロウのほうが圧倒的に高い適合値を叩たたき出したため、急きゆう遽きよ、変更となったのである。

　そうでなければ、要塞を襲撃する役目はヴィットーリアが担っていたはずだ。

　──まったく、とんでもない女だな。騎士王家のメイドとは、どいつもこいつもあんな化け物なのか？　いや、あのコゼット・シェリーという女が特別なのだろうな……。

　ホロウについて考えるたび、マキャベリは感嘆の念を禁じ得ない。

　およそ四ヵか月げつ前、コゼットはヴィットーリアとの一騎打ちに敗れた。

　一度は海に投げだされ、本当に海の藻も屑くずとなるところだったコゼット。しかし、ヴィットーリアはコゼットを「使える人材」だと判断し、救った。

　その後、マキャベリはコゼットを洗脳した。魔ま導どう結社が誇ほこる、最先端の魔導工学装置を利用したのである。そして「ホロウ」というコードネームを与えた。

　ホロウはマキャベリの配下として、めきめきと頭角を現した。盟主サヴォナローラでさえ、今やホロウに一目置いているほどだ。

「──マキャベリ様！　突入部隊の準備、完了しました！」

　マキャベリの思考を打ち切らせたのは、兵士の一声だった。

「吾輩わがはいも出るぞ！　ベアトリーチェの泣きっ面を堪能してやろうではないか！」

　意気揚々と宣言するマキャベリ。

「了解しました、お嬢様」

　ヴィットーリアも普段の調子を取り戻し、冷静に応じた。





　　　　◇






「うわっ!?」

　アッシュは右腕でエーコを、左腕でベアトリーチェを抱き留めながら、艦体を襲った衝撃に耐えている。

　今や艦体は、ほぼ垂直に傾いて、アッシュたちは操そう舵だ室しつの壁に押しつけられている状態だ。先ほどまでは壁だったのに、床ゆかに等しい角度になっていた。

　さすがに、士官たちはシートベルトのおかげで座席に固定されているのだが、

「ぐっ！　こ、このわたくしが、なんという屈辱……！」

　艦長席に座っていたアンジェリークは、もはや背もたれにぶら下がった状態である。アッシュの位置からだと、下着が見えそうになっていた。

　次の瞬間、壮そう絶ぜつな轟ごう音おんとともに、艦体が盛大に揺れた。

「きゃっ!?」

　ついに耐えきれず、アンジェリークは手を離してしまう。

　そのまま、まっすぐに落ちてきた──アッシュの真上に。

「ごふっ！」

「ご、ごめんなさい……！」

　慌ててアッシュから飛び離れるアンジェリーク。

「い、いえ……慣れてますから」

　そんな矢先、ほとんど垂直に傾いていた床ゆかが、今の衝撃を機に、ゆっくりと戻りはじめた。およそ三十度あたりの傾きに達したところで、艦体はぴたりと動きを止める。

　潜水艦の知識を持たないアッシュでさえ、不自然な挙動だと思った。

「状況報告はまだなの!?」

　アンジェリークが叫ぶ。

「──映像、出ます！」

　士官が応じると同時に、魔ま導どう式スクリーンが展開された。

　そこに映しだされた光景を前に、アッシュたちは息を吞のんだ。

「なっ、なによあれ……!?」

　最初に言葉を発したのは、エーコだった。

　ウォルブルックよりも、はるかに巨大な魔導潜水艦である。外装には、「ノスフェラス」と記されていた。それが艦の名称なのだろう。

　その巨大さにも圧倒されるが、それ以上に特徴的なのは、二本のアームだった。まるで蟹かにの鋏はさみだ。今やウォルブルックの艦体を、がっちりと挟はさみこんでいる。

　ウォルブルックは完全に固定され、もはや機動は不可能。それどころか、あのまま加圧を続けられたら、艦体を破壊される恐れもあった。

　事実、アッシュの耳にも、「みしみし……」と、艦体が軋きしむ音が届いている。それはまるで、ウォルブルックが漏もらす悲鳴のように聞こえた。

『くくっ。久しいな、アッシュ・ブレイクと、聖竜皇エーコ。そして、我々を裏切ったベアトリーチェ・スカルラッティ。そこにいるのはわかっているぞ』

　と、接触回線を通じて、強制的に敵の声が割りこんできた。

「フランチェスカ・マキャベリ……！」

　魔導ディスプレイの一点を凝視しながら、ベアトリーチェが叫ぶ。

　アッシュもベアトリーチェの視線を追った。そして気づく。

　敵艦ノスフェラスの艦かん橋きよう構造物──その頂上に、マキャベリとヴィットーリアの姿があるのだ。そして甲かん板ぱんには、総勢二十騎ほどの機竜兵が、既に布陣している。見るからに臨戦態勢だ。こちらの艦内に突撃してくるつもりなのだ……！

　戦場で、指揮官があんな風に姿をさらすなど、正気の沙汰とは思えない。

　いや、もはや勝利を確信しているのだろう。

『一分間だけ、考える時間をやろう。貴様らの選択肢は、ふたつのみ。大人しく降伏し、アッシュとエーコ、そしてベアトリーチェの身柄をこちらに引き渡すか──あるいは、このまま潜水艦ごとレイヴァース大河の底に沈むかだ』

　マキャベリは余裕たっぷりの顔をして、さらに勧告してきた。

『我々は決して、生いけ捕どりにこだわってはいない。せいぜい生け捕りのほうが望ましい、といった考えであることを通告しておく。特にアヴァロン聖竜皇エーコ！　妙な真ま似ねをしようものなら、即座に潜水艦を破壊する。たとえ貴様が強大な力を秘めていようと、我々が潜水艦を沈めるほうが確実に早いぞ！』

　事実、エーコを竜化させるためには、まずは艦の外に出なければならない。

　こんな場所で竜化したが最後、エーコの肉体は潜水艦を内側から突き破ってしまう。ならば、いったん外に出てから竜化するしかないが……今から一分以内に脱出するなど、不可能な話だった。

　仮に、エーコが〝時間を止める禁呪〟を使ったとしても、実際に止められる時間は微々たるものだ。艦内を移動している間に、エーコの魔力も星精アストラルも尽きてしまうだろう。

　──俺の考えが甘かった……まさか、マキャベリほどの奴やつが自ら出張ってきた上に、アンジェリーク司令の作戦をすべて予想した上で、川底で待ち伏せていたなんて……。

　拳こぶしを握にぎりしめるアッシュ。下手に動けば、敵艦ノスフェラスは容よう赦しやなく、こちらの潜水艦を破砕するだろう。そうなれば、乗員は全滅だ……。

『──大丈夫よ』

　と、突然、アッシュの脳のう裏りで声が響いた。ナヴィーの念話である。

「ナヴィー!?」

　エーコも同じ声を聞いたらしく、すかさず反応した。

　ナヴィーが実体化して姿を見せないのは、アンジェリークたちを混乱させないためだろうか。それにしても、これほど事態が緊迫しているというのに、ナヴィーの口調は悠ゆう然ぜんとして、普段となんら変わらない。

『あと二十秒で、彼女たちが助けに来るわ。衝撃にそなえてちょうだい』

　わけがわからなかったが、アッシュはナヴィーの言葉を信じることにした。

「アンジェリーク司令！　衝撃にそなえてください！　援軍が来ます！」

「なにをいっているのですか、あなたは……？」

　アッシュの言葉に、眉まゆをひそめるアンジェリーク。

　と、なにか異変を察知したのか、士官のひとりが大声を張りあげた。

「司令！　強大な魔力反応が、こちらに接近中……ドラゴンです！」

　次の瞬間、壮そう絶ぜつな衝撃とともに、アッシュたちの足場が激しく揺れる。ナヴィーの予言通りだった。

「くっ……！」

　アッシュはエーコたちと支えあいながら、なんとか踏ん張った。

「どこからですか!?」

　アンジェリークが士官たちに訊たずねると、

「攻撃を受けているのは、我が艦ではなくて敵艦のほうです！　映像、入ります！」

　魔ま導どうスクリーンの映像が、たちまち切り替わる。

　そこに映しだされたのは──。

「あれは……ランスロット!?　姫様だ……!!」

　アッシュは思わず、歓喜の声をあげていた。





　　　　◇






　夜空を旋せん回かいしつつ、突如として飛来した聖竜マエストロは、次々と対地攻撃を繰り出してくる。その苛烈な吐息ブレスは、魔導潜水艦ノスフェラスの艦尾を狙ねらい撃ちにしていた。無論、推進器を破壊するために決まっている。

　どんなに立派な魔導エンジンを積んでいても、推進器を破壊されたが最後、こちらは身動きがとれなくなってしまうのだ。

「艦内にお戻りを、お嬢様！　あれはランスロットです！」

　普段は冷静なヴィットーリアだが、珍めずらしく緊迫した口調で叫んだ。

「ならば、乗っているのはシルヴィア・ロートレアモンか。いや、待て。もうひとり、誰かが乗っているようだぞ？」

　マキャベリの指摘に、ヴィットーリアは妙な胸騒さわぎを覚えた。双眼鏡を引っつかむと、レンズを夜空に向ける。そして、魔力の光に包まれた聖竜マエストロを観察する。

　ひとり目は当然ながら、シルヴィア・ロートレアモンだ。蒼氷色アイス・ブルーの聖騎甲アークを装備した姿は、凜りんとした姫騎士そのものだった。

　ならば、ふたり目は誰なのか。

「あれは、まさか!?」

　ヴィットーリアは息を吞のんだ。

　シルヴィアの背後に控ひかえているのは──間違いない、コゼット・シェリーだった。

「洗脳が解けたとでもいうのですか!?　定時連絡がなかったのは、そのため……？」

　事実、コゼットは装備の大半を失っている。ヘルメットは被かぶっていないし、戦闘スーツの大半も原型を失い、肌もあらわな姿となっているのだ。

　コゼットの心を支配していたのは、魔導工学と魔導薬学を組み合わせた、ハイブリッドな洗脳システムだった。ヘルメットと戦闘スーツを破壊しただけでは、まだ足りない。

　それでも、コゼットは心を取り戻して見せた。

　おそらくは、シルヴィアへの忠誠心ゆえに──。

　次の瞬間、ランスロットのブレス攻撃が、ノスフェラスの甲かん板ぱんに直撃した。

「うわああっ!?」

　マキャベリの指示を待ち受けていた機竜兵たちは、防御の暇もなく、吹き飛ばされてしまう。敵艦に突入させるべくスタンバイさせていた二十騎だったのに、一瞬で戦闘不能に陥っていた。

　次の瞬間、ノスフェラスの艦体が激しく揺れた。

「しまった……！」

　マキャベリを守ろうとした矢先、ヴィットーリアは体勢を崩くずした。そのまま、甲板を目がけて転落してしまう。かろうじて艦かん橋きよう構造物の壁面を蹴り、宙でくるりと回転、なんとか甲板に着地を決めた。

「無事か、ヴィットーリア！」

　はるか頭上から、マキャベリが訊たずねてくる。

「くっ……」

　こうして見上げると、艦橋構造物は塔のように高い。今からよじ登っている余裕は、どうやらなさそうだ。

　今なおランスロットは攻撃の手を緩めることなく、ノスフェラスのあちこちに息吹ブレスをぶつけてくる。

　既に、艦体のあちこちから炎と黒煙が噴き上がっていた。

　と、激しい破砕音が轟とどろいたかと思うと、ノスフェラスのアームの片方が吹き飛ばされた。このままでは、せっかく拘束していたウォルブルックが再び動きだすのも、時間の問題……！

「お嬢様！　わたくしのことは気にせず、艦内の魔ま導どう転移装置をお使い下さい！　おそらくノスフェラスが沈没するまで、あと数分しか残されていません！」

「……貴様の忠義、忘れんぞ。必ずや、生きて戻れ！」

　マキャベリはそれだけを告げると、艦内に引き返した。

　主君の迅速かつ的確な判断を頼もしく思うヴィットーリア。

　だが、妙な寂せき寥りよう感を覚えたのも事実だった。シルヴィアとコゼットが同じ状況に直面した場合、果はたしてシルヴィアは、あんなにあっさりと撤退しただろうか？　自分とコゼットがともに助かる道を模索したのではないだろうか？

「くっ！　わたくしとしたことが、なにを考えて……！」

　ヴィットーリアは奥歯を嚙かみしめると、すぐさま思考を切り替えた。

　このままノスフェラスの甲かん板ぱんに留とどまっているわけにはいかない。

　こうなったら、自分ひとりだけでも敵艦に潜入し、ひとりでも多く道連づれにしてやろう……と、悲ひ愴そうな覚悟を決める。

　迷いはなかった。

「すべては、フランチェスカお嬢様のために！」

　ヴィットーリアは駆かけだした。炎を軽やかに避けながら、気を失っている機竜兵たちには目もくれず、ウォルブルックの甲板を目指す。

　だが、その前方に、ひらりと舞い降りた人影があった。

「うふふ。そんなに急いで、どこへ行かれるのですか？」

　肌もあらわな格好をした、コゼットだった。先ほどまでランスロットに乗っていたはずだが、ヴィットーリアの動きを察知して、飛び降りたのだろう。

　当のランスロットは、コゼットが着地したと見るや、攻撃をやめた。そのまま、大河の上空を旋せん回かいしている。騎乗しているシルヴィアも、なぜだか手を休めている。

　どうやらシルヴィアは、コゼットとヴィットーリアの対決を見守るつもりらしい。上空からヴィットーリアだけを狙ねらい撃つくらい、造作もないはずなのに、あえてそれをしないとは──つまり、シルヴィアはコゼットに全幅の信頼を寄せているということだ。

「……本当に、とんでもない化け物ですね。コゼット・シェリー」

「うふふ。それはあなたのことではありませんか、ヴィットーリア様？　……あらあら、以前にも、同じようなやり取りをしたような記憶がありますわね」

「ですね」

「それでは、あのときヴィットーリア様ご自身がおっしゃった言葉も、ちゃんと覚えておられますか？」

　コゼットの質問に、ヴィットーリアはうなずいた。




『やはり、互いの技ぎ倆りようは互角のようです。となれば、雌雄を決するための要素は、ただひとつ。それは──主君への愛！』




　あの直後、ヴィットーリアはコゼットを倒してみせたのだ。

　僅差、紙一重、間一髪──本当に、どちらが勝っても不思議ではない戦いだった。

「不覚にも、わたくしはあなたに敗れてしまいました。その代償は、あまりにも大きかったですわ。ですが、姫様のおかげで、わたくしは心を取り戻すことができました」

　しみじみと語るコゼット。その言葉で、ヴィットーリアは悟った。コゼットを洗脳装置から解き放ったのは、やはりシルヴィアなのだ……と。

「わたくしは今度こそ、あなたに証明せねばなりません」

「なにをです？」

「わたくしの姫様への想おもいが、あなたの主君への想いよりも、はるかに強いということを──ですわ！」

「いわせておけば！」

　ヴィットーリアは甲かん板ぱんを蹴り、走った。左右のホルスターから、愛用のマシン・ピストル〝Gatto Selvaticoガツト・セルヴアーテイコ 101R〟をそれぞれ抜き、両手で構える。

　連射バースト機能つきの拳銃で、通称は〝山猫〟。

　この二匹の〝山猫〟と、ヴィットーリアが得意とする民族武闘術「ヴェルサリオ」があれば、向かうところ敵なし──のはずだった。

「望むところですわ！」

　コゼットが凜りんとした声で応じる。

　今、半壊した機竜を遮蔽物代わりに、銃撃戦が始まった。

　ヴィットーリアは容よう赦しやなく、銃の三点バースト機能を駆使して狙ねらい撃つ。

　この〝山猫〟、連射時の反動が強すぎるために、歴戦の兵士たちからも「戦場では使いものにならない」との烙らく印いんを押された逸話を持つ。両手でしっかり固定して撃つだけでも一苦労なのに、片手打ちなど論外といわれてきたのだ。

　それほどの武器を、ヴィットーリアは片手で軽々と制御して、しかも二挺ちよう拳銃のスタイルで活用してみせた。

　世界広しといえども、こんな荒技が可能なのはヴィットーリアだけだと、あのマキャベリがお墨付きをくれたほどである。

　だが、ヴィットーリアは気づいた。

　コゼットもまた、まったく同じマシン・ピストルを二挺、すかさず抜き放ったのだ。そして、寸分の狂いもなく、強烈な反動に翻ほん弄ろうされることもなく、さらには涼しい笑顔というオマケ付きで、左右の〝山猫〟をバーストさせる！

　──あの女、いつの間に〝山猫〟を……!?

　これにはたまらず、ヴィットーリアは機竜の残骸の陰で耐え忍ぶ。

　おそらく、まだホロウとして活動していた頃、〈デミウルゴス〉から支給されたのだろうが……しかし、誰に支給されたというのだ？

　ホロウというイレギュラーな人材の管理は、〈七翼将〉の一翼たるフランチェスカ・マキャベリに一任されていた。

　──ならば、フランチェスカお嬢様が支給した……？　ですが、どうしてお嬢様は……その事実をわたくしに隠かくしていたのですか!?

　過去、マキャベリに盾たて突いた反政府組織を強襲し、百人単位で処刑したときも、なんら心を動かされることはなかったヴィットーリア。

　それゆえに、〈屍し山ざん血けつ河かの魔女〉と呼ばれるようになった。

　だが、今この瞬間、ヴィットーリアの心には隙間風が吹きこんでいた──。




「わたしはお前を信じているぞ、コゼット。だから勝て。必ず勝つのだ……！」

　ランスロットに騎乗し、夜空をゆったりと旋せん回かいしつつ、シルヴィアは敵艦ノスフェラスの甲かん板ぱんを見下ろしている。

　つい先ほど、コゼットとヴィットーリアの再戦が始まったのだ。

　シルヴィアがその気になれば、手にした聖騎銃でヴィットーリアを狙撃するのは容易たやすい。

　だが、コゼットが頑がんとして譲らなかったのだ。

　──彼女を倒すのは、わたくしにお任せくださいませ。

　先刻、コゼットは有無をいわさぬ口調で宣言すると、ランスロットから飛び降りた。

　主君に対して、有無をいわさぬ口調で話すなど、実はとんでもないことだが、不思議と腹は立たなかった。

　コゼットにとって、ヴィットーリアとの再対決は、シルヴィアが思っている以上に重要なのだろう……と、悟ったからである。

　やがて、コゼットもヴィットーリアも弾薬を使い切った。なまじ拳銃に連射機能が搭載されている上に、互いに二挺ちようを装備しているので、弾の消費速度も半端ないのだ。

「小こ癪しやくなあああっ！」

　ヴィットーリアが叫んだ。あの冷静沈着な〈魔女〉が、あんな風に叫ぶような事態が到来するなど、一体、誰が予想し得ただろう？

　ヴィットーリアは二挺の〝山猫〟を放りだすと、コゼットに躍りかかる。肉弾戦を挑むつもりなのだ。

　一方、コゼットも左右の〝山猫〟を投げ捨てるや、応戦の構えをとった。

「あれは……！」

　シルヴィアは目をみはった。

　ヴィットーリアの足運びは独特で、おそらくラブロックに伝わる民族武闘術の特徴なのだろう。

　だが、コゼットはヴィットーリアの攻撃を、悠ゆう然ぜんと受け流している。

　それどころか、まるで影絵のようにトレースしていた。

　ヴィットーリアがひとつの技を見せると、コゼットも同じ技で返すのである。

　相手の技能を完全に会得していない限り、まず不可能なはずなのに──。

「ヴィットーリア様。ひとつだけ、訂てい正せいさせていただきますわ」

　と、激しい連続攻撃を繰り出しながらも、コゼットがにっこりと笑った。

「くっ、なにがいいたいのです!?」

　コゼットの攻撃をひとつ残らず受けながら、ヴィットーリアは訊たずねる。

「わたくしがあなたに敗北した理由は、決して姫様への愛が足りなかったわけではありません」

「なんですって!?」

「あなたが誇ほこる民族武闘ヴエルサリオの動きは、わたくしにとって未知のものだったため、次の挙動を予測するのが困難でした」

「そ、それがどうしたというのですっ!?」

「まだおわかりになりませんか？　つまり、わたくしが敗北を喫した理由は、ただそれだけの、戦術的な理由だったというわけです」

「今さら、そんな戯たわ言ごとを……見苦しいですよ、コゼット・シェリー！」

　渾こん身しんの三段攻撃がコゼットを襲う。膝を狙ねらった下段蹴り、腹部を狙った中段突き、そして顎あごへの決定打。

　だが、一段目から三段目まで、コゼットは完璧に受けきってみせた。

「なっ!?」

　狼ろう狽ばいするヴィットーリア。今や必死の形相を浮かべている。

「うふふ」

　対照的に、コゼットはゲームにでも興じているかのように、笑顔を維持したままだ。

「残念ながら、戯言ではありませんわ。ホロウとして活動していた頃、わたくしは無意識のうちに、あなたの戦いぶりを目に焼きつけていました。今ではこの通り、わたくしもヴェルサリオの真髄を理解しておりますわ」

「ふっ、ふざけないでください！　たかが数ヵか月げつ、そんな付け焼き刃でヴェルサリオを理解したなどと……冒ぼう瀆とくです！」

「ならば、その目でご確認を！」

　ヴィットーリアのお株を奪うように、コゼットも三段攻撃を繰り出す。しかも、本家であるヴィットーリアよりも、さらに高速で。

　コゼットの攻撃は、もはや神速の域に達していた。

「くっ！　あぐっ!!　ぐはっ」

　膝を崩くずされ、脾ひ臓ぞうの位置を突かれ、顎を横殴りにされたヴィットーリアは、ほとんど宙に浮いた状態で、独こ楽まのごとく横に回転した。そのまま地面に激しく叩たたきつけられ、息を詰まらせる。

　シルヴィアの位置から見ても、ヴィットーリアが気を失ったのは明らかだった。

「やったな、コゼット！」

　思わず喝かつ采さいを送るシルヴィアに対して、コゼットはにこやかに手を振った。そして、大声で宣言したのである。

「わたくしが姫様を想おもう気持ちは、世界一ですわ」





"Love & Loyalty ～A.S.B.1366.09～" is closed.















第九話　胎動









　そろそろ夜も明けつつある頃。

　再びアルテア関門橋要塞に引き返したアッシュたちは、三階の会議室に集結していた。ホロウによる襲撃を、運良く免まぬがれた部屋のひとつである。

　間一髪で危機を免れたアーニャとモルドレッド、リラとムイシュキンも、要塞に帰還していた。ちなみに、敵艦の攻撃を受けた魔導艇デユランダルと魔導艦ロスヴアイセは、シェブロン王国政府が責任をもって修理すると、アンジェリークが請け負ってくれた。

「はぁ～。なんていうか、今回のあたしたち、役立たずだったわね」

　エーコが悔しそうにつぶやいたので、アッシュは苦笑を浮かべた。

　事実、アッシュもエーコも、今回は助けられてばかりだった。

　だが、それ以上に、喜ぶべきことがあったのも確かだ。

　ひとつ目は、安否を気遣われていたベアトリーチェに再会できたこと。

　そして、ふたつ目は当然──。

「コゼットさん、お帰りなさい」

　アッシュは改めて、コゼットに声をかけた。

「まさか、コゼットがホロウだったなんてね……」

　エーコも目をぱちくりさせながら、まじまじとコゼットを見つめる。

「コゼットさんなら絶対に無事だって、信じていたわ」

　アーニャもコゼットの姿を前に、感涙を浮かべている。

「本当に良かった……」

　ベアトリーチェも安あん堵どのつぶやきを漏もらす。コゼットが行方ゆくえ不明となったのが首都レスピーギ市内だったこともあり、責任を感じていたのだろう。

　コゼットとは面識のないルクレツィア、リラ、モルドレッド、そしてムイシュキンも、アッシュたちとコゼットの再会を微笑ほほえましげに見守っている。

　それにしても──問題なのは、コゼットの格好である。

　肌という肌を覆おおっていた戦闘スーツは、どうやら洗脳装置を内蔵していたらしく、シルヴィアが徹底的に破壊した。

　その結果、今のコゼットの露出度は、ビキニタイプの水着と大差ないのだ。

　しかも、コゼットのプロポーションときたら、メイドにしておくのがもったいないほど抜群なのである。やや伸びた髪を肩先まで下ろしているので、余計に色っぽい。

　アッシュが思わず見とれていたら、

「ちょっと、あんた？　どこをジロジロ見てるのよ？」

「おい、アッシュ。お前、まさかコゼットにヨコシマな気持ちを……!?」

　早速、エーコとシルヴィアが嚙かみ付いてきた。

「いやいや！　そんなつもりは……！」

　アッシュは慌てて、コゼットの肌から視線を逸そらした。

「うふふ。皆様が相変わらずで、安心しましたわ」

　あのふんわりとした笑顔を浮かべつつ、コゼットはアッシュたちを見守っている。

　懐なつかしさのあまり、アッシュは涙ぐんだ。

　エーコとシルヴィアも同じ感かん慨がいを抱いだいたらしく、瞳ひとみを潤うるませた。

「──さて、感動の再会に水を差すのは気が引けますが、よろしいかしら？」

　と、アンジェリークが遠慮がちに声をかけてきたので、アッシュたちは慌てて席に着くのだった。




「まず、あの忌いま々いましい魔ま導どう艦かんノスフェラスですが、鹵ろ獲かくに成功しました。推進器は破壊されていましたし、沈没寸前でしたが、かろうじて魔導エンジンは無事でした。修理すれば、王国軍の潜水艦として運用できそうです。絶妙な力加減でしたわ、シルヴィア殿下」

　アンジェリークの称賛を受けたシルヴィアは、照れ臭そうに微笑ほほえんだ。

「なお、ノスフェラスの乗員はすべて捕虜にしましたが、残念ながら、フランチェスカ・マキャベリの姿は見あたりませんでした。捕虜がもたらした情報によれば、彼女だけは魔導転移装置でどこかへ逃れたとのことです」

「そういえば、アンネゲルトもゼノグラヴィア山脈の上空で戦ったとき、最後は転移していたっけ。便利な装置を持っているんだな……」

　アッシュは苦々しい気持ちで、つぶやいた。だが、次こそは逃がさないぞ……と、胸に誓う。

「そういえば、フォルトゥナの乗組員たちは、無事だったのか？」

　と、ルクレツィアが心配そうな顔で訊たずねる。

　フォルトゥナとは、確か囮おとりとして最初に飛び立った魔ま導どう艇ていのことだと、アッシュは思い出した。

「ええ。墜落ではなく、不時着で済みました。怪け我が人も少なからず出ましたが、命に別状はありません。わたくしが提案した囮作戦が、結果的に裏目に出てしまったわけで、面目次第もありませんわ……」

　アンジェリークは己おのれの未熟を恥じるように、うつむいた。

「あ、あのう……ドラクロワ司令？　要塞をお騒さわがせした巡礼団、五百名についてなのですが……」

　不安げに申し出たのは、ベアトリーチェである。たとえ〈血の黄昏クリムゾン・ダスク〉の信徒に身を堕おとしたとはいえ、愛する祖国の民には違いない。心配に思うのも当然だった。

「ご安心くださいな。先ほど食糧や毛布を配布したところ、随ずい分ぶんと大人しくなったという報告を受けています。以前も説明した通り、後ほど彼らには治療施設に入ってもらい、悪あしき終末思想から解き放って差し上げる所存ですわ」

「ありがとうございます、司令」

　ベアトリーチェが丁てい重ちように頭を下げたそのとき、慌ただしく扉が開かれ、若い士官が飛びこんできた。

「何事ですか、騒々しい？」

　アンジェリークが鋭い口調で訊たずねると、士官はぴしりと敬礼してみせた。

「報告します！　先ほど〈魔女〉が意識を取り戻しました！」

　もちろん、魔女とはヴィットーリアのことに決まっている。彼女はコゼットに完敗して以来、ずっと気を失っていたのだ。

「それでは早速、尋問を開始しましょう」

　颯さつ爽そうと立ち上がるアンジェリーク。

「俺たちも行きます！」

　アッシュもすかさず、立ち上がるのだった。





　　　　◇






　医務室の扉をくぐり抜けるなり、消毒用アルコールの匂いを覚えた。

　ヴィットーリアは、奧のベッドに身体を固定されていた。

　金属と皮革を組み合わせた拘束具で、全身をがんじがらめにされている。これでは、たとえ熊でも引き千ち切ぎるのは無理だろう。

「…………」

　ヴィットーリアは無言のまま、横目でアッシュたちを見た。さすがの〈魔女〉も観念したのか、その眼まな差ざしに敵意は感じられない。

「気分はいかがかしら、魔女さん？」

　アンジェリークが皮肉交じりに訊ねたが、ヴィットーリアは黙殺した。その代わり、シルヴィアのほうに視線を向けた。

「……シルヴィア・ロートレアモン王女。甘ちゃんかと思っていましたが、ランスロットにあれほど思い切った攻撃をさせるとは……正直、己おのれの死を予感したほどです。素直に称賛の言葉を贈ります」

「コゼットからノスフェラスの情報を得た私は、とにかく必死だったからな。お前たちを気遣うような余裕は、持ち合わせていなかった。それに、お前たちがコゼットを洗脳していたことに対し、ランスロットも頭にきていたようだ」

　シルヴィアは両腕を組むと、厳格な口調で応じた。

「それと、コゼット・シェリー……」

　ヴィットーリアは、今度はコゼットに視線を向けた。

「正真正銘、あなたの完勝です。あの戦いのさなか……わたくしは、あなたを羨ましいと思ってしまった。あなたが主君から想おもわれているほど、わたくしはフランチェスカお嬢様から想われてはいないのではないか……そんな風に考えてしまったとき、わたくしの敗北は必至だったのでしょう」

　ヴィットーリアは自嘲気味に笑うと、重たげな溜ため息いきを漏もらした。

「──それでは、魔女さん？　こちらの質問に答えてもらえるかしら？　まずは、ここ最近の〈デミウルゴス〉の状況について、知っていることを洗いざらい吐いてもらえると、ありがたいのですが。こちらとしても、手荒な真ま似ねはしたくありませんし」

　アンジェリークが冷たい口調で訊たずねると、ヴィットーリアは素直に口を開いた。

「賢竜王インボルク復活のときが迫っています。これは脅しではなく、事実です」

　その言葉は、室内の空気を凍いてつかせるのに充じゆう分ぶんだった。

「復活の儀式に必要な準備は、着々と整いつつあるのです。早ければ、あと数日以内には始まるでしょう」

「数日以内だって!?」

　アッシュは思わず叫んでいた。

「はい。今のところ、サヴォナローラ様のシナリオに狂いはありません。〈血の黄昏クリムゾン・ダスク〉によるテロ行為にしても、あなたがたに儀式の準備を邪魔されんがための陽動であり、それなりに効果をあげました」

「やはり陽動でしたか……」

　アンジェリークが苦々しげにつぶやく。

「ついでにいえば、たとえ〈血の黄昏クリムゾン・ダスク〉の信徒たちが、命令された〝聖務〟を達成できたとしても、彼らに新世界への扉が開かれることはありません。つまり、方はこ舟ぶねに乗ることはできないのです。方舟の座席は、魔ま導どう結社〈デミウルゴス〉の幹部と、その家族にのみ与えられると、あらかじめ決まっているのですから」

　ヴィットーリアは淡々とした口調ながらも、衝撃の情報をもたらした。

「なん……だって!?」

　カルト宗教に騙だまされるほうが悪いとはいえ、信徒たちは命懸けで〝聖務〟に取り組んでいた。ひとえに〈方舟〉とやらの乗船券を得るために。歌姫マルグリットなどは、そのせいで人生を台無しにされてしまった典型例である。

「そういえば！　確かオスカーも口にしていたが、〈方舟〉というのは一体、なにを意味するのだ？　そいつは、移民を丸ごと乗せられるほど巨大な船なのか？」

　と、シルヴィアがヴィットーリアに鋭い眼まな差ざしを送った。

　確かに、〈方はこ舟ぶね〉というキーワードは何度か耳にしていたが、それが具体的になにを意味しているのかまでは、まだ把握できていないのだ。

「〈方舟〉といえば、ひとつしかありません。〝竜の顎門ゼフアロス〟の最北端に位置する、超古代文明の遺産、すなわち〝ゾノ＝トーンの方舟〟です」

「ちょっと待ってくれ！　ゾノ＝トーンの方舟って、ただの比喩表現じゃなくて、本当に方舟としての機能があるのかよ!?」

　アッシュは戦せん慄りつした。

「フランチェスカお嬢様は、そのように仰おつしやっていました」

　マキャベリの言葉となれば、無視はできない。なんといっても、彼女は〈七翼将〉のひとりなのだから。この情報は、一刻も早くオスカーたちとも共有すべきだろう。

「ところで、魔女さん？　仮に、盟主のシナリオ通り賢竜王インボルクが復活したとして……その後のシナリオは、書き上がっているのかしら？」

　アッシュたちが言葉を失っている中、アンジェリークだけは冷静さを保ちつつ、さらなる質問を飛ばした。

「……サヴォナローラ様は、賢竜王インボルクに人類滅亡を要請すると同時に、自分たちの安全を要求するつもりです」

「──!?」

「つまり、地上の人類をひとり残らず消去すると同時に、方舟に乗船できた者だけは救うように、と。そしてサヴォナローラ様は賢竜王の前で人類の愚かさを証明すべく、あるひとつの計画を練っておられます」

「それはつまり、賢竜王が人類を滅ほろぼすに足る動機を、サヴォナローラが与えようとしている──という意味ですか？」

　アンジェリークの問いに、ヴィットーリアはうなずいてみせた。

「一体、その計画とは……なんだ？」

　アッシュは固唾かたずを吞のむと、ヴィットーリアに問いかける。

　しばらく沈黙を保ったあと、ヴィットーリアは口を開いた。




「第二次ゼノグラヴィア戦争です」





To be Continued.







あとがき







　こんにちは、瑞みず智ち士し記きです。

　このあとがきを執筆している時点（二月半ば）では、まだまだ凍えそうな寒さが続いていますが、いかがお過ごしでしょうか。

　ふと気づけば、私の指は霜焼けだらけで、やたらと赤く、太くなっています（汗）。

　しかも執筆時、ＰＣ用キーボードを激しく叩たたきまくっていたのが祟ったのか、薬指の関節付近にできた霜焼けがピシッとひび割れて、見るからに痛々しい様相を呈している始末です……。皮膚科に行ったほうが良いのかもしれません。

　本書がお手元に届く頃には、春らしい陽気になっていますように……!!







　さて、第四部の開幕篇となる、第十八巻をお届けします。

　第四部は完結編でもあり、上中下巻構成になる予定です。

　当初は第三部のまま最終巻まで突き進む予定だったのですが、前巻でアッシュとアルバーンにまつわる秘密が明かされ、ちょうど一区切りがついたこともあり、最終決戦を第四部として描くことに決めました。

　この十八巻では、過去のエピソードに登場した人物が、少なからず登場します。作者自身、執筆しながら懐なつかしい気持ちで一杯になっていました。

　本巻のテーマは、まさしく「再会」といえましょう。







　ここで、新作情報についてもお知らせします。

　Ｗｅｂコミック誌『ジーンピクシブ』にて連載中、瑞智が原作を担当する『煉れん獄ごくのトリスアギオン』（漫画：しばの番ばん茶ちや先生）ですが、単行本の発売に向けて、着々と準備を進めております。おそらく初夏の頃にはお届けできるかと。いよいよメイン・キャラクターも出そろいつつありますし、どんどん盛り上げていく所存です！







　それでは謝辞を。担当様やＭＦ文庫Ｊ編集部の諸氏をはじめ、今回も多くの方々のお世話になりました。

　〆しめさばコハダ先生。カバーのシルヴィア＆ヴェロニカの姉妹共演をはじめ、本巻でも美麗なイラストの数々を描いて頂きました。続く十九巻、そして最終巻でもよろしくお願いいたします！

　ＲＡＮ先生、月刊連載お疲れさまです！　コミックアライブ誌上では、ついに原作・第一部のエピソードが完結し、オスカーやセレスが登場する第二部が始まりますね。ＲＡＮ先生が第二部のどのように描写してくださるのか、楽しみにしております。

　そして、第四部の開幕に立ち会って頂いた読者の皆様。残り二冊、怒ど濤とうのごとき展開を予定しておりますので、お楽しみに！




　それでは、またお会いしましょう……





二〇一五年二月　瑞みず智ち士し記き


















　著者

　瑞智士記（みずち・しき）

　　第四部・完結編（全三巻）、始まります。




　　富士見ヤングミステリー大賞出身作家。関西在住。『リビングデッド・ファスナー・ロック』（ガガガ文庫）、『あかね色シンフォニア』（一迅社文庫）、『展翅少女人形館』（ハヤカワ文庫ＪＡ）などの作品がある。

　　公式サイト　http://mizuchishiki.com




　イラストレーター

　〆コハダ（しめさば・こはだ）

　　インドア派のイラストレーター、〆コハダです。好きなものはゲーム、漫画、可愛い女の子。将来の夢は出世魚になること。

　　ＨＰ「ぐずぐず帝国」

　　http://kohadax.jugem.jp/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／〆コハダ

　　装丁／伸童舎
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